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　本書は、独立行政法人 情報処理推進機構（IPA） ソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC）が、
2005 年 5月に発刊した「ソフトウェア開発データ白書 2005 年版」に続く 2006 年版であります。2006 年
版の特徴は、データ件数を1,000件から1,400件に増強したこと、プロファイルを400項目から80項目に絞っ
て精査したこと、プロファイルの相関関係等の分析を大幅に深めたこと、計画値を集めて結果との対比（いわ
ゆる予実分析）を行ったこと、等々です。

　周知のように、この数年、ソフトウェアのバグに起因する情報システムのトラブルが頻発するのを受けて、
ソフトウェアの品質を向上させる「ソフトウェア・エンジニアリング」が注目されています。米国 IEEE（Institute 
of Electrical and Electric Engineers）は、ソフトウェア・エンジニアリングを以下のように定義しています。

　 ソフトウェア・エンジニアリングは、ソフトウェアの開発、運用、および保守におけるシステマティック
であり、ディシプリンに基づいた、定量的なアプローチの適用である。換言すれば、ソフトウェアへのエ
ンジニアリングの適用である。

　すなわち、ソフトウェアの高信頼性確保のために欠かせないソフトウェア・エンジニアリングの実践には、
定量データの収集・分析・応用が基本になることを指摘しています。経験と勘に依存したマネジメントから、
他の産業では常識となっている、定量データに基づく科学的マネジメントへの進化がソフトウェア産業におい
て喫緊の課題であります。今回、国内有力企業 19社から 1,400 件以上の定量データを収集し、徹底的な分析
と度重なる議論を実施したことは、我が国で初めての試みであります。

　今後、SEC は更なる改善を加えるとともに普及に努めてまいりますので、ソフトウェア産業の各企業におい
て、定量データに基づく科学的マネジメントの端緒を開かれることを期待しています。

　プロジェクトデータの提供にご協力いただいた企業の方々、および労を惜しまず検討に参加された、経済産
業省「エンタプライズ系ソフトウェア開発力強化推進委員会」の「定量データ分析部会」のメンバの方々に深
く感謝いたします。

独立行政法人 情報処理推進機構 ソフトウェア・エンジニアリング・センター
所長　鶴保 征城

刊行にあたって
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白書 2006 上梓によせて
　ソフトウェア・エンジニアリングの実践には、定量データの収集・分析・応用が基本です。SECでは、ソフトウェ
ア以外の産業では常識といわれている、定量データに基づく科学的マネジメントへの進化を目指して、定量デー
タ分析に 2年前から取り組んでいます。
　定量データ分析の活動は、目的を設定し、それに必要なデータ項目を選んでデータを定義し、計測するとこ
ろから始まります。収集したデータは十分に精査された上で、分析が行なわれます。こうした過程を経て、目
的とするデータの活用やフィードバックが実現する形です。SEC では、第一歩として、プロジェクトの全体像
を把握するための定量化を目指し、実際のエンタプライズ系プロジェクトデータを収集、分析しています。主
要素として、規模、工期、工数、生産性、信頼性のデータをとらえ、補足するプロファイル情報とともに定義し、
収集しています。本書は、収集したデータの分析結果を昨年度に引き続き、第 2版としてまとめたものです。
　一方、実際に企業や組織において定量データを活用し継続的改善・競争力強化の施策を展開していくために
は、個々のプロジェクトでのみデータを計測するだけではなく、組織として活用できるしくみや組織としての
機能が必要になります。今年度の白書では、定量データ分析部会の協力企業の活動事例を調査し、有効と思わ
れる組織的なしくみの特徴を紹介しています。データの分析を行った結果情報だけでなく、定量データ活用へ
の取り組みの背景が、課題解決に向けた重要なメッセージであると我々は考えています。

　定量データ分析の成果は、経済産業省と SEC とで組織するエンタプライズ系ソフトウェア開発力強化推進
委員会の「定量データ分析部会」の協力により、得られたものです。主な活動として、データ定義、重点収集
項目の検討、実際のプロジェクトデータの収集、分析の視点などの検討が繰り返し行われました。また、SEC
内でのデータ収集登録・精査・DB化を含む環境の整備、および構築に関わった関係者の努力によって一連の
分析が可能になっています。この紙面をお借りして、データ収集・提供をはじめ、部会での検討に参画された
委員諸氏に敬意を表します。
　今後の課題として、複数企業で計測されたデータをもとにした分析精度の改善があります。プロジェクトの
コンテキストの違いによる層別分析の深め方なども研究対象の一例と考えます。白書としては、クロス分析の
ような形で、限られた紙面への情報掲載の方法を工夫するなど、さらなる改善を行っていきます。
　読者におかれましては、本書で示している定義や分析の視点などを参考にして、各企業でそれぞれの目的に
そった定量データの活用が少しでも前進し、高品質で効率的なソフトウェア開発が行われることを願ってやみ
ません。

IPA　SEC　エンタプライズ系プロジェクト
菊地 奈穂美、横山 健次、本間 周二

はじめに
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商　標　

※ Microsoft Excel は Microsoft Corporation の登録商標です。製品に関する詳細は同社にお問い合わせ
下さい。

※ SPSSは SPSS Inc. の登録商標です。SPSS製品に関する詳細は同社にお問い合わせ下さい。
※ 本書に記載する製品名は識別のみを目的として使用されており、上記以外の商標、登録商標も含まれ
ています。
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◆白書発行の背景

　日本のソフトウェア開発の課題として次のことが指摘されている。
　・ ソフトウェア開発に関わる関係者の間で共通認識できる『モノサシ』が未整備のため、各企業は個別の基

準を作り、それに基づいた試算や評価を行っている。
　・ そのため、ソフトウェアの受益者や開発に携わる関係者が、製品の品質や製造プロセスのよしあしを客観

的に判断する術がない。
　・ 現状のままでは、開発の進め方や結果品質の基準が各企業まちまちで、改善が進まない。
　・ 投資対効果が不透明なため、健全な市場競争をも阻害する。
　SEC ではこの様なソフトウェア開発の課題を改善するため、製造業など他の産業では常識となっているプロ
セスの定量化、標準化、共有化などのルールづくりを進め、ソフトウェア開発のエンジニアリングを普及・定
着させる活動を行っている。その第一歩として、ソフトウェア開発プロジェクトに関する定量データベースの
構築を行い、本書により基礎情報として提供するものである。

◆日本の情報サービス産業の現状と課題

　ソフトウェア開発に関わる関係者（顧客、開発者、マネジャーなど）は、各自が共有できるプロジェクト計
画に基づいて、プロジェクトの現状を把握し、管理し、目標を達成する必要がある。つまり、顧客（ユーザ）
と開発者（ベンダ）が合意した要件に基づいてソフトウェアを開発し、約束した期日に、予定した信頼性を達
成した製品を完成させることが求められる。しかし、このような「理想的な」プロジェクトを実現することは
一般に困難を伴う。なぜなら、プロジェクトの現場では、ソフトウェア開発に特有の様々な課題が積み残され
ているからである。
　『「情報経済時代」における IT 政策のありかたについて（経済産業省 平成 16 年 12 月 17 日）』では、日本
の情報サービス産業の現状と課題について、次のような指摘をしている。

   ■現状

　　　　・プロジェクトマネジメントの失敗による不採算案件の多発
　　　　・人月単価に基づく評価慣行
　　　　・ユーザによるソフトウェア評価の力量不足
　　　　・ブランドと人間関係に基づく取引
　　　　・企業戦略を踏まえた体系的な人材育成の不足

   ■課題

　　　　・ 高品質なソフトウェアを効率よく開発するソフトウェアエン
　　　　　ジニアリングおよびプロジェクトマネジメントの実践と普及
　　　　・政府調達の適正化
　　　　・情報システム開発に係わる取引慣行等の改善
　　　　・高等教育機関における産学協同の実践的な IT 教育支援

　実際のプロジェクトで起きている問題や課題の具体例を次に示す。
　・ ソフトウェア開発の多くは労働集約的な環境で行われる。そのため、生産性は何人の開発者が何時間投入

されたかという指標で示されることが多く、大量の開発者を投入すれば短期間で大規模な開発も実現でき
るという誤解を生みやすい。

　・ 現実には、開発者が増えれば開発現場で様々なコミュニケーションが必要になり、開発の効率は下がる傾
向がある。

1　白書の背景と目的
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　・ この場合、プロジェクトは最適な体制を整えることが重要になるわけだが、開発期間の短縮を最優先する
あまり、ソフトウェアの仕様の検討やテストが不十分となる。

　・ 結果、バグが多く信頼性の低い製品が世に出る事態に繋がる。
　こうした例からも、ユーザとベンダの間で、製品の信頼性と納期がバランスのとれた条件で合意・判断され
ることが望ましいといえる。

◆情報サービス産業で参照できるメトリクス

　プロジェクトを成功に導くためには、ユーザとベンダが信頼関係を持ちパートナーシップを築くことが重要
である。プロジェクト遂行においては、ソフトウェアや開発プロセスの状態がタイムリーに把握でき、予測や
制御を適切に行うことが求められる。この場合、ソフトウェア開発に係わる関係者は、プロジェクトの状態を
定量的に測定し、客観的な判断を下せる状態にすることが不可欠となる。
　本書は、ソフトウェアの定量的なモノサシ（以降メトリクスと呼ぶ）として基本的なものを収録している。
例えば、規模・工数・工期の関係、工数と工期の関係などである。ただし、掲載されているデータは、データ
提供企業の独自の基準に基づくものも含むため、あくまで “傾向” を示すものである点に十分留意していただ
きたい。読者におかれては、自社内のデータを蓄積することで精度の向上を目指し、加えて、それぞれのプロ
ジェクト、現場で測定を行う時の参考用として、測定結果を分析する際の視点として本書のメトリクスをご活
用いただきたい。

◆本書で提供している基礎情報

　・ソフトウェア開発の主要なデータの統計情報（プロファイル）
　 　 　ソフトウェア開発プロジェクトの主要な要素、たとえば規模・工期・工数・信頼性・体制などについて

の実績データ分布（分散度合、中央値等）を示す。主要なデータの規模・工期・工数については、実績値
だけでなく、2006 年度版から計画時点の計画値も収集して示している。

　 　 　なお、提供する情報は、収集されたプロジェクトデータを統計処理した結果であり、個々のプロジェク
トのデータそのものは公開しない。

　・ソフトウェア開発の分析情報
　 　 　規模・工数・工期・信頼性等の要素間の関係を示す。このことにより、開発プロセスの初期段階におい

てもソフトウェア開発計画策定に関わる標準的な情報を提供する。
　・データ収集項目
　 　 　扱ったデータ項目は、データ定義および収集項目フォーム（付録 A、B）として提供する。これにより、

ソフトウェア開発プロジェクトの定量的管理の改善を検討している企業は本書と同じ基準でデータを収集
でき、分析に活用していただけるものと考える。
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2　収集データについて
　この章では、本書で掲載したデータを収集した際の方針と、収集データの件数及び年度情報などを示す。
　本書に収録したデータは、国内ベンダ企業19社から収集した、1,419件のプロジェクト・データである。デー
タの項目は主に実績の項目であるが、本年は主な要素（規模、工期、工数）の計画データについても収集を実
施した。
　対象となったプロジェクトは汎用コンピュータ上（組込みソフトウェアの対象と対比して、このような呼び
方をした）で動作するアプリケーションソフトウェアを開発するプロジェクトである。収集されたデータのプ
ロジェクト特性（開発種別、業種、業務、アーキテクチャ、主言語など）、システム規模、工期、工数などの
全体的分布は 4章に示す。

2.1.1　本年の収集の基本方針

　主な要素のデータについては、欠損が極力少ないプロジェクトを対象に収集した。また、重点的に収集する
内容を定量データ分析部会で議論し、アーキテクチャ、業種、開発言語、プラットフォームを、エンタプライ
ズ系のプロジェクトにおいてデータ件数を増やしたいエリアとして決めた。重点的に収集する内容は次の通り
である。
　・開発種別：新規開発
　・アーキテクチャ：イントラネット/インターネット、2階層クライアント/サーバ、3階層クライアント/サーバ
　・業種：金融・保険業、情報通信業、製造業、など
　・開発言語：Java、VB、C、COBOL
　・プラットフォーム：Windows 系、Unix 系
　・規模の指標：FP、SLOC のいずれかで計測されているもの
　・稼動後の不具合数が記録されているもの
　・工数、規模、工期のデータがすべて把握できているもの。少なくとも実績データは把握できているもの
　・ 工程は、基本設計から総合テスト（ベンダ確認）の開発 5工程を作業として含んでいるもの（これは、

工数と規模の関係を調べるにあたり、同じ工程の範囲を含むものでないと一緒に扱いにくいためである）
　・2002 年 4月～ 2005 年 6月頃までに終了したプロジェクト（近年のものという意味）

2.1.2　収集方法

　プロジェクトの終了実績データを、付録 Aのデータ項目表と付録 Bの収集フォームを用いて、収集した。
　データ項目には、付録 Cに示すように「必須」、「重要」の優先度を付け、約 80項目の重点収集項目を決め
て、それらのデータが収集できているプロジェクトを中心に収集を実施した。提供企業には、開発終了後のプ
ロジェクトのデータを各社にて確認し、記入できるデータ項目のみを記入するよう依頼した。なお、収集した
データ項目毎の回答率は、付録 Cに示している。

◆データ定義Ver.2.0 の内容

　付録 Aに、収集に使用したデータ項目Ver.2.0 の定義を示す。
　本年度におけるデータ定義改定の主な目的は、プロジェクト計画時に参考になる情報の取得である。改定の
際、プロジェクトの規模、工数、工期などの結果だけではなく、結果としてプロジェクトがうまくいったかど
うかを判別できるよう、次の新たな項目を追加した。
　・ 品質、コスト、納期（QCD）のそれぞれについての計画の評価および実績のQCDの評価の項目
　・ 規模、工数、工期の計画時点の値

2.1 2006年度のデータ収集のポイント
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◆データ収集フォームVer.2.0

　付録 Bに、データ収集に使用したフォームを示す。このフォームは Excel をベースとし、SEC で作成した専
用のものである。

2.1.3　データの精査

　データの収集活動においては次に示すようにデータの精度向上に注力した。
　・ 収集するデータは、データ提供企業の品質保証部門や生産管理部門での精査又はレビューを受けた信頼で
きるデータを前提としている。特に、FP規模の計測については精度を確保するため、各社において計測の
支援部隊で計測方法を社内教育したり、計測後のデータのレビューをしたものを主な対象として収集した。

　・ さらに、SEC で受取った後に精査を実施し、異常値や誤記と見られるデータについては、データ提供企業
と連絡を取り、企業での再確認を行った。この作業を何度か繰り返し、分析の基礎データとして採用した。
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2.2　データ提供状況

2.2.1　データ提供企業一覧

　本書に収録したデータの提供企業を次に示す。（50音順）

　●株式会社 アルゴ 21
　● NEC ソフト株式会社
　●NTT ソフトウェア株式会社
　●株式会社 NTT データ
　●沖ソフトウェア株式会社
　●沖電気工業株式会社
　●株式会社 構造計画研究所
　●株式会社 CSK システムズ
　●新日鉄ソリューションズ株式会社
　● TIS 株式会社

2.2.2　データ提供件数

　全データ （1,419 件）のうち、各企業からの提出件数をグラフで示す。

2.2.3　データの年度

　この節では、提供データに含まれているプロジェクトの開始年、終了年を示す。開始年では 2003 年以降の
データが約半数を占める。終了年は 2004 年が最も多く、全体の約 35％である。
　提供データの更新年度（提出された年度を意味する）は、2005 年度に新たに更新又は追加されたものが
476 件にのぼり、全体の 3分の 1である。そのうち、418 件（88％）が年度情報を持ち、残りの 12%は年度
情報が不明である。年度情報がないものは工期も不明である。
　2005 年度に提出されたデータは、比較的近年のデータが多い。

　●東芝情報システム株式会社
　●日本ユニシス株式会社
　●株式会社 野村総合研究所
　●株式会社 日立システムアンドサービス
　●株式会社 日立製作所
　●日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社
　●富士通株式会社
　●三菱インフォメーションシステムズ株式会社
　●リコーソフトウエア株式会社

N=1,419
図表 2-2-1●データ提供件数図表 2-2-1●データ提供件数
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図表 2-2-3 ●データ更新年度図表 2-2-3 ●データ更新年度

N=1,419N=1,419
※対象データ
2005：2005 年 3 月までに提出済みで、2005 年度に見直しを行ったプロジェクトデータ、
及び 2005 年度に新規追加されたプロジェクトデータ
2004：2005 年 3 月までに提出され、2005 年度には見直しされなかったプロジェクトデータ

図表 2-2-4 ●提出年度と開始及び終了年度の情報のクロス集計図表 2-2-4 ●提出年度と開始及び終了年度の情報のクロス集計

図表 2-2-2 ●開始年の分布と終了年の分布図表 2-2-2 ●開始年の分布と終了年の分布

※集計対象：開始年 5149_ 開始日 ( 実績 ) プロジェクト全体 (N=960,  未回答：459)※集計対象：開始年 5149_ 開始日 ( 実績 ) プロジェクト全体 (N=960,  未回答：459)
※集計対象：終了年 5158_ 終了日 ( 実績 ) プロジェクト全体 (N=959,  未回答：460)
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　この章では、4章以降の統計処理や分析についての考え方、分析データの選定基準、分析結果の見方につい
て説明する。

3.1　分析の考え方
本書における分析は、ソフトウェア開発プロジェクトを成功に導くために必要となるユーザ、ベンダ間での
共通認識の形成や、プロジェクト活動での有用な情報を提供することを目的としている。以降の章では、この
目的に沿って問題を解明する対象を特定し、代表的な要素を抽出した上で、それらの関係を明らかにしていく。
本章では、各要素の関係に着目し、全体の進め方を示す。

3.1.1　分析の主要な要素

図表 3-1 に、ソフトウェア開発プロジェクトの特徴を表す代表的な要素（楕円で表す）と、要素間の主要な
関係（矢印で表す）を示す。また、ユーザとベンダ双方が関与し、開発プロジェクトに影響を与える要素群は、「シ
ステム化の条件」と「システム化の要求」という括りで表した。これらの要素群をプロジェクトの成否のカギ
と考えている。このカギを解くには、プロジェクトの計画および実績、また実行中の様々なデータが必要になる。
今年度の白書では、「8.3 計画と実績の分析」を除き、プロジェクト終了時のデータに絞る形で進め、プロジェ
クトの成否との関連をマクロに捉えることとする。

3　分析について

ベンダ ユーザ・エンドユーザ

体制

人数
外注

測定

分析

改善
知識・技能

能力

開発技法
アーキテクチャ

レビュー
テスト

環境

コスト

教育
啓蒙

開発標準

結果品質

価格
方針

体制

要員

要件の明確さ

価値

満足度

要員

工数

工期

規模

技術

要求品質

信頼性

生産性

システム化
の要求

システム化
の条件（制約）

図表 3-1●代表的な要素と、要素間の主な関係
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3.2.1　共通の基準

収集されたデータのうち、分析のためのプロジェクト群を抽出する際の共通的な条件には、次のものがある。

（1）  開発 5工程のデータがそろっているプロジェクト群。すなわち基本設計から総合テスト（ベンダ確認）
までの開発 5工程すべてを実施しているプロジェクト。具体的には、図表 4-13-1 ●実施工程の組み合
わせパターンで定義する、5工程（1）及び 5工程（2）が対象となる。分析において、同じ条件で比較
をする場合には、共通的な前提事項として使用する。

（2） 工数データを使用する分析の場合は、開発 5工程を満たすように工数が計測されているもの。
（3） 工期データを使用する分析の場合は、工期の実績データがあるもの。
（4）  規模データを使用する分析の場合は、規模が FP であれば計測手法が明確なもの、規模がコード行数
（SLOC）の場合は主開発言語１の名称が明確なもの。

ただし、（2）～（4）の条件は、分析するテーマごとに該当しない場合もある。
各データは、分析精度を高めるため、以下の 3.2.2 ～ 3.2.6 に示すような基準を決めている。

3.2.2　FP規模データ

●  FP の単位で表す規模は「FP規模」と呼ぶ。
●  調整前の機能規模を使用する。調整前の機能規模の意味は、JIS X 0135 で定義されている。調整後の機
能規模数は、計測手法ごとに調整方法が異なるため、調整前の値を使用している。

●  FP 計測手法は計測に使われた手法名称が明確であるものを対象としている。
　 FP 規模の計測手法は、分析目的によっては、「IFPUG グループ」を使用した。
●  「IFPUG グループ」は、IFPUG 法、SPR 法、NESMA概算法の FP計測手法をグルーピングしたものである。
これらの計測手法をグルーピングしている根拠は、次の 2項を満たすことである。

　 （a） 計測手法の定義が一般に公開された文書となっているもの
　　　参考　IFPUG 法  ISO/IEC 20926 IFPUG Unadjusted functional size measurement method ‒ 

Counting practices manual
　　　　　　NESMA法 ISO/IEC 24570 NESMA Function Point Analysis
　　　　　　SPR 法 Capers Jones「ソフトウェア開発の定量的手法　第 2版」pp.82-82 及び付録 B
　 （b） ソフトウェアモデルが同じであること
　　　  SPR 法及び NESMA 概算法は、ソフトウェアモデルが IFPUG 法と同じであり、IFPUG 法の簡略化さ

れた計測手法と考えられる。ソフトウェアモデルについては「SEC journal-No.5」pp.36-43 の解説
記事を参照。

3.2.3　SLOC規模データ

●  コード行数の単位で表す規模は「SLOC 規模」と呼び、1,000 行の単位で表すものを KSLOC と表記する。
●  コメント行および空行を含まないコード行数（SLOC）を使用している。
●  提出された規模にコメント行または空行を含む数値データは、コメント行および空行の比率（提出され
た値）を基にして計算した行数を、提出値（コメント行または空行を含む）から引いて算出した行数と
している。

●  SLOC 規模データについては、プログラミング言語の種類で層別する場合は、プロジェクトで使用した「主
開発言語 1」を用いている。

●  「開発言語名が明確なもの」とは、主開発言語名の情報が記載されているものである。ただし、複数の言
語が混在したものをまとめて扱っている。そのため、開発言語ごとの行数比率などの考慮はできていな
いので、規模あたりの工数や規模あたりの信頼性などを見る際には注意が必要である。

●  SLOC 規模を対象にしている分析では、そこに含まれる開発言語の種類を前提条件として記載する。

3.2　分析データの選定基準
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3.2.4　工数データ

●  工数データは、社内工数および外部委託工数の合計値を使用している。社内工数には、開発、管理、その他、
および作業配分不可の全ての工数を含めている。

●  開発 5工程（基本設計から総合テスト（ベンダ確認）までの工程）に相当する作業が全て実施の対象となっ
ているパターンのプロジェクトでは、該当する 5工程の工数の合計値、および工程配分不可に記入され
た工数の合計値を使用している。

●  分析の目的によっては、プロジェクトの全ての工程を対象として工数を分析対象としたものもある。そ
の場合は、条件を明記している。

3.2.5　工期データ

●  基本設計開始から総合テスト（ベンダ確認）終了までの開発 5工程の期間を対象とした月数である。
●  分析の目的によっては、プロジェクト全体の工期を分析対象とするものもある。

3.2.6　月あたりの要員数

●  実績工数（開発 5工程）、実績月数（開発 5工程の工期）、および人月－人時換算係数から、１ヶ月あた
りの要員数を算出した値である。

●  付録 A.4 で月あたりの要員数として掲載した導出指標である。
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以下に分析結果の見方を示す。なお、ここで示すものはあくまでも「目安」なので、最終的な評価は考察を
進める中で個別に行うものとする。仮に、本文中で分析結果が有意と評価された場合は、「数字の一人歩き」
を避けるために、分析の目的や対象、特性などの情報を合わせてご理解いただきたい。

3.3.1　分析結果の基本統計量

図表 3-2 に示すいずれかの形で、対象とするデータについての「基本統計量」を掲載する。「N」は件数、「最小」
は最小値、「P25」は 25パーセンタイル、「中央」は中央値、「P75」は 75パーセンタイル、「最大」は最大値、
「平均」は平均値、「標準偏差」は標準偏差である。（各用語は、付録Dを参照。）
判断の目安として、図表 3-3 に示す考え方を使用する。

3.3.2　単位の表記

本白書の全編を通して、グラフや図表での単位の表記ルールは、次に示すとおりとする。

図表 3-2 ●基本統計量の表

N �� P25 �� P75 �� �� ����

N �� �� �� �� ����

N �� P25 �� P75 �� �� ����

N �� �� �� �� ����

3.3　分析結果の見方

図表 3-3 ●基本統計量を使用した場合の判断の目安

項目 判断の目安
1 データ数 nの量 データ数は層別あたり、最低でも n≧ 10、望ましいのは n≧ 30とする
2 統計量の代表値の採択 一般に | 歪度 | ＞ 2で分布の非対称性が大きいと見られるので、この場合

は 平均値 より 中央値 を採択する

データ 単位の基本的な表記
FP規模 表記しない（単位表記のない場合は、単位は FPである）
SLOC 規模 表記しない（単位表記のない場合は、単位は SLOC である）
1,000SLOC 単位の SLOC 規模 [KSLOC]
1,000FP 単位の FP規模 [1,000FP]

[KFP]　（箱ひげ図の場合は表記スペースが狭い為、“K” と表記する）

人時単位の工数 [ 人時 ]
人月単位の工数 [ 人月 ]
月数単位の工期 [ 月 ]
発生不具合数 表記しない（単位表記のない場合は、単位は件である）
要員数 [ 人 ]
FP 生産性 表記しない（単位表記のない場合は、単位は FP／人時である）
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3.3.3　回帰分析を用いた際の判断

回帰分析を用いる際（主に 6章以降）に、回帰分析結果について掲載するのは、図表 3-4 に示す 3項目の
目安を全て満たす場合とする。

3.3.4　その他の留意点

（1）回帰式について
回帰式は、データの件数及び相関関係などの両面において関係が見出せると判断されたものについて、
3.3.3 を参考にして掲載する。回帰直線又は曲線を示す条件も同様である。ただし、傾向を単に視覚的に
示す場合はこの限りではない。

（2）外れ値の除外について
単に、平均や分布から外れているというだけで、外れ値（異常値）として除外せず、常に理由を明確にし
た上で除外の判断をする。図表 3-5 に外れ値の例を示す。

（3）箱ひげ図による傾向の捕捉
箱ひげ図は、中央値だけでなくばらつきも比較できるため、傾向を視覚的に捉えたい場合に使用する。 
（箱ひげ図の見方については、付録Dを参照）

図表 3-5 ●外れ値の例

図表 3-4 ●回帰分析を使用した場合の判断の目安

項目 判断の目安
1 データ数 nの量 データ数は層別あたり、n≧ 30とする
2 相関のあてはまり 決定係数 R2 ≧ 0.75 とする
3 相関の有意性 P値＜ 0.05 とする（危険率 5％で相関が有意と判断できる）
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3.3.5　6～ 8章で使用するデータと分析結果

6 章以降での分析に使用するデータの見方と、分析結果の見方について説明する。

◆使用するデータの見方

6 章以降では、分析の対象データと分析における母集団の抽出条件について、以下の例に示すような表記を
採用している。

例： 条件1～3のAND条件で抽出した母集団に対して、データ1とデータ2の関係を分析する場合

■ 層別定義
・条件 1  （← 1つめの抽出条件を表す）
・条件 2  （← 2つめの抽出条件を表す）
・条件 3  （← 3つめの抽出条件を表す）
■ 分析・集計対象データ
・X軸：データ 1 （←その関係を分析する 1つめのデータの名称を表す）
・Y軸：データ 2 （←その関係を分析する 2つめのデータの名称を表す）

なお、分析の対象データが導出指標の場合は、「■分析・集計対象データ」において「データ 1 （導出指標）」
のように表記している。また、データの定義については、付録 A.2（データ項目定義）および付録 A.4（導出
指標の名称と定義）において、その内容を説明している。
次のデータについては、付録 A.4（導出指標の名称と定義）を参照していただきたい。
・FP生産性
・SLOC 生産性
・発生不具合数
・FP発生不具合密度
・SLOC 発生不具合密度
・月あたりの要員数
・外部委託比率
・開発対象プラットフォームのグループ （Windows 系、Unix 系）
・FP計測手法混在

◆分析結果の見方

6 章以降では、図表 3-6 に示すように、分析の「散布図のグラフ」とその両軸の値に対応した「基本統計量」
を表形式で掲載する。散布図のグラフは、もとのデータのグラフに加えて、軸の数値を対数表示で示すものも
ある。件数は「N＝件数」で示す。

回帰分析の結果、当てはまりのよいものには、決定係数（R2）を付記した。
また、工数と工期、規模と工数などの主要な要素間の関係を表す散布図では、全体を俯瞰するものには、回
帰結果に基づく信頼幅を示した。信頼幅は、観測値から計算される区間を表すもので、信頼水準（例えば、
50％や 95％）を設定し、それに対応する信頼区間（幅）を求める。たとえば、50％の確率で、ある値X（例
えば FP）に対する値 Y（例えば開発 5工程の工数）の推定値が含まれる範囲を示したものが、50％の信頼幅
である。分析結果のサンプルの図表 3-6 では、例として、FPに対する開発 5工程の工数の 50％の信頼幅が示
されている。散布図の凡例で y（50％）、y（－ 50％）と記されているものは、それぞれ、50％の信頼幅の上
限と下限を意味している。同様に、y（95％）、y（－ 95％）はそれぞれ、95％の信頼幅の上限と下限である。
また、log（y）（50％）、log（y）（－ 50％）はそれぞれ、変数を対数変換した後の 50％の信頼幅の上限と下
限である。
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図表 3-6 ●分析結果のサンプルの図

�� ��� ���� ��� ���� ��� ��� �����

� � � �

サ ン プ ル

基本統計量の表
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4. 主な収集データ

本章は、2006 年 3月までに収集したプロジェクトデータ（総数 1,419 件）のプロファイルを掲載する。

4.1 データの表示方法と対象データ
ここでは、本章を読む際の留意事項について記す。

（1） プロファイルの掲載基準
　本章では、データ収集時に必須 /重要 /推奨とした項目（詳細は付録 Cに示す）から、各データ項目について、
回答数がプロジェクトデータ総数の約 1割（140 件）以上のものを中心に掲載している。

（2） プロファイルの表示方法
　次の 3種類の形式で表示する。
・「円グラフ」
対象となるデータの選択肢（例えば、a、b、cなど）ごとの件数と比率を表示。

・「数値（表）＋棒グラフ」（設問が複数回答の場合）
対象となるデータの選択肢（例えば、a、b、cなど）ごとの件数と比率を表示。

・「ヒストグラム＋基本統計量（表）」
対象となるデータが数値の場合、その分布状況を表示。

（3） 円グラフおよび数値（表）の掲載内容
　円グラフおよび数値（表）には、選択肢名称、件数、比率を掲載する。
・ 選択肢名称は、件数が 1件以上ある選択肢のみを掲載する。当該データの選択肢一覧は、付録 Aのデー
タ項目定義で参照できる。

・ 件数は、選択肢ごとのプロジェクト件数である。複数回答の場合は、各回答の件数を表す。ただし、件
数合計が 0件である第 2、第 3回答は空欄とする。

・ 比率は、件数合計を 100% とした場合の選択肢ごとの件数の比率である。数値（表）の場合に、複数回
答があるデータについては、第 1回答の件数から比率を計算した（第 1回答は、システム内で最も主要
なもの、または量が多いとデータ項目定義で定義している。その意味で、第 1回答のみで比率を計算し
ている）。

（4） 未回答の扱い
　集計は未回答を除外して行った。したがって、件数がプロジェクト総数（1,419 件）に満たない項目がある
が、その場合は、除外したプロジェクト件数を「未回答：n件」として表す。複数回答の場合は、第 1回答に
関する未回答件数を表す。

（5） 集計に使用したデータの定義について
　プロファイルの作成に使用したデータは、「集計対象データ：データ ID_ データ名称」として表す。個々のデー
タの定義は付録 A.2 に記載する。FP 生産性のように一部のプロファイルについては、収集したデータを基に
算出した導出指標で集計している。導出指標の定義は付録 A.4 に記載する。

4　主な収集データ
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図表 4-2-3 ●開発プロジェクトの作業概要

　本節では、開発プロジェクトの基本的な属性を示す。
（1） 開発プロジェクトの種別
（2） 開発プロジェクトの形態
（3） 開発プロジェクトの作業概要
（4） 新規顧客か否か
（5） 新規業種・業務か否か
（6） 新技術を利用する開発か否か

4.2　開発プロジェクトの全般的な特徴

プロジェクトの作業の内容は、ソフトウェア開発を含むプロジェクト・データがほとんど。プロジェクト管理や移行を含む
ものが2割程度ある。インフラ構築を含むものが1割弱。

N=1,417
※集計対象データ：107_ 開発プロジェクト概要 _1 ～ 107_ 開発プロジェクト概要 _12　（未回答：2件）
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図表 4-2-1●開発プロジェクトの種別

新規開発が 6割、改修・保守が 3割弱。大半が新規開発
である。

N=1,419
※集計対象データ：103_ 開発プロジェクト種別（未回答：0件）
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図表 4-2-2 ●開発プロジェクトの形態

受託開発が9割強である。

N=1,419
※集計対象データ：105_ 開発プロジェクト形態（未回答：0件）
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4. 主な収集データ

新規顧客かどうかについて、ほとんどが既存顧客で、8割
強である。

�� 4-2-4��������
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図表 4-2-4 ●新規顧客か否か

N=403
※集計対象データ：108_ 新規の顧客か否か（未回答：1,016 件）

図表 4-2-5 ●新規業種・業務か否か
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新規業種・業務かどうかについては、既存業種・業務が8
割弱。新規業種・業務は少ない。

N=344
※集計対象データ：109_ 新規の業種・業務か否か（未回答：1,075 件）

図表 4-2-6 ●新技術を利用する開発か否か
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開発が新技術を利用したかどうかについて、新技術を利用していない
プロジェクトが3/4である。新技術を利用したものは、約1/4。

N=300
※集計対象データ：111_ 新技術を利用する開発か否か （未回答：1,119 件） 
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　本節では、以下の利用局面に関する属性を表す。
（1） 業種（大分類）
（2） 業務
（3） 利用形態

4.3　利用局面

業種は、金融・保険業、製造業、情報通信業、卸売・小売業の順で多い。金融・保険業は、3割強である。

�� 4-3-1��� N=1,183 
�������������������������������������������
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����

����

��� ������ � � ��� ��� � ���� � ����

����� 5 0.4% � � � �

����� 1 0.1% � � � �

������ 17 1.4% � � � �

������ 187 15.8% 1� � �
���������������� 28 2.4% � � � �

�������� 152 12.8% 8� � �
������ 49 4.1% 1� 1�
��������� 106 9.0% 2� 1�
��������� 388 32.8% 3� 1�
������� 18 1.5% � � � �

���������� 6 0.5% � � � �

�������� 29 2.5% � � � �

����������� 6 0.5% � � � �

����������� 6 0.5% � � � �

�������������������� 57 4.8% 1� � �
����������������� 87 7.4% 1� � �
���������� 41 3.5% � � � �

��� 1,183 100.0% 17� 3�

N=1,183
※集計対象データ：201_ 業種 _1（大分類）、201_ 業種 _2（大分類）、201_ 業種 _3（大分類）　（未回答：236 件）

図表 4-3-1●業種（大分類）
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4. 主な収集データ
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�������� 79 7.8% 5� � �
�������� 120 11.8% 10� � �
�������� 46 4.5% 2� 2�
�������� 35 3.4% � � � �

������� 115 11.3% 3� 1�
���������� 13 1.3% 5� � �
�������� 15 1.5% � � � �

�������� 31 3.1% 1� � �
��������� 20 2.0% 2� 3�
����������� 64 6.3% 6� 1�
������� 13 1.3% 3� � �
��������� 1 0.1% 1� � �
�������� 39 3.8% 2� � �
������� 51 5.0% 2� � �
������������������ 12 1.2% � � � �

������������������ 37 3.6% 6� � �
������������ 20 2.0% � � � �

������� 60 5.9% 3� 4�
������ 238 23.4% 10� 1�
��� 1,015 100.0% 63� 12�

図表 4-3-3 ●利用形態

システムの利用は、「特定ユーザの利用」が8割強である。
不特定ユーザの利用は比較的少ない。

N=1,301
※集計対象データ：204_ 利用形態（未回答：118 件）

図表 4-3-2 ●業務の種類

N=1,015
※集計対象データ：202_ 業務種類 _1、202_ 業務種類 _2、202_ 業務種類 _3　（未回答：404 件）

業務の種類は、営業・販売、管理一般、会計・経理、受注・発注・在庫の順で多い。（その他を除く）
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　本節では、開発したシステムの特性を表す事項を示すものとして、以下のプロファイルを掲載する。これら
の特性は、収集データを分析する場合に層別・分類項目とするために収集した。
（1） システム種別
（2） 業務パッケージの利用有無
（3） 処理形態
（4） アーキテクチャ
（5） 開発対象プラットフォーム
（6） Web 技術の利用
（7） 開発言語
（8） DBMS の利用

4.4　システム特性

開発したソフトの種類で見ると、アプリケーション
ソフトが 9割以上を占める。業務システムの構築
がほとんどであることを示している。

図表 4-4-1●システム種別

N=1,417
※集計対象データ：301_ システム種別（未回答：2件）

図表 4-4-2 ●業務パッケージの利用有無
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システムを開発するために業務パッケージを利用している
場合が2割で、残りの8割は利用していない。

N=995
※集計対象データ：302_業務パッケージ_利用有無（未
回答：424 件）
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4. 主な収集データ

�� 4-4-4�������� N=1,321 
�������������������������������������� 7���
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�������� � � ��� ��� � ���� � ����

���������� 187 14.2% 2� � �
���������� 121 9.2% 1� � �
���������������� 343 26.0% 10� 1�
���������������� 233 17.6% 5� 1�
������������������ 393 29.8% 18� � �
������ 44 3.3% 5� 2�
��� 1,321 100.0% 41� 4�

�� 4-4-3����� N=402 
���������7�����������
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� �� ��� ��� ��� ��� ��� ���

�������

������

�����������������

�����

��

����

����

����� � ���� ��� � ����

�������� 41 10.2% 13�
������� 292 72.6% 19�
������������������ 62 15.4% 7�
������ 7 1.7% � �

��� 402 100.0% 39�

システムの処理形態は、ユーザの入力ごとに出力を返す対話処理が7割強。トランザクション制御が必要なもの（15.4%）
やバッチ処理（10.2%）を大幅に上回る。

N=402
※集計対象データ：307_ 処理形態 _1、307_ 処理形態 _2 　（未回答：1,017 件）

システムのアーキテクチャは、イントラネット/インターネットが3割弱で最も多い。2階層クライアント/サーバ（26.0%）、
3階層クライアント/サーバ（17.6%）が続く。

N=1,321
※集計対象データ：308_ アーキテクチャ _1、308_ アーキテクチャ _2、308_ アーキテクチャ _3　（未回答：98 件）

図表 4-4-4 ●アーキテクチャ

図表 4-4-3 ●処理形態

�� 4-4-3����� N=402 
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������� 292 72.6% 19�
������������������ 62 15.4% 7�
������ 7 1.7% � �

��� 402 100.0% 39�
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�� 4-4-5������������� N=1,149 
� 1������Windows����� a����� 5����Unix��������� Solar
HP-UX�AIX�Linux�� 3�����������������������������
������ 3������������� 2���� 3������� 300�������
������������������������������������������
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������������� � ���� ��� � ���� � ����

����������������� �� 28 2.4% 62� 5�
������������������� �� 566 49.3% 98� 7�
���������������������� 46 4.0% 21� 1�
�������� 92 8.0% 33� 1�
�������� 18 1.6% 7� 1�
������ 21 1.8% 9� 3�
���������� 131 11.4% 47� 5�
��������������� 10 0.9% 6� 1�
�������������� 3 0.3% 1� � �
����� ������ 4 0.3% 1� � �
�������� 21 1.8% 2� � �
����� ���� �� 41 3.6% 13� � �
������ 50 4.4% � � 1�
������ 7 0.6% � � � �

������� 1 0.1% � � � �

������� 11 1.0% 2� � �
����� ��� 99 8.6% 24� 12�
��� 1,149 100.0% 326� 37�

N=1,149
※集計対象データ：309_ 開発対象プラットフォーム _1、309_ 開発対象プラットフォーム _2、309_ 開発対象プラットフォーム _3
（未回答：270 件）

開発対象プラットフォームは、第1回答比で見ると、Windows 系（選択肢 a～ c）が 5割強で、Unix 系（選択肢 d～ n
のSolaris、HP-UX、AIX、Linux）が約3割である。第2・第3回答が 300件以上あることから、アーキテクチャで件数
の多いイントラネット/インターネット及びクライアント/サーバでは、異なるプラットフォームを組み合わせたシステム
構成になっていると想定される。

図表 4-4-5 ●開発対象プラットフォーム



ソフトウェア開発データ白書 2006 ● 29

4. 主な収集データ

Web 技術の利用については、「利用していない」が過半数を占めている。利用している場合では、JavaScript（9.1%）、
HTML（7.4%）、ASP（6.1%）の順で多い。

�� 4-4-6�Web����� N=770 
Web ���������������������������������Java Scrip
HTML�ASP����
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����

����

����

��� ������ � ���� ��� � ���� � ����

������� 57 7.4% 18� 2�
������ 8 1.0% 8� � �
�������������� 70 9.1% 32� 7�
������ 47 6.1% 5� 1�
������ 24 3.1% 12� 11�
������� 17 2.2% 13� 2�
��������� 13 1.7% 7� 6�
������ 19 2.5% 7� 2�
��������� 3 0.4% 3� 5�
����������� 3 0.4% 1� � �
����������� 25 3.2% 2� 3�
������������ 20 2.6% 3� 4�
������������� 3 0.4% � � � �

������������� 2 0.3% � � 1�
������ 55 7.1% 13� 6�
����� 404 52.5% � � � �

��� 770 100.0% 124� 50�

N=770
※集計対象データ：310_Web 技術の利用 _1、310_Web 技術の利用 _2、310_Web 技術の利用 _3　（未回答：649 件）

図表 4-4-6 ●Web 技術の利用
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����������������
����������
��������
������
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������������������
������
������

�������������
��������
������
�����

�������

��

����

����

����

����

����� � ���� ��� � ���� � ���� � ����
�������� 1 0.1% � � � � � �
�������� 267 21.2% 39 4� � �
������� 6 0.5% 1 � � � �
�������� 16 1.3% 11 6� � �
������ 55 4.4% 12 6� � �
������������� 59 4.7% 27 5� � �
���� 173 13.7% 69 13� � �
����� 238 18.9% 96 24� 1

�������������� 11 0.9% 7 2� � �
��������������� 7 0.6% 8 7� � �
���������������� 17 1.4% 1 � � � �
����������� 0 0.0% 2 � � � �
��������� 32 2.5% 52 17� � �
������� 13 1.0% � � � � � �
����� 17 1.4% 4 1� � �
������������������� 17 1.4% 5 � � � �
������� 194 15.4% 57 27� � �
������� 7 0.6% 3 6� � �
�������� ������ 2 0.2% 10 6� � �
��������� 4 0.3% 10 3� � �
������� 11 0.9% 43 7� � �
������ 3 0.2% 6 5� � �
�������� 109 8.7% 97 50� 2
��� 1,259 100.0% 560 189� 3

N=1,259
※集計対象データ：312_ 主開発言語 _1、312_ 主開発言語 _2、312_ 主開発言語 _3、312_ 主開発言語 _4　（未回答：160 件）

図表 4-4-7 ●開発言語

開発に用いた言語は、COBOLが 2割強で最も多い。続いて、VB（18.9％）、Java（15.4％）、C（13.7％）の順で多い。
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4. 主な収集データ

�� 4-4-8�DBMS��� N=968 
Oracle�� 5�����

�������

� ��� ��� ��� ��� ���

��������

������������

������������

�������

��������

����������

������

�����

��������

�������

�����

�������

����

��

����

����

����

�������� � ���� ��� � ���� � ����

��������� 469 48.5% 2� 2�
������������� 79 8.2% 5� 1�
������������� 8 0.8% 1� � �
�������� 3 0.3% � � � �

��������� 8 0.8% � � � �

����������� 1 0.1% 1� � �
������� 6 0.6% 1� � �
������ 34 3.5% 13� � �
��������� 15 1.5% 6� � �
�������� 39 4.0% 1� � �
������ 41 4.2% � � � �

����� ��� 133 13.7% 9� 1�
����� 132 13.6% 1� 1�
��� 968 100.0% 40� 5�

DBMSの利用状況については、9割弱が何らかの製品を利用。製品のなかでは、回答者の最多はOracleである。

N=968
※集計対象データ：313_DBMS の利用 _1、313_DBMS の利用 _2、313_DBMS の利用 _3　（未回答：451 件）

図表 4-4-8 ● DBMSの利用
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　本節では、開発プロジェクトにおける開発作業の進め方に関する事項として、以下のプロファイルを掲載する。
（1） 開発ライフサイクルモデル
（2） 類似プロジェクトの参照の有無
（3） 開発方法論の利用
（4） 開発フレームワークの利用
（5） ツールの利用有無

�� 4-5-4���������

��������

������
���������
�����

������
����������

���������
�����

�������
�����
�������
�����

������
������
����������
����

開発方法論を利用した開発が、9割弱を占める。開発方法
論のなかでは、構造化分析が4割弱で最も多く、次いでオ
ブジェクト指向分析設計（10.9%）、データ中心アプローチ
（5.6%）の順になっている。

図表 4-5-3 ●開発方法論の利用

N=304
※集計対象データ：412_ 開発方法論の利用（未回答：1,115 件）

�� 4-5-5�������������

������������

���������
�����

���������
�����

図表 4-5-4 ●開発フレームワークの利用

開発フレームワークを利用したプロジェクトは、2割強。
大半が開発フレームワークを利用していない。

N=126
※集計対象データ：422_ 開発フレームワークの利用（未回答：
1,293 件）

4.5　開発の進め方

開発のライフサイクルモデルは、ウォーターフォール型
が9割強を占める。反復型は少ない。

図表 4-5-1●開発ライフサイクルモデル

N=1,325
※集計対象データ：401_ 開発ライフサイクルモデル
（未回答：94 件）

図表 4-5-2 ●類似プロジェクトの参照の有無

�� 4-5-2���������������

��������������

���������
�����

���������
�����

開発に際して自社内の類似プロジェクトを参照したもの
は、6割強である。

N=142
※集計対象データ：403_ 類似プロジェクトの参照の有無
（未回答：1,277 件）
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4. 主な収集データ
�� 4-5-3���������
�������������������������������������������

��� 4�������������������������CASE�����������
������ 2������

��������

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

����

�� ��� ��� ��� ��� ����

�����������

�������

�������

�����������

�����������

�������

���������

���� ����

�������� ����� ����� �� ����

������������������� ��� ��� ��� ������

��������������� ��� ��� ��� ������

��������������� �� ��� ��� ������

������������������� ��� ��� ��� ������

������������������� ��� ��� ��� ����

�������� ������� �� ��� ��� ������

����������������� �� ��� ��� ������

開発に利用したツールとしては、構成管理ツール、ドキュメント作成ツール、デバッグ・テストツール、プロジェクト管理ツー
ルと4割前後でほぼ並ぶ。一方、設計支援ツールとコードジェネレータは2割弱で低い。CASEツールは1割弱にとどまる。

図表 4-5-5 ●ツールの利用有無
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　本節では、ユーザ要求の内容や難易度、ならびにユーザ担当者のプロジェクトへの関与に関する事項として、
以下のプロファイルを掲載する。
（1） ユーザ要求と関与
（2） 要求レベル

4.6　ユーザ要求管理

要求仕様の明確さについては、「かなり明確」が5割強を占める。その一方で、「非常にあいまい」と「ややあいまい」を
合わせると4割弱になる。要求仕様を作成する際のユーザの関与度合いでは、「関与が不十分」が3割強で最も多く、「未
関与」と合わせると4割弱に上る。受け入れ試験での関与度合いは、「概ね関与」が5割弱、「十分関与」と合わせると7
割だが、「全く関与しない」も2割あり、少なくない。ただ、ユーザ担当者のシステム経験度、設計理解度、役割分担・責
任所在の明確度においては、全般的に高い評価となっている。

�� 4-6-1���������
� 4 ������������������������������������������
������ 4 �������������������������������������
�������������������������������������������� 7
�����

��������������������������������������������

�����������(a�� b)�� 7������
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�

�
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� �� ��� � � � � � � � � � � � � ��� �� � �

�������� �� �� �� �� �� ���

������������� �� ��� ��� ��� ���� ���

������������������ ��� ��� ��� ��� ���� ���

������������������ �� ��� �� ��� ���� �����

���������������������� �� �� �� �� ��� �����

�������������������� �� �� � �� ���� �����

�������������������� �� ��� �� ��� ���� �����

※ 選択肢 a、b、c、dの内容
【501_ 要求仕様の明確さ】a：非常に明確、b：かなり明確、c：ややあいまい、d：非常にあいまい
【502_ ユーザ担当者の要求仕様関与】a：十分に関与、b：概ね関与、c：関与が不十分、d：未関与
【503_ ユーザ担当者のシステム経験】a：十分に経験、b：概ね経験、c：経験が不十分、d：未経験
【505_ ユーザとの役割分担・責任所在の明確さ】a：非常に明確、b：概ね明確、c：やや不明確、d：不明確
【507_ ユーザ担当者の設計内容の理解度】a：十分に理解、b：概ね理解、c：理解が不十分、d：全く理解していない
【509_ ユーザ担当者の受け入れ試験関与】a：十分に関与、b：概ね関与、c：関与が不十分、d：全く関与していない

図表 4-6-1●ユーザ要求と関与
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4. 主な収集データ

システムに対して高い要求を求められる内容は、使用性、信頼性、保守性、性能・効率性となっている。これらは4～ 5
割前後において高いレベルを要求されている。また、信頼性については、1割強のプロジェクトで「極めて高い」レベルを
要求している。移植性やランニングコストへの要求は比較的低い。

�� 4-6-2������
�������������������������������������������
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���

���

������

���

���

����������

������

����

����

����

����

��������
����

���
���� ���� ���� �� ���

��������������� �� ��� ��� �� ���� ���
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��������������� �� �� �� �� ���� �����

���������������������� � �� �� �� ���� �����

������������������ �� �� ��� �� ���� �����

図表 4-6-2 ●要求レベル
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　本節では、開発プロジェクトに携わる要員スキルに関する事項として、以下のプロファイルを掲載する。
（1） PM（プロジェクトマネージャ）スキル
（2） 要員スキル
（3） テストの体制とスキル

4.7　要員等のスキル

PMスキルは、「レベル4」が 5割を占める。ただ、「レベ
ル5」、「レベル6又は7」というレベルも少なくない。レ
ベルの定義は ITSS（ITスキル標準）バージョン1.1に基
づいて収集した。

�� 4-7-1�PM���

�����

�������
����������������

����������

�������
���������
�����

�������
��������

図表 4-7-1● PMスキル

N=407
※集計対象データ：601_PMスキル（未回答：1,012 件）

（注） 601_PMスキルの定義について
601_PMスキルは、プロジェクトマネージャ（PM）のスキルを、IT スキル標準（バージョン 1.1）の職種「プ
ロジェクトマネジメント」で評価する。レベルの達成度指標、スキル熟達度については、「ITスキル標準（バージョ
ン 1.1）プロジェクトマネジメント」（http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss）を参照のこと。次の表に、IT スキル
標準と本データ項目の選択肢の対応を示す。なお、2006 年 4月 1日に IT スキル標準 2.0 が公開されている。

�����������������������

�����������������������
�������

������������ 500 �����������
�� 10�����
������������ 50��� 500�������
������ 5�����

a:��� 6���� 7

������������ 10 ��� 50 �������
������ 1�����

b:��� 5

������������ 10��� c:��� 4
��������� 10��� d:��� 3
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4. 主な収集データ

プロジェクト要員の経験値は、「業務分野」、「分析・設計」、「言語・ツール利用」、「開発プラットフォーム」のいずれも、
5割前後が「要員の半数が十分な経験、半数がいくらかの経験」となっている。
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※ 選択肢 a、b、c、dの内容
a：全員が十分な経験、b：半数が十分な経験、残り半数はいくらかの経験、c：半数がいくらかの経験、残り半数は経験なし、
d：全員が経験なし

図表 4-7-2 ●要員スキル

テストの体制とスキルについては、「スキル、員数とも十分」
が3割。「十分」と「不足」で見れば、半数ずつといえる。
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図表 4-7-3 ●テストの体制とスキル

N=278
※集計対象データ：1010_ テスト体制（未回答：1,141 件）
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　本節では、開発したソフトウェアの規模に関する事項を掲載する。収集プロジェクトデータについての件数
および、参考としてデータ提供企業数も示す。
（1） 規模の尺度の種別（FPかコード行数か）
（2） FP 計測手法
（3） FP 計測手法の純度（オリジナル手法通りかカスタマイズしているか）
（4） FP 実績値
（5） コード行数実績値

4.8　規模

規模尺度としてFPデータで提出されたプロジェ
クトが5割強、SLOCデータが 4割強であり、と
もに多い。両方の尺度でのデータが提出されてい
るプロジェクトは約6%である。

�� 4-8-1���������� ��������������

�����������������������
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図表 4-8-1●規模の尺度の種別 （プロジェクト件数での集計）

N=1,419
※ 1 集計対象データ : 5001_FP 実績値（調整前）、実
効 SLOC 実績値（導出指標）の有無
※ 2 その他指標 : 設計書文書、DB テーブル数、画面
数等（未回答も含む）
（未回答 : 0 件）

図表 4-8-2 ●規模の尺度の種別 （企業数での集計）
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規模尺度としてFPデータでの提出企業は11社、
SLOCデータでの提出企業は14社である。8社
では両方の種類で提出している。

N=19　（単位：企業数）
※ 1 集計対象データ : 5001_FP 実績値（調整前）、実
効 SLOC 実績値（導出指標）の有無
※ 2 その他指標 : 設計書文書、DB テーブル数、画面
数等（未回答も含む）

図表 4-8-3 ● FP 計測手法 （プロジェクト件数での集計）
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�����
�����������

��������
�����������

IFPUG 法、NESMA 概算法、SPR 法が合わせ
て6割弱である。図表 4-8-4と合わせて見ると、
IFPUG法とNESMA法が多く使われていること
がわかる。

N=768
※ 1 集計対象データ :701_ 主な FP 計測手法 
※ 2 「規模の尺度の種別」において、「FP あり」もし
くは「FP・SLOC 両方あり」にのみ該当する合計 768
件が対象。
（未回答：651 件）
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4. 主な収集データ

規模尺度としてFPを使っている企業11社のうち
では、IFPUG法、NESMA法が多く使われている。
複数手法を使っている企業もある。

�� 4-8-4�FP����� ���������

���������������������

� � � � � ��

�������

�����

���������

���������

�����

図表 4-8-4 ● FP 計測手法 （企業数での集計） 

※ 1 集計対象データ :701_ 主な FP 計測手法 
※ 2 「FP 計測手法（プロジェクト件数での集計）」にお
いて、「計測手法不明」を除く 724 件が対象。また、「規
模の尺度の種別（企業数での集計）」において、「FP あ
り」もしくは「FP・SLOC 両方あり」にのみ該当する
合計 11 社が対象（複数手法を採用している企業有り）。
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768 5 391 14,545 797 1,349

図表 4-8-6 ● FP 実績値

N=768
※ 1 集計対象データ :5001_FP 実績値（調整前）
※ 2 「規模の尺度の種別」において、「FP あり」もしくは「FP・SLOC 両方あり」に該当する合計 768 件が対象。（未回答 : 651 件） 

FPによる規模では、100～ 500FPのプロジェクトが最も多い。一方で、2,000FP以上のプロジェクトも少なくない。

FP計測手法をオリジナルのまま使うか、カスタマ
イズして使うかについて、大半がオリジナル版の
まま使っている。

�� 4-8-5�FP�������

�� ����� �� ������� �������� ���

��������� ��� �

���������� � ���������

����� �� �

��������� ��� �
������

����� �� �

������� ��� ��������� � �

������� ��� ��������� �� �

��������� � �
������

���������� ��� �

��� ��� ���

図表 4-8-5 ● FP 計測手法の純度
N=724
※ 1 集計対象データ : 10124_FP 実績値の計測手法の
純度 
※ 2 「FP 計測手法（プロジェクト件数での集計）」に
おいて、「計測手法不明」を除く724件が対象。また、「規
模の尺度の種別（企業数での集計）」において、「FPあり」
もしくは「FP・SLOC 両方あり」にのみ該当する合計
11社が対象（複数手法を採用している企業有り）。
（未回答：695 件）

�� ��� ��� ��� ��� �����

768 5 391 14,545 797 1,349
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SLOCによる規模は、中央値が55KSLOC。100KSLOC以下のプロジェクトが6割強である。
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618� 1.0� 55.0 6,895.1 210.6 540.2�

N=618
※ 1 集計対象データ : 実効 SLOC 実績値（導出指標） 
※ 2 実効 SLOC 実績値：コメント行、空行を除外した SLOC 実績値
※ 3 「規模の尺度の種別」において、「SLOC のみ計測」もしくは「FP・SLOC 両方計測」に該当する合計 618 件が対象
（未回答：801 件）

図表 4-8-7 ● SLOC実績値

以下に SLOC 実績値の軸を拡大したものを示す。

�� 4-8-7�SLOC��� N=618 
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4. 主な収集データ

　本節では、開発プロジェクトの工期に関する事項として、以下のプロファイルを掲載する。
（1） プロジェクト全体の月数計画値
（2） プロジェクト全体の月数実績値
（3） 開発 5工程の月数計画値
（4） 開発 5工程の月数実績値

4.9　工期

図表 4-9-1●プロジェクト全体の月数計画値

プロジェクト全体の工期の計画値は、中央値が8ヶ月。ほとんどのプロジェクトは計画値が1年以内である。
（注意）計画データが提出されたプロジェクトの件数は、実績データあり（図表4-9-2）のプロジェクトの件数の4割と少ないた
め、図表4-9-2との単純比較はできない。
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540� 0.7� 8.0 44.6 9.2 5.7�

N=540
※ 1 集計対象データ : 計画
月数（プロジェクト全体）
※ 2 計画月数（プロジェ
クト全体）:5140_ プ ロ
ジェクト全体工期（計画）
を使用。ただし、5140_
プロジェクト全体工期
（計画）がない場合は、
10126_ 月数（計画）_ プ
ロジェクト全体（各社提
出値）を使用。
（未回答：879 件）

プロジェクト全体の工期の実績値は、中央値が6.1ヶ月。1年以内のプロジェクトが多い。
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1,314� 0.5� 6.1 45.7 7.9 5.6�

N=1,314
※ 1 集計対象データ : 実績
月数（プロジェクト全体）
※ 2 実績月数（プロジェ
クト全体）:5167_ プ ロ
ジェクト全体工期（実績）
を使用。ただし、5167_
プロジェクト全体工期
（実績）がない場合は、
10128_ 月数（実績）_ プ
ロジェクト全体（各社提
出値）を使用。
（未回答：105 件）

図表 4-9-2 ●プロジェクト全体の月数実績値

�� ��� ��� ��� ��� �����

540� 0.7� 8.0 44.6 9.2 5.7�

�� ��� ��� ��� ��� �����

1,314� 0.5� 6.1 45.7 7.9 5.6�
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図表 4-9-3 ●開発 5工程の月数計画値

基本設計から総合テスト（ベンダ確認）までの5工程の計画値は、中央値が5.5ヶ月。ほとんどのプロジェクトは計画値
が1年以内である。
（注意）計画データが提出されたプロジェクトの件数は、実績データあり（図表4-9-4）のプロジェクトの件数の45%と少
ないため、図表4-9-4との単純比較はできない。
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148� 0.6� 5.5 30.4 6.7 4.5�

N=148
※ 1集計対象データ : 計画
月数（開発 5工程） （導出
指標）
※ 2 計画月数（開発 5 工
程）: 総合テスト（ベンダ
確認）終了日（計画）─
基本設計開始日（計画） 
※ 3 開発 5 工程プロジェ
クト 960 件を対象とする。 
※ 4 開発 5 工程プロジェ
クト : 基本設計 ~ 総合テ
スト（ベンダ確認）の 5
工程が全て計測されてい
る（○ or ⇒）プロジェクト
（未回答：812 件）

基本設計から総合テストまでの5工程の実績値は、中央値が6.1ヶ月である。ほとんどのプロジェクトの5工程の実績工
期は1年以内である。
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330� 0.6� 6.1 30.4 7.4 4.6�

N=330
※ 1集計対象データ : 実績
月数（開発 5工程） （導出
指標）
※ 2 実績月数（開発 5 工
程）: 総合テスト（ベンダ
確認）終了日（実績）─
基本設計開始日（実績）
※ 3 開発 5 工程プロジェ
クト 960 件を対象とする。
※ 4 開発 5 工程プロジェ
クト : 基本設計 ~ 総合テ
スト（ベンダ確認）の 5
工程が全て計測されてい
る（○ or ⇒）プロジェクト
（未回答：630 件）

図表 4-9-4 ●開発 5工程の月数実績値

�� ��� ��� ��� ��� �����

148� 0.6� 5.5 30.4 6.7 4.5�

�� ��� ��� ��� ��� �����

330� 0.6� 6.1 30.4 7.4 4.6�
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4. 主な収集データ

　本節では、開発プロジェクトの工数に関する事項として、以下のプロファイルを掲載する。先ず人時換算し
たプロファイルを（1）～（3）に掲載し、その後に人月換算したプロファイルを（4）～（6）に掲載する。なお、
月あたりの作業時間は企業により異なる。
（1） プロジェクト全体の工数の計画値 （人時換算）
（2） プロジェクト全体の工数の実績値 （人時換算）
（3） 開発 5工程の工数の実績値 （人時換算）
（4） プロジェクト全体の工数の計画値 （人月換算）
（5） プロジェクト全体の工数の実績値 （人月換算）
（6） 開発 5工程の工数の実績値 （人月換算）
（7） 工数の単位（人時か人月か）
（8） 人月と人時の換算係数の提出値

4.10　工数
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N=227
※集計対象データ：11015_ プロジェクト開発工数計画値（基本設計開始時点）の人時換算値　（未回答：1,192 件）

図表 4-10-1●プロジェクト全体の工数の計画値（基本設計開始時点）（人時換算）

計画工数の軸を拡大したものを示す。

工数の計画値は、中央値が9,075人時。20,000人時以下が7割。※工数の計画値は2005年度から収集を開始した。
（注意）計画データが提出されたプロジェクトの件数は、実績データあり（図表4-10-2）のプロジェクトの件数の16%と
少ないため、図表4-10-2との単純比較はできない。
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227� 62� 9,075 613,800 28,637 63,204�

計画工数（プロジェクト全体）（基本設計開始時点）（単位人時、全体、5,000人時刻み）

計画工数（プロジェクト全体）（基本設計開始時点）（単位人時、20,000人時以下、1,000人時刻み）N＝163
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1,403� 42� 4,725 859,481 18,314 47,271�

N=1,403
※集計対象データ：C10050_ 実績工数（総計人時）_プロジェクト全体　（未回答：16 件）

図表 4-10-2 ●プロジェクト全体の工数の実績値（人時換算）
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実績工数の軸を拡大したものを示す。

工数の実績値は、中央値が4,725人時。5,000人時以下で実施されたプロジェクトが半数を超える。
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938� 62� 6,920 812,668 23,892 55,027�

N=938
※ 1集計対象データ：開発 5工程の実績工数（人時換算）（導出指標）
※ 2開発 5工程の実績工数（人時換算）：開発 5工程、及び工程配分不可の社内・社外工数合計の人時換算値
※ 3開発 5工程プロジェクト 960 件を対象とする。
※ 4開発 5工程プロジェクト：基本設計～総合テスト（ベンダ確認）の 5工程が全て計測されている（○ or ⇒）プロジェクト
（未回答：22 件）

図表 4-10-3 ●開発 5工程の工数の実績値（人時換算）
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以下に実績工数の軸を拡大したものを示す。
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基本設計から総合テスト（ベンダ確認）までの5工程の実績値は、中央値が6,920人時。5,000人時以下で実施されたプ
ロジェクトが4割である。20,000人時以下のプロジェクト数は7割を超える。
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工数の計画値（人月換算）は、中央値が55.1人月。50人月以下で計画されたプロジェクトが約半数である。
※工数の計画値は2005年度から収集を開始した。

N=227
※集計対象データ：11015_ プロジェクト開発工数計画値（基本設計開始時点）の人月換算値　（未回答：1,192 件）

図表 4-10-4 ●プロジェクト全体の工数の計画値（基本設計開始時点）（人月換算）

以下に計画工数の軸を拡大したものを示す。
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計画工数（プロジェクト全体）（基本設計開始時点）
（単位人月、150人月以下、10人月刻み）N＝172
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プロジェクトの総工数の実績値は中央値が約30人月である。

N=1,403
※集計対象データ：C10050_ 実績工数（総計人時）_プロジェクト全体　（未回答：16 件）

図表 4-10-5 ●プロジェクト全体の工数の実績値（人月換算）

以下に実績工数の軸を拡大したものを示す。
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938� 0.38� 43.06 4,925.26 144.41 328.86�

開発の5工程の実績工数（人月換算）は中央値が43人月である。

N=938
※ 1集計対象データ：開発 5工程の実績工数（人月換算） （導出指標）
※ 2開発 5工程の実績工数（人月換算）：開発 5工程、及び工程配分不可の社内・社外工数合計の人月換算値。
　　工数単位が人月の場合は提出された換算係数を使用し、工数単位が人時の場合は、換算係数の中央値 165 を使用。
※ 3開発 5工程プロジェクト 960 件を対象とする。
※ 4開発 5工程プロジェクト：基本設計～総合テスト（ベンダ確認）の 5工程が全て計測されている（○ or ⇒）プロジェクト
（未回答：22 件）

図表 4-10-6 ●開発 5工程の工数の実績値（人月換算）

以下に実績工数の軸を拡大したものを示す。
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図表 4-10-7 ●工数の単位

工数の測定単位は、人月が6割強である。

�� 4-10-7������
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N=1,419
※集計対象データ：901_ 工数単位　（未回答：0件）

図表 4-10-8 ●人月－人時換算係数

工数データを人月単位で提出されたプロジェクトで、人時への換算値として報告された情報の統計である。中央値は1人
月あたり165人時である。
（注意）工数データを人時単位で提出されたプロジェクトについての人月への換算値は収集していないため、この図表での
統計情報は、正確には工数データの全体像というわけではないが、参考として掲載している。

N=903
※集計対象データ：902_ 人時換算係数 _人時／人月
　901_ 工数の単位が「b：人月」のプロジェクト 903 件を対象に集計。　（未回答：0件）

�� ��� ��� �����

903� 165.0� 160.7 15.0
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　本節では、プロジェクトの開発体制に関する事項として、以下のプロファイルを掲載する。
（1） 月あたりの要員数
（2） 外部委託工数比率
（3） 外部委託金額比率
（4） 外部委託先情報
（5） 新規協力会社か否か

図表 4-11-1●月あたりの要員数

開発5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））における社内及び外部委託の要員数の中央値は、月あたり約7人である。

N=327
※ 1 集計対象データ：月あたりの要員数（導出指標）
※ 2  月あたりの要員数（導出指標）＝ 実績工数（開発 5工程）÷実績月数（開発 5工程）÷人時換算係数。人時換算係数は、901_

工数の単位が「b：人月」ならば 902_ 人時換算係数 _人時／人月を使用し、「a：人時」ならば図表 4-10-8 の中央値 165.0 を使
用した。

※ 3開発 5工程のそろった 960 件を対象とした。
（未回答：633 件）

�� ��� ��� ��� ��� �����

327� 0.3� 7.1 152.6 12.9 18.4�

4.11　体制
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4. 主な収集データ

�� 4-11-2��������� N=548 
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548� 0.0%� 72.8% 100.0% 61.3% 32.6%�

図表 4-11-2 ●外部委託工数比率

N=548
※ 1 集計対象データ：外部委託工数比率（導出指標）
※ 2 外部委託工数比率（導出指標）：基本設計～総合テスト（ベンダ確認）に対する、外部委託実績工数合計÷総実績工数。
※ 3 外部委託工数を明示的に “0” で回答しているものは “0%” として分布に加味。
（未回答：871 件）

外部委託への工数でみた比率は、70%以上のプロジェクトが5割超である。一方、全て社内開発のプロジェクトが1割以
上ある。
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229� 0.0%� 73.0% 100.0% 62.0% 29.7%�

図表 4-11-3 ●外部委託金額比率

N=229
※ 1 集計対象データ：5204_ 外注実績（金額比率）
※ 2 明示的に 5204 を “0” で回答しているものは “0%” として分布に加味。
（未回答：1,190 件）

外部委託の金額比率は工数比率のデータと似通った分布となっている。

�� ��� ��� ��� ��� �����

229� 0.0%� 73.0% 100.0% 62.0% 29.7%�
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協力会社が初めての委託先か2回以上の委託先かに
ついては、9割強が 2回以上の委託先である。

�� 4-11-5����������

���������

������
������
��������

�������
�����
�������
�����

図表 4-11-5 ●新規協力会社か否か

N=256
※集計対象データ：110_ 新規協力会社か否か
（未回答：1,163 件）
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外部委託先は、4割強が日本企業（グループ外 /系
列外）であり、4割弱が（グループ内/系列）である。
すなわち、8割強が国内企業である。

図表 4-11-4 ●外部委託先情報

N=186
※集計対象データ：118_ 外部委託先情報 _1
（未回答：1,233 件）
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4. 主な収集データ

�� 4-12-1��������� N=468 
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468� 0� 3.0 1,262 23.3 89.1�

　本節では、開発したソフトウェアの信頼性に関する事項として、以下のプロファイルを掲載する。
（1） 稼動後の不具合数
（2） 稼動後の不具合数（現象数）
（3） 稼動後の不具合数（原因数）
（4） 品質保証の体制
（5） 品質基準、レビューの有無
　なお、稼動後の不具合数とは、稼動後 1ヶ月、3ヶ月、6ヶ月の間に発生した不具合数の最大値である。図
表 4-12-1 は、図表 4-12-2（現象数）および図表 4-12-3（原因数）をまとめた分布である。その際、現象数
と原因数の両データがある場合は、図表 4-12-3（原因数）を優先した。

図表 4-12-1●稼動後の不具合数

N=468
※集計対象データ：以下のデータの最大値。ただし、現象数、原因数ともにある場合は原因数を優先。
　5267_ 発生不具合現象数（合計）_1 ヶ月、5268_ 発生不具合現象数（合計）_3 ヶ月、5269_ 発生不具合現象数（合計）_6 ヶ月
　10112_ 発生不具合原因数（合計）_1ヶ月、10113_ 発生不具合原因数（合計）_3ヶ月、10114_ 発生不具合原因数（合計）_6ヶ月
（未回答：951 件）

�� ��� ��� ��� ��� �����

468� 0� 3.0 1,262 23.3 89.1�

4.12　信頼性

システム稼動後の不具合数は、ほとんどのプロジェクトが5件以下。10件以下のプロジェクトが7割強を占める。一方、
71件以上のプロジェクトも1割弱ある。
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�� 4-12-3���������(���) N=140 
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�� ��� ��� ��� ��� �����

140� 0� 1.0 285 17.2 50.1�

システム稼動後に発生した不具合数（現象数）は、ほとんどのプロジェクトが5件以下。10件以下のプロジェクトが7割
強を占める。一方、71件以上のプロジェクトも1割弱ある。

N=374
※集計対象データ：以下のデータの最大値。
　5267_ 発生不具合現象数（合計）_1 ヶ月、5268_ 発生不具合現象数（合計）_3 ヶ月、5269_ 発生不具合現象数（合計）_6 ヶ月
（未回答：1,045 件）

図表 4-12-2 ●稼動後の不具合数（現象数）

システムの稼動後に発生した不具合数（原因数）は、ほとんどのプロジェクトが5件以下であり、10件以下のプロジェク
トが8割を占める。現象数よりもばらつきが少ない。

N=140
※集計対象データ：以下のデータの最大値。
　10112_ 発生不具合原因数（合計）_1ヶ月、10113_ 発生不具合原因数（合計）_3ヶ月、10114_ 発生不具合原因数（合計）_6ヶ月
（未回答：1,279 件）

図表 4-12-3 ●稼動後の不具合数（原因数）

�� ��� ��� ��� ��� �����

374� 0� 3.0 1,262 23.3 95.2�
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4. 主な収集データ

図表 4-12-5 ●品質基準、レビューの有無

収集件数が少ないが、出荷品質基準「有り」や
第三者レビュー「有り」が9割を超える。
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図表 4-12-4 ●品質保証の体制

プロジェクトメンバが実施しているものが7割強、専門スタッ
フが実施しているものが2割強である。

N=240
※集計対象データ :5241_ 品質保証体制
（未回答 :1,179 件）
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　本節では、実施工程の組み合わせパターンの結果を示す。
　実施工程の組み合わせパターンとは、開発プロジェクトにおける実施工程の有無が同じものをグルーピング
したパターンである。

図表 4-13-1●実施工程の組み合わせパターン

収集したデータは、基本設計～総合テスト（ベンダ確認）までの工程の作業を含むものが2/3である。
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� ������ �� �� �� �� �� �� �� �� 192
� ������ �� �� �� �� �� �� �� �� 768

�� �� �� �� �� �� �� �� 105
�� �� �� �� �� �� �� �� 11
�� �� �� �� �� �� �� �� 7
�� �� �� �� �� �� �� �� 49

��������

�� �� �� �� �� �� �� �� 14
���������

��
�� �� �� �� �� �� �� �� 28

����������

������
�� �� �� �� �� �� �� �� 5

����������

���������
�� �� �� �� �� �� �� �� 1

�������� �� �� �� �� �� �� �� �� 16
�������� �� �� �� �� �� �� �� �� 7
���� � � � � � � � � 216
��� � � � � � � � � 1,419

N=1,419
※集計対象データ：
　5106_ フェーズ有無 _システム化計画、5107_ フェーズ有無 _要件定義
　5108_ フェーズ有無 _基本設計、5109_ フェーズ有無 _詳細設計
　5110_ フェーズ有無 _製作、5111_ フェーズ有無 _結合テスト
　5112_ フェーズ有無 _総合テスト（ベンダ確認）、5113_ フェーズ有無 _総合テスト（ユーザ確認）
（未回答：0件）

4.13　実施工程の組み合わせパターン

[ 凡例 ] ○：工程が含まれている （回答内容が “○” もしくは “⇒”）
 △：工程が含まれている可能性がある （回答内容が “○”、“⇒ “、未記入のいずれか）
 ×：工程は含まれていない  （回答内容が “×”）
 ＊：工程の有無は問わない  （回答内容が “○”、“⇒”、“×”、未記入のいずれか）
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4. 主な収集データ

　本節では、開発プロジェクトの成否に関するベンダの自己評価の結果として、以下のプロファイルを掲載する。
　計画の評価及び実績の評価は、本年度新たに定義を追加し収集したもので、QCDの３つの観点についての
評価を段階的に表している。
（1） 計画の評価
（2） 実績の評価
（3） プロジェクト成否の自己評価
（4） 顧客満足度に対する提供側の評価

4.14　プロジェクト成否

図表 4-14-1●計画の評価（QCD）
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※ 選択肢 a、b、cの内容
【120_ 計画の評価（コスト）】 a：コスト算定の根拠
が明確で実行可能性を検討済み、b：コスト算定の
根拠が不明確、または実行可能性を未検討、c：計
画なし
【121_ 計画の評価（品質）】 a：品質目標が明確で実
行可能性を検討済み、b：品質目標が不明確、また
は実行可能性を未検討、c：計画なし
【122_ 計画の評価（工期）】 a：工期計画の根拠が明
確で実行可能性を検討済み、b：工期計画の根拠が
不明確、または実行可能性を未検討、c：計画なし

記入のあるデータのうち、コスト、工期、品質
計画については8～ 9割のプロジェクトが、計
画での根拠と実行可能性を検討済みであるとし
ている。

�������� �� �� �� �� ����

��������������� ���� �� � ��� �����

�������������� ���� �� �� ��� �����

�������������� ���� �� � ��� �����

�� 4-14-2�������QCD�

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

����
����

����

�����

����

����

����

����

����

�� ��� ��� ��� ��� ����

�������

������

������

� � � � �

��������� �� �� �� �� �� �� ���

�������������� ��� ���� �� � �� ��� ���

������������� ��� ���� �� � �� ��� �����

������������� �� ���� �� �� �� ��� ���

図表 4-14-2 ●実績の評価（QCD）

コストと工期は、ほぼ計画以内（aとb）が約8割。
品質は、ほぼ計画以内（aとb）が約7割。

※ 選択肢 a、b、c、d、eの内容
【123_ 実績の評価（コスト）】 a：計画より 10%以上
少ないコストで達成、b：計画通り（± 10%未満）、c：
計画の 30%以内の超過、d：計画の 50%以内の超過、
e：計画の 50%を超える超過
【124_ 実績の評価（品質）】 稼動後不具合数が、a：
計画値より 20% 以上少ない、b：計画値以下、c：
計画値の 50%以内の超過、d：計画値の 100% 以内
の超過、e：計画値の 100%を超える超過
【125_ 実績の評価（工期）】 a：納期より前倒し、b：
納期通り、c：納期を 10 日未満遅延、d：納期を 30
日未満遅延、e：納期を 30 日以上遅延
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プロジェクト成否の自己評価は、「QCD（品質、コスト、
納期）が全て成功」とするプロジェクトが6割、「QCD
のうち2つは成功」が3割弱である。

�� 4-14-3��������������

����������������

��������
������
���������

�������
������
�����������

��������
��������
����

�������
�������
�����

図表 4-14-3 ●プロジェクト成否の自己評価

N=135
※集計対象データ :116_ プロジェクト成否 _自己評価
（未回答 :1,284 件）

顧客満足度に対するベンダの主観的な評価は、「概
ね満足している」が 6割強、「十分に満足している」
が2割強である。

�� 4-14-4�������������������
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図表 4-14-4 ●顧客満足度に対するベンダ側の主観評価

N=180
※集計対象データ：117_ 顧客満足度に対する主観評価
（未回答：1,239 件）
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5. プロジェクトの主要要素の統計

収集データの全体を俯瞰するため、規模、工期、工数、月あたりの要員数について、プロジェクト種別、プ
ロジェクト形態、アーキテクチャ、業種、業務別にその件数と分布をまとめる。

5.1.1　対象のデータ
◆対象プロジェクト
工程が、基本設計から総合テスト（ベンダ確認）まですべて実施されているプロジェクトを対象とする。
つまり、5108_ フェーズ有無 _基本設計から 5112_ フェーズ有無 _総合テスト（ベンダ確認）がすべて対
象となっているプロジェクトであり、4章の図表 4-13-1 実施工程の組み合わせパターンの「5工程（1）及び
（2）」に相当するプロジェクトである。
◆ FP（ファンクションポイント）規模
調整前の FP（5001_FP 実績値 _調整前）の値を使用する。また、FP 計測手法は混在しており、計測手法
名が不明なものも含まれる。以降、本節において、FPの単位で表す規模を FP規模と呼ぶ。
◆ SLOC（コード行数）規模
コード行数の単位で表す規模は SLOC 規模と呼び、1,000 行の単位で表すものを KSLOC と表記する。複数
言語の場合でも、合計値である実効 SLOC 実績値（定義は付録 A.4 参照）を使用する。また、プログラミング
言語は混在しており、言語名が不明なものも含まれる。
◆工数
基本設計から総合テスト（ベンダ確認）までの 5工程についての、社内（開発、管理、その他、作業配分
不可の全て）および外部委託の実績工数を合計した工数を人時換算した値。付録 A.4 で実績工数（開発 5工程）
として掲載した。
◆工期
総合テスト（ベンダ確認）の終了日の実績値、および基本設計の開始日の実績値から計算。付録 A.4 で実績
月数（開発 5工程）として掲載した。単位は月である。
◆月あたりの要員数
実績工数（開発 5工程）、実績月数（開発 5工程）、および人月‐人時換算係数から、1ヶ月あたりの要員
数を算出した値。付録 A.4 で月あたりの要員数として掲載した導出指標である。

5.1.2　データの層別による示し方
この節では、図表 5-1-1 のように段階的に層別を行いながら、FP規模、SLOC 規模、工期、工数、月あたり
の要員数の各データについて、件数、ヒストグラムによる度数分布、および基本統計量を示す。具体的には、
次のように段階的に層別を展開していく。
（1）  最初に、全体および開発プロジェクト種別別に、対象データの件数、分布、統計量を掲載する。
（2）  次に、開発プロジェクト種別、開発プロジェクト形態、アーキテクチャによる絞り込みを行い、得られた

データセットについて、対象データの件数、分布、統計量を掲載する。絞り込みの方法は次の通りである。
　（ア）  開発プロジェクト種別について、図表 4-2-1 の「103_ 開発プロジェクト種別」の収集プロジェクト

数の多い新規開発で絞り込む。
　（イ）  開発プロジェクトの形態について、図表 4-2-2 の「105_ 開発プロジェクトの形態」の収集プロジェ

クト数の多い受託開発で絞り込む。
　（ウ）  アーキテクチャについて、図表 4-4-4 の「308_ アーキテクチャ」の収集プロジェクト数の多い上

位 3種類（c：2階層クライアント /サーバ、d：3階層クライアント /サーバ、e：イントラネット
/インターネット）で絞り込む。

（3）  さらに、業種について、図表 4-3-1 の「201_ 業種（大分類）」の収集プロジェクト数が多い上位 4業種（F：

5.1　この章でのデータの見方

5　プロジェクトの主要要素の統計
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層別の方法

件数、分布の掲載対象

①FP規模
②SLOC規模
③工数
④工期
⑤月あたりの要員数

全プロジェクト
（1419件）

開発 5工程の揃った
プロジェクト

プロジェクト
種別

プロジェクト
形態

アーキテクチャ

業種

業務

製造業、H：情報通信業、J：卸売・小売業、K：金融・保険業）に着目し、（2）で絞り込んだデータセッ
トに対して、4業種別に対象データの件数、分布、統計量を示す。

（4）  同様に、業務について、図表 4-3-2 の「202_ 業務種類」の収集プロジェクト数が多い上位 4業務（b：会
計・経理、c：営業・販売、f：管理一般、k：受注・発注・在庫）に着目し、（2）で絞り込んだデータセッ
トに対して、4業務別に対象データの件数、分布、統計量を示す。
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図表 5-1-2 ●基本統計量の表示方法

図表 5-1-1●件数、分布の掲載対象とその層別の方法

5.1.3　データの分布状況の表し方
データの分布状況は、ヒストグラムで示す。
基本統計量の表示には、件数（Nのラベルの列）、最小値、P25（25パーセンタイル）、中央値、P75（75パー
センタイル）、最大値、平均値、および標準偏差を含む。
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5. プロジェクトの主要要素の統計

図表 5-2-1●開発プロジェクト種別別
のFP 規模の件数

図表 5-2-2 ● FP 計測手法別の
FP 規模の件数

層別の方法

件数、分布の掲載対象

①FP規模
②SLOC規模
③工数
④工期
⑤月あたりの要員数

全プロジェクト
（1419件）

開発 5工程の揃った
プロジェクト

プロジェクト
種別

プロジェクト
形態

アーキテクチャ

業種

業務

5.2.1　開発プロジェクト種別別のFP規模
FP 規模が計測されているプロジェクトを対象として、開発プロジェクト種別で層別を行い、FP規模につい
てデータの分布状況及び基本統計量を図表 5-2-3 ～図表 5-2-5 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示した
グラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。

5.2　FP規模
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全体（開発5工程全揃のもの）
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これ以降、最大値（14,545FP）に至るまで、
分布に特徴なし

図表 5-2-3 ● FP 規模の分布（開発プロジェクト種別混在）

対象プロジェクト全体（417件）では、100～ 200FP のプロジェクトが16％（68件）と多く、1,000FP以下のプロジェ
クトが72％（300件）と大部分を占めている。
開発プロジェクト種別別では、「新規開発」が全体の72％（302件）を占めており、次いで「改修・保守」が全体の20％（85
件）である。この2種類で全体の92％を占めており、「再開発」、「拡張」については件数が少ない。
「新規開発」（302件）では、「全体」と同様に、100～ 200FPのプロジェクトが12％（37件）と一番多いが、3,000FP
超のプロジェクトも8％（25件）あり、小規模から大規模まで比較的広い範囲のデータが集まっている。
中央値でみると、「改修・保守」（中央値220FP）は、「新規開発」（中央値613FP）と比べて、比較的小規模なプロジェクトが多い。

図表 5-2-4 ●開発プロジェクト種別別のFP 規模の分布
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5.2.2　開発プロジェクト形態・アーキテクチャ別による層別後のFP規模
開発プロジェクト種別別、開発プロジェクト形態別、アーキテクチャ別の FP 規模の件数一覧を図表 5-2-6
に示す。また、そのうちで、件数の多い組み合わせである、「新規開発」の「受託開発」かつ「2階層 /3 階層
クライアント /サーバ 又は イントラネット /インターネット」（下表の薄黄色部分の領域に絞り込んだ計 245
件）における FP規模についてデータの分布状況及び基本統計量を図表 5-2-7 に示す。
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受託開発プロジェクト（284件）の大半86％（245件）は、「2階層または3階層クライアント/サーバ」または「イントラネッ
ト/インターネット」の開発プロジェクトであり、FP規模も小規模から大規模まで比較的広い範囲のデータが集まっている。

開発5工程全揃 ＆ 新規開発 ＆ 受託開発 ＆（C/S or イントラ/インターネット）
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これ以降、最大値（14,545FP）に至るまで、
分布に特徴なし

図表 5-2-7 ●層別後のFP 規模の分布

図表 5-2-5 ●開発プロジェクト種別別のFP 規模の基本統計量
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図表 5-2-6 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・アーキテクチャによ
る層別後のFP 規模の件数
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5. プロジェクトの主要要素の統計

5.2.3　業種別のFP規模
5.2.2 で絞り込んだデータセット（245 件）に対して、業種の大分類別に FP規模の件数を図表 5-2-8 に示す。
また、本節で着目している 4業種（製造業、情報通信業、卸売・小売業、金融・保険業）に層別して、FP 規
模についてデータの分布状況及び基本統計量を図表 5-2-9、図表 5-2-10 に示す。なお、複数系列の分布を立
体表示したグラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。
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図表 5-2-8 ●層別後の業種別 FP 規模の件数

業種別に見ると、「製造業」（55件）、「金融・保険業」（55件）のプロジェクトが多い。次いで「サービス業」（28件）、
「卸売・小売業」（26件）、「情報通信業」（24件）となっている。着目した4業種（製造業、金融・保険業、卸売・小売業、
情報通信業）が、全体（245件）の65％（160件）を占めている。
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図表 5-2-9 ●層別後の業種別 FP 規模の分布

図表 5-2-10 ●層別後の業種別 FP 規模の基本統計量
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5.2.4　業務別のFP規模
5.2.2 で絞り込んだデータセット（245 件）に対して、業務別の FP規模の件数を図表 5-2-11 に示す。また、
本節で着目している 4業務（会計・経理、営業・販売、管理一般、受注・発注・在庫）について、FP 規模の
分布状況及び基本統計量を図表 5-2-12、図表 5-2-13 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフと
その基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。
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着目した4業務（「営業・販売」、「会計・経理」、「管理一般」、「受注・発注・在庫」）が、全体（245件）の36％（88件）
を占めている。但し、「その他」及び「未回答」が40％（100件）と多い。
FP規模の中央値でみると、「会計・経理」（中央値997FP）、「営業・販売」（中央値816FP）、「発注・受注・在庫」（中
央値715FP）ともに、規模は比較的一様に分布している。

図表 5-2-11●層別後の業務別 FP 規模の件数
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図表 5-2-12 ●層別後の業務別 FP 規模の分布

図表 5-2-13 ●層別後の業務別 FP 規模の基本統計量
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5. プロジェクトの主要要素の統計

5.3.1　開発プロジェクト種別別のSLOC規模

全体および開発プロジェクト種別別の SLOC 規模の件数、分布（ヒストグラム）、基本統計量を図表 5-3-1
～図表 5-3-5 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフとその基本統計量の表において、件数順に
系列を並べ替えて示す。
ただし、この節では、SLOC 規模の数値は、開発言語の違いを考慮せずに、言語の種類が混在しているまま
の規模としている。そのため、この数値情報の SLOC 規模を参照あるいは比較する際には、言語の種類の違い
を表していないことに注意が必要である。

5.3　SLOC規模

全体（開発5工程全揃のもの）
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実効 SLOC 実績値の軸を拡大したヒス
トグラムを次ページに示す。

図表 5-3-3 ● SLOC規模の分布（開発プロジェクト種別混在）

対象プロジェクト全体（506件）では、50KSLOC以下のプロジェクトが44％（223件）である。内訳は、10KSLOC以下、
10～20KSLOC、20～30KSLOC、30～40KSLOCのプロジェクト数がほぼ等しく、それぞれ10％程度を占めている。
「新規開発」（273件）でも、50KSLOC以下のプロジェクトが38％（105件）である。内訳は、20～30KSLOCと30～
40KSLOCのプロジェクト数が最も多く、それぞれ10％程度を占めている。10KSLOC以下と10～20KSLOC、及び 40～
50KSLOCはそれぞれ7％程度を占めている。
「改修・保守」（130件）でも、50KSLOC以下のプロジェクトが40％（52件）であり、「拡張」（70件）では、50KSLOC
以下のプロジェクトが74％（52件）を占めている。
中央値でみると、「新規開発」（中央値91KSLOC）が最も大きく、次いで「改修・保守」（中央値72KSLOC）、「再開発」（中
央値58KSLOC）と続く。「拡張」（中央値24KSLOC）の規模は最も小さく、「新規開発」のプロジェクトの4分の1程度である。

図表 5-3-1●開発プロジェクト種別別
のSLOC規模の件数

図表 5-3-2 ●主開発言語別のSLOC
規模の件数
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（全体、50KSLOC 刻み）
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図表 5-3-4 ●開発プロジェクト種別別のSLOC規模の分布

全体（開発5工程全揃のもの、200KSLOC以下） N=377
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ソフトウェア開発データ白書 2006 ● 67

5. プロジェクトの主要要素の統計
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5.3.2　開発プロジェクト形態・アーキテクチャ別による層別後のSLOC規模

開発プロジェクト種別別、開発プロジェクト形態別、アーキテクチャ別の SLOC 規模の件数一覧を図表
5-3-6 に示す。また、その内の件数の多い組み合わせである、「新規開発」の「受託開発」かつ「クライアン
ト /サーバ 又は イントラネット /インターネット」（下表の薄黄色部分の領域に絞り込んだ計 185 件）につ
いての分布（ヒストグラム）と基本統計量を図表 5-3-7 に示す。

全185件のうち、50KSLOC以下のプロジェクトが35％（65件）、150KSLOC以下のプロジェクトが64％（118件）
を占めている。

開発5工程全揃 ＆新規開発 ＆受託開発 ＆ （C/S or イントラ/インターネット）
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図表 5-3-7 ●層別後のSLOC規模の分布

���������������� ������

�

��

��

��

��

���

���

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
�
��
�
�

�
��
�
�
�

�����������������

�
�

����������� � � � �

�� ��� ���� ��� ���� ��� ��� �����

���� ���� ����� ����� ������ �������� ������ ������

図表 5-3-6 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・アーキテクチャに
よる層別後のSLOC規模の件数



68●ソフトウェア開発データ白書 2006

5.3.3　業種別のSLOC規模

5.3.2で絞り込んだデータセット（185件）に対して、業種の大分類別にSLOC規模の件数を図表5-3-8に示す。
また、本節で着目している 4業種（製造業、情報通信業、卸売・小売業、金融・保険業）について、SLOC 規
模の分布（ヒストグラム）と基本統計量を図表 5-3-9、図表 5-3-10 に示す。なお、複数系列の分布を立体表
示したグラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。

図表 5-3-8 ●層別後の業種別SLOC規模の件数

「製造業」（32件）では、50KSLOC以下のプロジェクトが、50％（16件）である。
「情報通信業」（13件）では、50KSLOC以下のプロジェクトが、69％（9件）である。
「卸売・小売業」（27件）では、100KSLOC以下のプロジェクトが、48％（13件）である。50KSLOC以下と50～
100KSLOCではプロジェクト数に大きな差はみられない。
「金融・保険業」（64件）では、150KSLOC以下のプロジェクトが、63％（40件）である。50KSLOC以下、50～
100KSLOC、100～150KSLOCではプロジェクト数に大きな差はみられない。
中央値でみると、「卸売・小売業」（中央値140KSLOC）と「金融・保険業」（中央値120KSLOC）は、「製造業」（中央
値47KSLOC）、「情報通信業」（中央値35KSLOC）に比べてSLOC規模が大きい傾向にある。ただし、異なる開発言語
のSLOCの合計で規模を表しているため、単純な比較はできないことに注意されたい。
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図表 5-3-9 ●層別後の業種別SLOC規模の分布
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図表 5-3-10 ●層別後の業種別SLOC規模の基本統計量

5.3.4　業務別のSLOC規模

5.3.2 で絞り込んだデータセット（185 件）に対して、業務別の SLOC 規模の件数を図表 5-3-11 に示す。また、
本節で着目している 4業務（会計・経理、営業・販売、管理一般、受注・発注・在庫）について、SLOC 規模
の分布（ヒストグラム）と基本統計量を図表 5-3-12、図表 5-3-13 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示
したグラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。

「営業・販売」（38件）と「受注・発注・在庫」（14件）は同じような分布であり、50KSLOC以下のプロジェクトがそ
れぞれ47％（18件）、57％（8件）であり、100KSLOC以下のプロジェクトがどちらも約70％を占めている。
「管理一般」（23件）では、100KSLOC以下で48％（11件）、150KSLOC以下で70％（16件）となっている。
「会計・経理」（20件）では、200KSLOC以下のプロジェクトでも60％（12件）しかない。
中央値でみると、「会計・経理」（中央値160KSLOC）が最も大きく、次いで、「管理一般」（中央値115KSLOC）であり、

「営業・販売」（中央値50KSLOC）や「受注・発注・在庫」（中央値43KSLOC）に比べてSLOC規模が大きい傾向にある。
ただし、異なる開発言語のSLOCの合計で規模を表しているため、単純な比較はできないことに注意されたい。

図表 5-3-11●層別後の業務別SLOC規模の件数
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図表 5-3-12 ●層別後の業務別SLOC規模の分布

図表 5-3-13 ●層別後の業務別SLOC規模の基本統計量
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5.4.1　開発プロジェクト種別別の工期
全体および開発プロジェクト種別別の工期の件数、分布（ヒストグラム）、基本統計量を図表 5-4-1 ～図表
5-4-4 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を
並べ替えて示す。

5.4　工期

図表 5-4-1●開発プロジェクト種別別の工期の件数

対象プロジェクト全体（330件）では、14ヶ月以下のプロジェクトが91％（301件）と大半を占めている。1年以内（12ヶ
月以下）のプロジェクトは、85％（279件）である。
「新規開発」（197件）の場合も全体と同様の傾向であり、1年以内のプロジェクトが84％（166件）、14ヶ月以内のプ
ロジェクトが93％（183件）を占めている。
中央値でみると、開発プロジェクトの種別によらず開発工期は5～7ヶ月である。全体の中央値は、6.1ヶ月。「新規開発」

（中央値7.1ヶ月）がやや長く、逆に「改修・保守」（中央値5.0ヶ月）が短い。
開発工期3～8ヶ月の割合は、「新規開発」（197件）では51％（100件）、「改修・保守」（80件）では65％ （52件）、

「再開発」（12件）では75％（9件）、「拡張」（41件）では63％（26件）を占めている。

図表 5-4-3 ●開発プロジェクト種別別の工期の分布��������������������������
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5.4.2　開発プロジェクト形態・アーキテクチャ別による層別後の工期
開発プロジェクト種別別、開発プロジェクト形態別、アーキテクチャ別の工期の件数一覧を図表 5-4-5 に示
す。また、その内の件数の多い組み合わせである、「新規開発」の「受託開発」かつ「クライアント /サーバ 
又は イントラネット /インターネット」（下表の薄黄色部分の領域に絞り込んだ計 157 件）についての分布（ヒ
ストグラム）と基本統計量を図表 5-4-6 に示す。

全157件のうち工期1年以内（12ヶ月以下）のプロジェクトが85％（134件）であり、14ヶ月以内のプロジェクトで
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図表 5-4-6 ●層別後の工期の分布
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図表 5-4-4 ●開発プロジェクト種別別の工期の基本統計量
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図表 5-4-5 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・
アーキテクチャによる層別後の工期の件数
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5. プロジェクトの主要要素の統計

5.4.3　業種別の工期

5.4.2で絞り込んだデータセット（157件） に対して、業種の大分類別に工期の件数を図表5-4-7に示す。また、
本節で着目している 4業種（製造業、情報通信業、卸売・小売業、金融・保険業）について、工期の分布（ヒ
ストグラム）と基本統計量を図表 5-4-8、図表 5-4-9 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフと
その基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。
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図表 5-4-7 ●層別後の業種別工期の件数

「製造業」（35件）、「情報通信業」（19件）では1年を超える工期（13ヶ月以上）のプロジェクトが約5％（それぞれ2
件、1件）しかないが、「金融・保険業」（36件）では22％（8件）ある。
中央値で見ると、「卸売・小売業」（中央値7.1ヶ月）と「金融・保険業」（中央値7.2ヶ月）に比べて、「製造業」（中央
値6.1ヶ月）はやや短く、「情報通信業」（中央値4.0ヶ月）はさらに短い。
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図表 5-4-9 ●層別後の業種別工期の基本統計量 （単位：月）
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図表 5-4-8 ●層別後の業種別工期の分布
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5.4.4　業務別の工期

5.4.2 で絞り込んだデータセット（157 件）に対して、業務別に工期の件数を図表 5-4-10 に示す。また、
本節で着目している 4業務（会計・経理、営業・販売、管理一般、受注・発注・在庫）について、工期の分布（ヒ
ストグラム）と基本統計量を図表 5-4-11、図表 5-4-12 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフ
とその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。
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中央値で見ると、「受注・発注・在庫」（中央値5.5ヶ月）、「管理一般」（中央値5.1ヶ月）に比べて、「営業・販売」（中
央値7.0ヶ月）はやや長く、「会計・経理」（中央値9.1ヶ月）はさらに長い。

図表 5-4-10 ●層別後の業務別工期の件数
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図表 5-4-12 ●層別後の業務別工期の基本統計量
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図表 5-4-11●層別後の業務別工期の分布
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5. プロジェクトの主要要素の統計

5.5.1　開発プロジェクト種別別の工数

全体および開発プロジェクト種別別の工数の件数、分布（ヒストグラム）、基本統計量を図表 5-5-1 ～図表
5-5-4 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を
並べ替えて示す。

5.5　工数

全体（開発5工程全揃のもの）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

～
5,
00
0

～
10
,0
00

～
15
,0
00

～
20
,0
00

～
25
,0
00

～
30
,0
00

～
35
,0
00

～
40
,0
00

～
45
,0
00

～
50
,0
00

～
55
,0
00

～
60
,0
00

～
65
,0
00

～
70
,0
00

～
75
,0
00

～
80
,0
00

～
85
,0
00

～
90
,0
00

～
95
,0
00

～
10
0,
00
0

10
0,
00
1～

実績工数(開発5工程) [人時]

件
数

実績工数（開発 5工程）の軸を拡大し
たヒストグラムを下に示す。

対象プロジェクト全体（938件）では、5,000人時以下の工数のプロジェクトが42％（390件） を占めている。2,000
人時以下では22％（206件）を占めている。
プロジェクト数は工数が大きくなるに従って減少していく。
「新規開発」の場合の工数分布は全体の工数分布と似たような傾向を示している。
「改修・保守」では、「新規開発」より全体的に工数は小さい。5,000人時以下は58％（134件）、2,000人時以下は37％（85
件）である。
中央値でみると、「新規開発」（中央値8,742人時） に対して、「改修・保守」（中央値3,563人時）、「拡張」（中央値5,576
人時）は小さく、「再開発」（中央値13,992人時） は大きい。

図表 5-5-1●開発プロジェクト種別別の工数の分布

図表 5-5-2 ●工数の分布（開発プロジェクト種別混在）
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（単位人時、全体、5,000人時刻み）

（単位人時、20,000人時以下、1,000人時刻み） N ＝ 599
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図表 5-5-3 ●開発プロジェクト種別別の工数の分布

図表 5-5-4 ●開発プロジェクト種別別の工数の基本統計量

5.5.2　開発プロジェクト形態・アーキテクチャ別による層別後の工数

開発プロジェクト種別別、開発プロジェクト形態別、アーキテクチャ別の工数の件数一覧を図表 5-5-5 に示
す。また、その内の件数の多い組み合わせである、「新規開発」の「受託開発」かつ「クライアント /サーバ 
又は イントラネット /インターネット」（下表の薄黄色部分の領域に絞り込んだ計 409 件）についての分布（ヒ
ストグラム）と基本統計量を図表 5-5-6 に示す。

プロジェクト数は工数が大きくなるに従って単調に減少しており、15,000人時以下のプロジェクトが全体（409件）の
67％（273件） を占める。
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図表 5-5-5 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・アーキテクチャに
よる層別後の工数の件数
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図表 5-5-6 ●層別後の工数の分布

5.5.3　業種別の工数

5.5.2で絞り込んだデータセット（409件）に対して、業種の大分類別に工数の件数を図表5-5-7に示す。また、
本節で着目している 4業種（製造業、情報通信業、卸売・小売業、金融・保険業）について、工数の分布（ヒ
ストグラム）と基本統計量を図表 5-5-8、図表 5-5-9 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフと
その基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。

「製造業」（87件）では、5,000人時以下のプロジェクトが 54％（47件）を占める。特に3,000人時以下のプロジェ
クトの占める割合が大きく、それだけで製造業全体の43％（37件）を占める。
「情報通信業」（37件）では、5,000人時以下のプロジェクトが57％（21件）を占める。
「卸売・小売業」（51件）では、5,000～15,000人時のプロジェクトが51％（26件）を占める。
「金融・保険業」（111件）では、15,000人時以下のプロジェクトが全体の50％（56件）を占める。特に5,000人時
以下のプロジェクトと5,000～10,000人時のプロジェクトが占める割合が大きく、それぞれ23％（25件）と19％（21
件）である。一方、100,000人時超のプロジェクトも14％（15件）ある。
中央値でみると、「金融・保険業」（15,000人時）の工数が最も多く、次いで「卸売・小売業」（中央値11,715人時） が多い。

「製造業」（中央値4,170人時）と「情報通信業」（中央値4,483人時） は少なく、「金融・保険業」の3分の1以下である。
30,000人時を越える工数のプロジェクトは、「製造業」（87件）では9％（8件）、「卸売・小売業」（51件）では27％（14
件）、「金融・保険業」（111件）では28％（31件）あるが、「情報通信業」（37件）は0件である。
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図表 5-5-7 ●層別後の業種別工数の件数
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図表 5-5-8 ●層別後の業種別工数の分布

図表 5-5-9 ●層別後の業種別工数の基本統計量
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図表 5-5-10 ●層別後の業務別工数の件数

5.5.4　業務別の工数

5.5.2 で絞り込んだデータセット（409 件）に対して、業務別に工数の件数を図表 5-5-10 に示す。また、
本節で着目している 4業務（会計・経理、営業・販売、管理一般、受注・発注・在庫）について、工数の分布（ヒ
ストグラム）と基本統計量を図表 5-5-11、図表 5-5-12 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフ
とその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。

「会計・経理」（37件）では、5,000 人時以下、5,000 ～ 10,000 人時、10,000 ～ 15,000 人時、15,000 ～ 20,000
人時のプロジェクト数はほぼ同じで、これら全体で65％（24件）を占める。
「営業・販売」（61件）では、15,000人時以下のプロジェクトが 69％（42件）を占める。このうち、5,000人時以下
のプロジェクトが最も多く、30％（18件）を占める。
「管理一般」（36件）では、10,000人時以下のプロジェクトが53％（19件）を占める。5,000人時以下が22％（8件）
であり、5,000～10,000人時のプロジェクトの占める割合31％（11件）の方がやや多い。
「受注・発注・在庫」（32件）では、5,000人時以下のプロジェクトだけで44％（14件）を占める。
中央値でみると、「会計・経理」（中央値13,605人時）のプロジェクトの工数が最も多く、次いで「管理一般」（中央値
9,495人時）と「営業・販売」（中央値8,688人時）が多い。「受注・発注・在庫」（中央値6,291人時）は最も少なく、「会
計・経理」の2分の1程度である。
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図表 5-5-11●層別後の業務別工数の分布

図表 5-5-12 ●層別後の業務別工数の基本統計量
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5. プロジェクトの主要要素の統計

5.6.1　開発プロジェクト種別別の月あたりの要員数

全体および開発プロジェクト種別別の「月あたりの要員数」の件数、分布（ヒストグラム）、基本統計量を
図表 5-6-1 ～図表 5-6-4 に示す。なお、複数系列の分布を立体表示したグラフとその基本統計量の表において、
件数順に系列を並べ替えて示す。

5.6　月あたりの要員数

図表 5-6-1●開発プロジェクト種別別の月あたりの要員数の件数

対象プロジェクト全体（327件）では、3～4人のプロジェクトが20％（65件）と一番多い。また、10人以下のプロ
ジェクトが65％（214件）と多くを占めている。
プロジェクト種別毎に見ると、「新規開発」、「改修・保守」、「拡張」とも、中央値が7人台であり、プロジェクト種別に
関わらず近い数字である。
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図表 5-6-2 ●月あたりの要員数の分布（開発プロジェクト種別混在）

�������������������������������

�
�

�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

������
�������
����
�����

�

�

��

��

��

��

��

��

��

�
�

������������

������

�������

����

�����

����������������������������������

������� � � � � �

� � �� ��� ���� �� ���� ��� ��� �����

��� ���� ���� ���� ���� ����� ������ ����� �����

������� ���� ���� ���� ���� ����� ������ ����� �����

�������� ��� ���� ���� ���� ����� ����� ����� �����

����� ��� ���� ���� ���� ����� ����� ����� �����

������ ��� ���� ���� ���� ����� ������ ����� �����

図表 5-6-3 ●開発プロジェクト種別別の月あたりの要員数の分布
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月あたりの要員数10人以下のプロジェクトが、全体（156件）の65％（102件）である。そのうち、月あたりの要員
数が3～4人のプロジェクトが最も多く19％（29件）を占める。
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図表 5-6-5 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・アーキテクチャに
よる層別後の月あたりの要員数の件数

図表 5-6-4 ●開発プロジェクト種別別の月あたりの要員数の基本統計量

5.6.2　開発プロジェクト形態・アーキテクチャ別による層別後の月あたりの要員数

開発プロジェクト種別別、開発プロジェクト形態別、アーキテクチャ別の「月あたりの要員数」の件数一覧
を図表 5-6-5 に示す。また、その内の件数の多い組み合わせである、「新規開発」の「受託開発」かつ「クラ
イアント /サーバ 又は イントラネット /インターネット」（下表の薄黄色部分の領域に絞り込んだ計 156 件）
についての分布（ヒストグラム）と基本統計量を図表 5-6-6 に示す。
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図表 5-6-6 ●層別後の月あたりの要員数の分布
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5. プロジェクトの主要要素の統計

5.6.3　業種別の月あたりの要員数

5.6.2 で絞り込んだデータセット（156 件）に対して、業種の大分類別に月あたりの要員数の件数を図表
5-6-7 に示す。また、本節で着目している 4業種（製造業、情報通信業、卸売・小売業、金融・保険業）について、
月あたりの要員数の分布（ヒストグラム）と基本統計量を図表 5-6-8、図表 5-6-9 に示す。なお、複数系列の
分布を立体表示したグラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。

�����������������������������

������� � � � �

� � �� ��� ���� ��� ���� ��� ��� �����

�������� ��� ���� ���� ���� ����� ������ ����� �����

������ ��� ���� ���� ���� ���� ����� ���� �����

�������� ��� ���� ���� ���� ����� ����� ����� ����

�������� ��� ���� ���� ����� ����� ����� ����� �����

図表 5-6-7 ●層別後の業種別月あたりの要員数の件数

「製造業」（34件）では10人以下のプロジェクトが91％（31件）を占める。
「金融・保険業」（36件）では、月あたりの要員数5～6人が最も多く25％（9件）を占めているが、61人以上のプロ
ジェクトも11％（4件）あり、両極化分布となっている。
中央値で見ると、「情報通信業」（中央値7.8人）と「金融保険業」（中央値8.4人）は近い数字である。それと比較して、

「製造業」（中央値4.0人）は少なく、逆に「卸売・小売業」（中央値13.3人）は多い人数となっている。
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図表 5-6-8 ●層別後の業種別月あたりの要員数の分布
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図表 5-6-9 ●層別後の業種別月あたりの要員数の基本統計量
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5.6.4　業務別の月あたりの要員数

5.6.2 で絞り込んだデータセット（156件）に対して、業務別に月あたりの要員数の件数を図表5-6-10に示す。
また、本節で着目している 4業務（会計・経理、営業・販売、管理一般、受注・発注・在庫）について、月あ
たりの要員数の分布（ヒストグラム）と基本統計量を図表 5-6-11、図表 5-6-12 に示す。なお、複数系列の分
布を立体表示したグラフとその基本統計量の表において、件数順に系列を並べ替えて示す。
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各業務別で見ても10人以下のプロジェクトが多い「会計・経理」（18件） では61％（11件）、「管理一般」（15件）で
は73％（11件）、「営業・販売」（33件）では67％（22件）、「受注・発注・在庫」（12件）では75％（9件）である。
中央値で見ると、「会計・経理」（中央値7.0人） 、「営業・販売」（中央値7.1人）、「管理一般」（中央値8.4人）は近い
数字になっている。それと比較して、「受注・発注・在庫」（中央値3.9人）は、2分の1程度である。

図表 5-6-10 ●層別後の業務別月あたりの要員数の件数

図表 5-6-12 ●層別後の業務別月あたりの要員数の基本統計量
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図表 5-6-11●層別後の業務別月あたりの要員数の分布
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

　この章では、工数、工期、規模などについて各データ間の関係を分析する。

　この章で示していく主要なデータ要素の組み合わせについて、図表 6-1-1 にまとめた。表中の数字は、掲載
する節番号である。それぞれの分析では、「全開発プロジェクト種別」と「新規開発プロジェクトのみ」とい
うように層別しながら示す。さらに、「業種」や「アーキテクチャ」などの特性ごとに層別して示す。層別の
切り口の概観を図表 6-1-2 に示す。
　この章では、FP計測手法は、計測手法名が記入されているものをまとめて「FP計測手法混在」と表す。具
体的には、IFPUG 法、SPR 法、NESMA概算法、その他手法（企業独自の手法等）が含まれる。

6.1　分析の概要と手順

6.1.1　分析の概要

6　工数、工期、規模の関係の分析

図表 6-1-2 ●要素間の分析における層別のパターン
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6.1.2　分析の手順

　分析の手順を以下に示す。

（1）  収集データを 1件ずつ精査し、不良データを除外する。ここで言う不良データとは、分析に必要なデータ
の不足やデータ間の不整合、桁違いと思われる数値で提供元に確認を取れないもの等を指す（外れ値のこ
とではない）。不良データについては、可能な限り、データ提供元に確認し、適正なデータを入手しなおす。
特に、プロジェクトの特性を示すデータの不足、データの合計値が合わない場合はデータを再入手する。

（2）  全データの分布（バラツキ）、変数間の関連は、散布図を用いて確認する。ここで注目したいのは、「デー
タが示す自然な傾向」であるため、最初から回帰直線を引いたりして、安易な結論を導くことがないよう
に注意する。場合によっては、回帰が直線ではなく累乗のほうがよく当てはまるものもあるためである。

（3）  規模、工数、工期、信頼性（稼動後の不具合数で表される品質状況）の分布（バラツキ）を明らかにする。
例えば、アーキテクチャ、業種、プラットフォームなどの細かな要素に層別して分析を行う。

（4） 図表 6-1-1 に示した代表的な要素について、要素相互の間の関係を分析する。

（5）  要素とプロジェクトのもつ他の特徴を考慮して「層別」を設定し、より踏み込んだ分析を行う。例えば、
ベンダ側のファクタ（組織やプロジェクトの要員、体制、環境など）の面からの分析を実施する。
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

　この節では、FP 規模、SLOC 規模、工数、工期のデータの分布を示す。この節および以降の節では、FP 計
測手法は、計測手法名が記入されているものをまとめて「FP計測手法混在」と表す。具体的には、IFPUG 法、
SPR 法、NESMA概算法、その他手法（企業独自の手法）が含まれる。

6.2.1　FP規模

　ここでは、プロジェクト種別が新規開発のプロジェクトについて、FP計測手法混在および IFPUG グループ
についての FP規模実績値の分布を示す。また、FP計測手法別の、FP規模の基本統計量を示す。

6.2　主な要素の分布
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図表 6-2-3 ● FP 実績値（調整前）の基本統計量（新規開発、手法混在および IFPUGグループ）      （単位：FP）
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図表 6-2-2 ● FP 実績値（調整前）の分布（新規開発、IFPUGグループ）
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図表 6-2-1● FP 実績値（調整前）の分布（新規開発、FP計測手法混在）

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・5001_FP 実績値（調整前） ＞ 0
・ 701_FP 計測手法（実績値）が明確なもので FP 計
測手法混在

■ 分析・集計対象データ
・5001_FP 実績値（調整前）

FPの値のばらつきは大きいが、IFPUGグループの場合、プロジェクトの半数は約300FPから約1,600FPの範囲にお
さまっている。
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6.2.2　SLOC規模

　ここでは、プロジェクト種別が新規開発のプロジェクトについて、主開発言語混在での SLOC 規模実績値
の分布を示す。また、主開発言語別での SLOC 規模実績値の基本統計量を示す。
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図表 6-2-4 ●実効 SLOC実績値の分布（新規開発、主開発言語混在）

以下に実効 SLOC 実績値の軸を拡大したものを示す。 
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■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_ 主開発言語 _1が明確なもの
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・実効 SLOC 実績値（導出指標）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.2.3　実績工数（開発 5工程）：FP規模の場合

　ここでは、FP規模データを計測した新規開発プロジェクトを対象に、開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベ
ンダ確認））の実績工数について、FP 計測手法混在および IFPUG グループの工数の分布を示す。また、FP 計
測手法別の工数分布を基本統計量で示す。
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図表 6-2-6 ●実績工数（開発 5工程）の分布（新規開発、FP計測手法混在）

以下に実績工数の軸を拡大したものを示す。
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■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 701_FP 計測手法（実績値）が明確なもので FP 計
測手法混在
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・実績工数（開発 5工程） （導出指標）
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以下に実績工数の軸を拡大したものを示す。
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図表 6-2-7 ●実績工数（開発 5工程）の分布（新規開発、IFPUGグループ）

図表 6-2-8 ●実績工数（開発 5工程）の基本統計量（新規開発、規模が FP） 　　　　　　（単位：人時）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析
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以下に実績工数の軸を拡大したものを示す。
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図表 6-2-9 ●実績工数（開発 5工程）の分布（新規開発、主開発言語混在）

図表 6-2-10 ●実績工数（開発 5工程）の基本統計量（新規開発、規模がSLOC）　　　　（単位：人時）
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■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_ 主開発言語 _1が明確なもの
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・実績工数（開発 5工程） （導出指標）

6.2.4　実績工数（開発 5工程）：SLOC規模の場合

　ここでは、SLOC 規模データを計測した新規開発プロジェクトを対象に、開発 5工程（基本設計～総合テ
スト（ベンダ確認））の実績工数について、主開発言語の種類混在で（言語別に層別を行わずに）工数の分
布を示す。また、言語別の工数分布を基本統計量で示す。
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図表 6-2-11●実績月数（プロジェクト全体）の分布（新規開発）

図表 6-2-12 ●実績月数（プロジェクト全体）の基本統計量（新規開発）　（単位：月）
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図表 6-2-13 ●実績月数（開発 5工程）の分布（新規開発）
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図表 6-2-14 ●実績月数（開発 5工程）の基本統計量（新規開発）　（単位：月）

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実績月数（開発 5工程）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・実績月数（開発 5工程） （導出指標）

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実績月数（プロジェクト全体）＞ 0
・実績工数（プロジェクト全体）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・実績月数（開発 5工程） （導出指標）

6.2.6　実績月数（開発 5工程）

　ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計 ~総合テスト（ベンダ確認））の作業の行われたプロジェクト

を対象に、開発 5工程の実績工期（月数）の分布を示す。また、基本統計量を示す。

6.2.5　実績月数（プロジェクト全体）

　ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業の行われたプロジェク
トを対象に、プロジェクト全体での実績工期（月数）の分布を示す。また、基本統計量を示す。
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.3　工数と工期

　この節では、工数と工期の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と付記
されたものについては、付録 A.4 でその定義や導出方法を説明している。

6.3.1　工数と工期：プロジェクト全体

　ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業の行われたプロジェ
クトを対象に、プロジェクト全体（開発 5工程を含む）での実績工数と、プロジェクト全体での工期（月数）
の関係を示す。なお、プロジェクト全体として対象にしているデータは、開発 5工程の工程を含んでい
るものであり、工数や工期の実績は、開発 5工程の分に加えて、システム化計画、総合テスト（ベンダ確認）
といった工程も含むものは、それらの工程も含めた工数や工期の実績データを対象としている。

開発工数と工期には非線形 工期＝A×（工数）B の関係があると見られる。新規開発のプロジェクト全体（システム化
計画～総合テスト（ユーザ確認）＊1）の工期は、工数の3乗根にほぼ比例している（B＝0.32）。
散布図には、工数に対する工期の回帰線に対する50％信頼幅と95％信頼幅を示した。95％の下限値より下にはプロジェ

クトはほとんどないことから、プロジェクト特性により多少の違いはあるにせよ、プロジェクト全体工数に対する工期の実
現可能性を考える上で参考になる。
＊1ただし開発5工程のみのプロジェクトも混在して含まれている。

■ 層別定義
・開発 5工程がそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実績工数（プロジェクト全体）＞ 0
・実績月数（プロジェクト全体）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実績工数（プロジェクト全体）（導出指標）
・Y軸：実績月数（プロジェクト全体）  （導出指標）
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N=506
図表 6-3-1●プロジェクト全体の工数と工期（新規開発） 信頼幅 50％、95％付き
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プロジェクトの工数と工期はプロジェクト特性によりかなりばらつきはあるが、工期は工数の3乗根に概ね比例している。
散布図には工数に対する工期の回帰の50％信頼幅（y（50％）、y（－50％））と95％信頼幅（y（95％）、y（－95％））
を示した。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程） （導出指標）
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図表 6-3-2 ●開発 5工程の工数と工期（新規開発） 信頼幅 50％、95％付き
N=185

6.3.2　工数と工期：開発 5工程

　ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業の行われたプロジェクト
を対象に、開発 5工程での実績工数と、その工期（月数）の関係を示す。
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

金融・保険業が他の業種と比較して、工数が大きく、工期も長いものがある。
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図表 6-3-3 ●業種別の工数と工期（新規開発）
N=127

6.3.3　工数と工期：業種別

　ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業の行われたプロジェクト
を対象に、開発 5工程での実績工数とその工期（月数）の関係を、業種（大分類）別に層別して示す。業種
は収集データでは複数指定可能であるが、業種 _1/2/3 のいずれかで該当するもののうち、収集件数の多い 4
業種（大分類）で分類して示す。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 201_ 業種 _1/2/3 の大分類が F：製造業、H：情報
通信業、K：金融・保険業、J：卸売・小売業のいず
れか
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程） （導出指標）

6.3.4　工数と工期：アーキテクチャ別

　ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計 ~総合テスト（ベンダ確認））の作業の行われたプロジェクト
を対象に、開発 5工程での実績工数とその工期（月数）の関係を、システムが対象としているアーキテクチャ
別に示す。アーキテクチャは収集データでは複数指定可能なため、アーキテクチャ _1/2/3 のいずれかで該当
するもので分類し統計処理している。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_ アーキテクチャ _1/2/3 が明確なもの
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程） （導出指標）
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3階層クライアント/サーバおよびイントラネット/インターネットが、他のアーキテクチャと比較して、工数が大きく、
工期も長いものがある。
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図表 6-3-4 ●アーキテクチャ別の工数と工期（新規開発）
N=174
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図表 6-3-5 ●主開発 4言語別の工数と工期（新規開発）
N=144

6.3.5　工数と工期：主開発 4言語別

　ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業の行われたプロジェク
トを対象に、開発 5工程での実績工数とその工期（月数）の関係を、使用されている 4つの主開発言語ご
とに示す。主開発言語は収集データでは複数指定可能なため、主開発言語 _1/2/3 のいずれかで該当するも
ので分類し統計処理している。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が C：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）  （導出指標）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

　この節では、FP 規模と工数の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と付記
されたものについては、付録 A.4 でその定義や導出方法を説明している。
　この節では、FP規模データがあり、FP計測手法名が明確なプロジェクトを原則として対象とする。最初に、
全開発プロジェクト種別でかつ FP計測手法混在で全体感を参考として示す。次に、FP規模の精度の信頼性を
得るため、FP計測手法が IFPUG グループのデータに絞り込んで分析を行う。また、開発プロジェクトの種別
は新規開発に絞って示す。

6.4.1　FP規模と工数：全開発プロジェクト種別、FP計測手法混在

　ここでは、全開発プロジェクト種別（新規、改修・保守、再開発、拡張）で、FP計測手法混在の FP規模と
工数の関係を示す。

6.4　FP規模と工数

図表 6-4-1● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、FP計測手法混在）　信頼幅 50％付き
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N=396

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）

新規開発が、他の開発プロジェクト種別と比較して、規模、工数ともに大きい。散布図には、規模に対する工数の回帰
の50％信頼幅（y（50％）、y（－50％））を示した。
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図表 6-4-3 ● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、FP計測手法混在）対数表示
N=396

図表 6-4-2 ● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、FP計測手法混在）信頼幅 50％付き 拡大図（FP≦
2,000 & 工数≦100,000）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.4.2　FP規模と工数：全開発種別、IFPUGグループ
　ここでは、全開発プロジェクト種別（新規、改修・保守、再開発、拡張）で、FP計測手法が IFPUG グルー
プの FP規模と工数の関係を示す。

新規開発が、他の開発プロジェクト種別と比較して、規模、工数ともに大きい。FP規模と工数には、正の相関が見られる。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）
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図表 6-4-5 ● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、IFPUGグループ）　拡大図（FP≦ 2,000& 工数≦
100,000）
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図表 6-4-4 ● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、IFPUGグループ）
N=265
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図表 6-4-6 ● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、IFPUGグループ）対数表示　

6.4.3　FP規模と工数：新規開発、FP計測手法混在
　ここでは、開発プロジェクト種別が新規開発で、FP計測手法混在の FP規模と工数の関係を示す。対数軸で
のグラフも示す。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）

FP と工数の間には非線形の関係がありそうである。Log（工数） = a × Log（FP）＋ b の形で確認すると、R2 = 0.738
であった。散布図には、規模に対する工数の回帰の 50%信頼幅を示した。�
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図表 6-4-7 ● FP 規模と工数（新規開発、FP計測手法混在）信頼幅 50％付き
N=295
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6. 工数、工期、規模の関係の分析
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N=295
図表 6-4-8 ● FP 規模と工数（新規開発、FP計測手法混在）対数表示

6.4.4　FP規模と工数：新規開発、IFPUGグループ
　ここでは、プロジェクト種別が新規開発で、FP計測手法が IFPUG グループの FP規模と工数の関係を示す。
対数軸でのグラフも示す。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）

FP と工数の間には非線形の関係がありそうである。Log（工数）= a × Log（FP）＋ b の形で確認すると、R2 = 0.795
であった。散布図には、規模に対する工数の回帰の 50%信頼幅を示した。

図表 6-4-9 ● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ）信頼幅 50％付き
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図表 6-4-11● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ）対数表示　信頼幅 50％付き
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図表 6-4-10 ● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ）　信頼幅 50％付き　
拡大図（FP≦ 2,000 & 工数≦ 60,000）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.4.5　業種別のFP規模と工数：新規開発、IFPUGグループ
　ここでは、プロジェクト種別が新規開発で、FP計測手法が IFPUG グループの FP規模と工数の関係について、
業種（大分類）別に示す。業種は収集データでは複数指定可能であるが、業種 _1/2/3 のいずれかで該当する
もののうち、収集件数の多い 4業種（大分類）で分類して示す。
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N=89
図表 6-4-12 ● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ、業種別）

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 201_ 業種 _1/2/3 の大分類が F：製造業、H：情
報通信業、K：金融・保険業、J：卸売・小売業の
いずれか
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）
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6.4.6　アーキテクチャ別のFP規模と工数：新規開発、IFPUGグループ
　ここでは、プロジェクト種別が新規開発で、FP計測手法が IFPUG グループの FP規模と工数の関係について、
システムが対象としているアーキテクチャ別に示す。アーキテクチャは収集データでは複数指定可能なため、
アーキテクチャ _1/2/3 のいずれかで該当するもので分類し統計処理している。
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N=184
図表 6-4-13 ● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ、アーキテクチャ別）

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_ アーキテクチャ _1/2/3 が明確なもの
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程） （導出指標）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

　この節では、FP生産性についての分析結果を示す。「FP生産性」は、FP規模を開発 5工程の工数で除算し
たものである。すなわち、人時あたりの開発 FP 規模、又は、人月（165 時間で代用）あたりの開発 FP 規模
である。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と付記されたものについては、付録 A.4 でそ
の定義や導出方法を説明している。この節では、FP規模データがあり、FP計測手法名が明確なプロジェクト
を原則として対象とする。開発プロジェクトの種別は新規開発に絞っている。
　最初に、FP計測手法混在で全体感を示す。次に FP生産性算出の分母となる FP規模の精度の信頼性を得る
ため、IFPUG グループの FP計測手法について絞り込んだ結果を示す。

6.5.1　FP 規模とFP 生産性：新規開発、FP 計測手法混在
　ここでは、FP 計測手法名が明確になっているプロジェクトを対象に、FP 規模と FP 生産性の関係について
示す。FP規模データは、FP計測手法を混在で対象とする。最初に散布図で全体像を示し、次に、規模の範囲
に分けて統計情報を示す。

6.5　FP 生産性
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図表 6-5-2 ● FP 規模別 FP 生産性
（新規開発、FP 計測手法混在）箱ひげ図

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：5001_FP 実績値（調整前）
・ Y 軸： FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）

［FP/ 人時］

図表 6-5-1● FP 規模とFP 生産性（新規開発、FP計測手法混在）

規模 3,000FP
以上では、FP生
産性の高いもの
は見られない。
1,000FP 未満で
は FP 生産性の
高いものも見ら
れるが分散が大
きい。
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図表 6-5-3 ● FP 規模別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、FP 計測手法混在）
 （単位：FP/人時、FP/165 人時）
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図表 6-5-4 ● FP 生産性の分布（新規開発、FP 計測手法混在、1,000FP 未満）
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図表 6-5-6 ● FP 生産性の分布（新規開発、FP 計測手法混在、3,000FP 以上）
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図表 6-5-5 ● FP 生産性の分布（新規開発、FP 計測手法混在、1,000FP 以上 3,000FP 未満）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.5.2　FP 規模とFP 生産性：新規開発、IFPUG グループ
　ここでは、IFPUG グループの FP 計測手法による FP 規模に絞って、FP 生産性について、分布状況、規模別
の統計情報で示す。

図表 6-5-8 ● FP 規模別 FP 生産性
（新規開発、IFPUG グループ）箱ひげ図
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図表 6-5-9 ● FP 規模別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、IFPUG グループ）（単位：FP/人時、FP/165人時）

図表 6-5-7 ● FP 規模とFP 生産性（新規開発、IFPUG グループ）
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N=188

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA 概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：5001_FP 実績値（調整前）
・ Y 軸： FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）

［FP/ 人時］

規模を1,000FP
未満と1,000FP 以
上に分類すると、
後者の生産性は前
者と比べると低い。
1,000FP 未満では
分散が大きい。
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6.5.3　業種別のFP 生産性：新規開発、IFPUG グループ
　ここでは、IFPUG グループの FP計測手法による FP規模に絞って、システムが対象としている業種（大分類）
別の FP生産性について、分布状況、規模別の統計情報で示す。業種は収集データでは複数指定可能であるが、
業種 _1/2/3 のいずれかで該当するもののうち、収集件数の多い 4業種（大分類）で分類して示す。

中央値、平均値とも金融・保険業は他の業種と比べて生産性が低い。ただし、業種の特性だけによるものとは言えず、
業種間の生産性の比率として捉えることはできない。図表6-4-12の規模情報などと合わせて見ると良い。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 201_ 業種 _1/2/3 の分類が F：製造業、H：情報
通信業、K：金融・保険業、J：卸売・小売業のい
ずれか
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA 概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・ FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）
　［FP/ 人時］

図表 6-5-10 ●業種（大分類）別 FP 生産性（新規開発、IFPUG グループ）箱ひげ図
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図表 6-5-11●業種（大分類）別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、IFPUG グループ）（単位：FP/人時）

業種_大分類
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.5.4　アーキテクチャ別のFP 生産性：新規開発、IFPUG グループ
　ここでは、IFPUGグループのFP計測手法によるFP規模に絞って、アーキテクチャ別のFP生産性を示す。アー
キテクチャは収集データでは複数指定可能なため、アーキテクチャ _1/2/3 のいずれかで該当するもので分類
し統計処理している。

図表 6-5-12 ●アーキテクチャ別 FP 生産性（新規開発、IFPUG グループ）箱ひげ図
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3 階層クライアント/サーバ（d）、イントラネット/インターネット開発（e）は、生産性のばらつきが小さいと考えら
れる。スタンドアロン型にくらべて、ネットワーク活用型は総じて生産性が低い。dや eはFP規模が大きいものが多い。
図表6-4-13などと合わせて見ると良い。
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図表 6-5-13 ●アーキテクチャ別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、IFPUG グループ） （単位：FP/人時）

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_ アーキテクチャ _1/2/3 が明確なもの
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA 概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・ FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）
　［FP/ 人時］
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6.5.5　主開発言語別のFP 生産性：新規開発、IFPUG グループ
　ここでは、IFPUG グループの FP計測手法による FP規模に絞って、使用されている主開発言語ごとに FP生
産性を示す。主開発言語は収集データでは複数指定可能なため、主開発言語 _1/2/3 のいずれかで該当するも
ので分類し統計処理している。

中央値、及び平均値で見ると、COBOLのFP生産性が低いが、開発言語は複数の組み合わせで使われることが多いため、
言語の組み合わせや6.5.6のプラットフォーム別の分析を参考にしながら傾向を見る必要がある。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA 概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・ FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）
　［FP/ 人時］

図表 6-5-14 ●主開発言語別 FP 生産性（新規開発、IFPUG グループ）箱ひげ図
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図表 6-5-15 ●主開発言語別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、IFPUG グループ） （単位：FP/人時）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.5.6　プラットフォーム別のFP 生産性：新規開発、IFPUG グループ
　ここでは、IFPUG グループの FP 計測手法による FP 規模に絞って、開発対象プラットフォームの種類ごと
に FP生産性の分布を示す。開発対象プラットフォームは収集データでは複数指定可能であるが、開発対象プ
ラットフォーム _1/2/3 のいずれかで該当するものを、開発対象プラットフォームのWindows 系と Unix 系（付
録 A.4 を参照）に分類し統計処理している。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・309_ 開発対象プラットフォーム _1/2/3 が明確なもので、Windows 系と Unix 系に分類されるもの
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：NESMA 概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）［FP/ 人時］

図表 6-5-16 ●プラットフォーム別 FP 生産性（新規開発、IFPUG グループ）箱ひげ図
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図表 6-5-17 ●プラットフォーム別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、IFPUG グループ） （単位：FP/人時）

Unix 系、Windows系 というプラットフォームの違いでは生産性に特段の違いは見られない。
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6.5.7　月あたりの要員数とFP 生産性：新規開発、FP 計測手法混在
　ここでは、FP計測手法は混在で、月あたりの要員数と FP生産性の分布を示す。月あたりの要員数は、実績
工数（開発 5工程）と実績月数（開発 5工程）を使って算出した数値である。定義は、付録 A.4 の導出指標
に示す。最初に散布図で全体像を示す。また、要員数の範囲を 10人で区切って箱ひげ図で示す。
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図表 6-5-19 ●月あたりの要員数別 FP 生産性（新規
開発、FP 計測手法混在）箱ひげ図
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図表 6-5-20 ●月あたりの要員数別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、FP 計測手法混在） （単位：FP/人時）

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・実績月数（開発 5 工程）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：月あたりの要員数（導出指標）
・ Y 軸：FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）
［FP/ 人時］

図表 6-5-18 ●月あたりの要員数とFP 生産性（新規開発、FP 計測手法混在）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.5.8　月あたりの要員数とFP 生産性：新規開発、IFPUG グループ
　ここでは、FP 計測手法を IFPUG グループに絞って、月あたりの要員数と FP 生産性の分布を示す。月あた
りの要員数は、実績工数（開発 5工程）と実績月数（開発 5工程）を使って算出した数値である。定義は、
付録 A.4 の導出指標に示す。

図表 6-5-21●月あたりの要員数とFP 生産性（新規開発、IFPUG グループ）
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図表 6-5-23 ●月あたりの要員数別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、IFPUG グループ） （単位：FP/人時）

N=71
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データ数の半分付近を丸めた要員数10人で区切ると、月あたりの要員数が大きいプロジェクトでは、生産性は低目の傾
向が見られる。大人数のプロジェクトでは、コミュニケーションロスによる生産性への影響も考えられる。

図表 6-5-22 ●月あたりの要員数別 FP 生産性（新規
開発、IFPUG グループ）箱ひげ図

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA 概算のいずれか
・実績月数（開発 5 工程）＞ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：月あたりの要員数（導出指標）
・ Y 軸： FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）

［FP/ 人時］
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6.5.9　外部委託比率とFP 生産性：新規開発、FP 計測手法混在
　ここでは、FP 計測手法混在で、外部委託比率と FP 規模の分布、FP 生産性の分布を散布図で示す。外部委
託比率は、付録 A.4 の導出指標に定義を示す。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・外部委託比率 ≧ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：外部委託比率（導出指標）
・ Y 軸： FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）

［FP/ 人時］
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N=115
図表 6-5-24 ●外部委託比率とFP 規模（新規開発、FP 計測手法混在）

図表 6-5-25 ●外部委託比率とFP 生産性（新規開発、FP 計測手法混在）

�������������������������������������

����������������������������������

����

����

����

����

����

����

����

����

��� ��� ��� ��� ��� ���

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������

�

N=115

FP規模の大きいものには、外部委託比率の高いものが多く、外部委託比率ゼロは見られない。外部委託比率とFP生産
性には際立った相関は見られない。
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.5.10　外部委託比率とFP 生産性：新規開発、IFPUG グループ
　ここでは、FP計測手法を IFPUG グループに絞って、外部委託比率と FP規模の分布、FP 生産性の分布を散
布図で示す。外部委託比率は、付録 A.4 の導出指標に定義を示す。

�

�������������������������������������

����������������������������������

�

�����

�����

�����

�����

������

������

������

������

��� ��� ��� ��� ��� ���

������

�
�
�
�
�
��
�
�
�

�����������������

N=105
図表 6-5-26 ●外部委託比率とFP 規模（新規開発、IFPUG グループ）

FP規模が大きいものには、外部委託比率の割合が高いものが多く、外部委託比率ゼロは見られない。外部委託比率と
FP生産性には際立った相関は見られない。

図表 6-5-27 ●外部委託比率とFP 生産性（新規開発、IFPUG グループ）
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■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 701_FP 計測手法（実績値）が a：IFPUG、b：SPR、d：
NESMA 概算のいずれか
・外部委託比率 ≧ 0
・FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：外部委託比率（導出指標）
・ Y 軸： FP 生産性（FP/ 開発 5 工程工数）（導出指標）

［FP/ 人時］



116●ソフトウェア開発データ白書 2006

　この節では、SLOC 規模と工数の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と付
記されたものについては、付録 A.4 でその定義や導出方法を説明している。

6.6.1　SLOC 規模と工数：全開発プロジェクト種別、主開発言語混在
　ここでは、全開発プロジェクト種別（新規、改修・保守、再開発、拡張）で、すべての言語混在の SLOC 規
模と工数の関係を示す。

6.6　SLOC 規模と工数

図表 6-6-1● SLOC 規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開発言語混在）　信頼幅 50％付き
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N=483

SLOC規模と工数は、マクロに見れば規模と工数に関係がありそうである（図表6-6-3）。しかし、全プロジェクト種別、
全言語混在では、各言語の特性を捉えきれないため、次節以降で細分化して見ていくこととする。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・312_ 主開発言語 _1/2/3 が明確なもの
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）
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図表 6-6-2 ● SLOC規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開発言語混在）
信頼幅 50%付き 拡大図（SLOC規模≦ 500,000 & 工数≦ 200,000）

図表 6-6-3 ● SLOC規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開発言語混在）信頼幅 50%付き 対数表示
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6.6.2　SLOC 規模と工数：全開発プロジェクト種別、主開発 4 言語混在
　ここでは、全開発プロジェクト種別で、主開発 4言語が混在の SLOC 規模と工数の関係を示す。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）

4つの開発プロジェクト種別（新規、改修・保守、再開発、拡張）のいずれも、規模と工数には関係がありそうである（図
表6-6-5）。新規は工数のばらつきが比較的小さいが、それに比べ、改修・保守はややばらつきが大きく見てとれる。

図表 6-6-4 ● SLOC 規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開発 4 言語混在）
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図表 6-6-5 ● SLOC 規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開発 4 言語混在）対数表示
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6. 工数、工期、規模の関係の分析

6.6.3　SLOC 規模と工数：新規開発、主開発 4 言語別
　ここでは、新規開発のプロジェクト種別で、主開発 4言語について言語別に、SLOC 規模と工数の関係を示す。

　図表6-6-6～ 6-6-8に、新規開発、主要4言語混在のSLOC規模と工数の関係を示した。図は主要4言語別の分散が
わかる形で示している。COBOL、Cのプロジェクトの規模が大きい。

図表 6-6-6 ● SLOC 規模と工数（新規開発、主開発 4 言語別）
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■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値  ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）



120●ソフトウェア開発データ白書 2006

図表 6-6-8 ● SLOC 規模と工数（新規開発、主開発 4 言語別）対数表示
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図表 6-6-7 ● SLOC規模と工数（新規開発、主開発 4言語別）
拡大図（SLOC規模≦ 500,000 & 工数≦ 200,000）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析
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6.6.4　SLOC 規模と工数：新規開発、主開発言語がCOBOL
　ここでは、新規開発のプロジェクト種別で、主開発言語が COBOL 言語の SLOC 規模と工数の関係を示す。

図表 6-6-9 ● SLOC 規模と工数（新規開発、COBOL）

図表 6-6-10 ● SLOC 規模と工数（新規開発、COBOL）対数表示

図表6-6-9～ 6-6-10に、新規開発、COBOLのSLOC規模と工数の関係を示した。対数表示（図表6-6-10）で確認す
るとR2=0.758で、主要開発4言語の中では最もあてはまりがよかった。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）
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6.6.5　SLOC 規模と工数：新規開発、主開発言語がC
　ここでは、新規開発のプロジェクト種別で、主開発言語が C言語の SLOC 規模と工数の関係を示す。

図表 6-6-11● SLOC 規模と工数（新規開発、C）

図表 6-6-12 ● SLOC 規模と工数（新規開発、C）対数表示

図表6-6-11～ 6-6-12に、新規開発、CのSLOC規模と工数の関係を示した。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_ 主開発言語 _1/2/3 が g：C
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）
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6. 工数、工期、規模の関係の分析
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6.6.6　SLOC 規模と工数：新規開発、主開発言語が VB
　ここでは、新規開発のプロジェクト種別で、主開発言語がVB言語の SLOC 規模と工数の関係を示す。

図表6-6-13～ 6-6-14に、新規開発、VBのSLOC規模と工数の関係を示した。

図表 6-6-14 ● SLOC 規模と工数（新規開発、VB）対数表示

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_ 主開発言語 _1/2/3 が h：VB
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）

図表 6-6-13 ● SLOC 規模と工数（新規開発、VB）
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6.6.7　SLOC 規模と工数：新規開発、主開発言語がJava
　ここでは、新規開発のプロジェクト種別で、主開発言語が Java 言語の SLOC 規模と工数の関係を示す。

図表6-6-15～ 6-6-16に、新規開発、Javaの SLOC規模と工数の関係を示した。SLOC規模が 500KSLOC以上でば
らつきが大きい。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_ 主開発言語 _1/2/3 が q：Java
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）
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図表 6-6-15 ● SLOC 規模と工数（新規開発、Java）

図表 6-6-16 ● SLOC 規模と工数（新規開発、Java）対数表示
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6. 工数、工期、規模の関係の分析
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6.6.8　業種別のSLOC 規模と工数：新規開発、主開発 4 言語混在
　ここでは、新規開発のプロジェクト種別で、主開発 4言語のものを言語は混在で、システムが対象として
いる業種（大分類）別の SLOC 規模と工数の関係を示す。業種は収集データでは複数指定可能であるが、業種
_1/2/3 のいずれかで該当するもののうち、収集件数の多い 4業種（大分類）で分類して示す。

図表 6-6-17 ●業種（大分類）別SLOC 規模と工数（新規開発、主開発 4 言語混在）

図表6-6-17に、新規開発、主要4言語混在のSLOC規模と工数の関係を業種別（大分類）で示した。卸売・小売業、金融・
保険業のプロジェクトの規模が比較的大きい。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 201_ 業種 _1/2/3 の大分類が F：製造業、H：情
報通信業、K：金融・保険業、J：卸売・小売業の
いずれか
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）
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6.6.9　アーキテクチャ別のSLOC 規模と工数：新規開発、主開発 4言語混在
　ここでは、新規開発のプロジェクト種別で、主開発 4言語のものを言語は混在で、アーキテクチャ別の
SLOC 規模と工数の関係を示す。アーキテクチャは収集データでは複数指定可能なため、アーキテクチャ
_1/2/3 のいずれかで該当するもので分類し統計処理している。
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図表 6-6-18 ●アーキテクチャ別SLOC 規模と工数（新規開発、主開発 4 言語混在）

図表6-6-18に、新規開発、主要4言語混在のSLOC規模と工数の関係をアーキテクチャ別で示した。イントラネット
／インターネットのプロジェクトの規模が比較的大きい。

■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_ アーキテクチャ _1/2/3 が明確なもの
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0
・実績工数（開発 5 工程）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸：実績工数（開発 5 工程）（導出指標）
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※ 散布図上には表示されてい
ないデータとして、実効SLOC
実績値が 3,800KSLOCを超え
るデータが2件ある。

N=194

6.7　SLOC 生産性
　この節では、SLOC 生産性についての分析結果を示す。
　「SLOC 生産性」は、SLOC 規模を開発 5工程の工数で除算したものである。すなわち、人時あたりの開発
SLOC 規模、又は、人月（165 時間で代用）あたりの開発 SLOC 規模である。
　本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と付記するデータは、付録 A.4 でその定義や導出方
法を示している。この節では、SLOC 規模データがあり、言語名が明確なプロジェクトを対象とする。主開発
言語については、収集データ件数が多いもの４つを対象として分析に使っている。開発プロジェクトの種別は
新規開発に絞っている。

6.7.1　SLOC規模とSLOC生産性：新規開発、主開発 4言語
　ここでは、4つの主開発言語について、SLOC 規模と SLOC 生産性の関係を示す。主開発言語は、収集デー
タ件数が多いもの 4つを対象とする。開発言語は複数使用していたプロジェクトが多い。なお、主開発言
語 _1 は当該プロジェクト内で最も多く使われた言語と定義して収集している。以降で、312_ 主開発言語
_1/2/3 と表記する意味は、312_ 主開発言語 _1,2,3 の３つのどれかが条件に当てはまるという意味である。
　最初に全体像を示す。次に、規模の範囲に分けて統計情報を示す。また、規模の範囲と主開発 4言語とのク
ロスでの分布状況を示す。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実効 SLOC 実績値 （導出指標）
・ Y 軸：SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数） （導
出指標）

図表6-7-1に、新規開発、主要開発4言語別のSLOC生産性と規模（実効SLOC実績値）の関係を示した。規模の小
さなプロジェクトでは生産性に幅が出る傾向にある。
図表 6-7-1は言語混在で示している。このグラフを4つの言語別に分けて、COBOLを図表 6-7-2、C言語を図表
6-7-3、VBを図表6-7-4、Javaを図表6-7-5に示す。

図表 6-7-1● SLOC規模とSLOC生産性（新規開発、主開発 4言語別）
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図表 6-7-3 ● SLOC規模とSLOC生産性（新規開発、C）

図表 6-7-5 ● SLOC規模とSLOC生産性（新規開発、Java）

図表 6-7-2 ● SLOC規模とSLOC生産性（新規開発、COBOL）

図表 6-7-4 ● SLOC規模とSLOC生産性（新規開発、VB）

※ 散布図上には表示されていないデータとして、
実効SLOC実績値が4,000KSLOCを超えるデー
タが1件ある。

※ 散布図上には表示されていないデータとして、
実効SLOC実績値が3,800KSLOCを超えるデー
タが1件ある。



ソフトウェア開発データ白書 2006 ● 129

6. 工数、工期、規模の関係の分析

図表 6-7-6 ● SLOC規模別 SLOC生産性の基本統計量（新規開発）（単位：SLOC/人時、KSLOC/165 人時）
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図表6-7-6、図表 6-7-7、図表 6-7-8は、SLOC規模の範囲別にSLOC生産性の分布状況を示す。数個の開発言語が混
在して開発が行われることが多いため、開発言語の組み合わせ別などのパターンで傾向を見る必要がありそうである。
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図表 6-7-7 ●
SLOC規模別 SLOC生産性
（新規開発、主開発 4言語混在） 
箱ひげ図
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図表 6-7-8 ●
SLOC規模別 SLOC生産性（新規開発、主開発 4言語別） 
箱ひげ図
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6.7.2　主開発 4言語別のSLOC生産性：新規開発
　ここでは、使用されている主開発言語ごとに、SLOC 生産性の分布を示す。主開発言語は収集データでは複
数指定可能なため、主開発言語 _1/2/3 のいずれかで該当するもので分類し統計処理している。
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図表 6-7-9 ●主開発 4言語別 SLOC生産性（新規開発） 箱ひげ図

図表 6-7-10 ●主開発 4言語別 SLOC生産性の基本統計量（新規開発） （単位：SLOC/人時）
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■ 層別定義
・開発 5 工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・SLOC 生産性（SLOC/ 開発 5 工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・SLOC 生産性（SLOC/ 開発 5 工程工数）（導出指標）

図表 6-7-9に、新規開発、主要開発 4言語別のSLOC生産性の分布を示した。図表 6-7-10の表の中央値で見ると、
SLOC生産性には大きな違いは見られない。
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6.7.3　業種別のSLOC生産性：新規開発
　ここでは、システムが対象としている業種（大分類）の種類ごとに、SLOC生産性の分布を示す。業種は収集デー
タでは複数指定可能であるが、業種 _1/2/3 のいずれかで該当するもののうち、収集件数の多い 4業種（大分類）
で分類し示す。
　最初に業種（大分類）別の状況を示す。次に、業種（大分類）と主開発 4言語とのクロスで箱ひげ図によっ
て示す。

主開発4言語全体では、製造業と金融・保険業とでは生産性に差が見られる。言語別での生産性にはばらつきがある。金融・
保険業は言語別をみても、比較的低めとなっている。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 201_ 業種 _1/2/3 の大分類が F：製造業、H：情
報通信業、K：金融・保険業、J：卸売・小売業の
いずれか
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数） （導出指標）
・ 201_ 業種 _1/2/3 の大分類が F：製造業、H：情
報通信業、K：金融・保険業、J：卸売・小売業
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図表 6-7-12 ●
業種（大分類）別 SLOC生産性（新規開発、主開発 4言
語別） 箱ひげ図

図表 6-7-13 ●業種（大分類）別SLOC生産性の基本統計量（新規開発） （単位：SLOC/人時）
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図表 6-7-11●
業種（大分類）別SLOC生産性
（新規開発、主開発 4言語混在） 
箱ひげ図

業種 _大分類

業種 _大分類
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6.7.4　アーキテクチャ別のSLOC 生産性：新規開発
　ここでは、システムのアーキテクチャの種類ごとに、SLOC 生産性の分布を示す。アーキテクチャは収集デー
タでは複数指定可能なため、アーキテクチャ_1/2/3 のいずれかで該当するもので分類し統計処理している。
最初にアーキテクチャ別の状況を示す。次に、アーキテクチャと主開発言語とのクロスで箱ひげ図によって示す。
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図表 6-7-15 ●
アーキテクチャ別SLOC生産性（新規開発、主開発 4言
語別） 箱ひげ図

図表 6-7-16 ●アーキテクチャ別SLOC生産性の基本統計量（新規開発） （単位：SLOC/人時）
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アーキテクチャ別の生産性で大きな差異は見られないが、2階層クライアント／サーバとイントラネット／インターネッ
トでは言語別の差異が見られる。

図表 6-7-14 ●
アーキテクチャ別SLOC生産性
（新規開発、主開発 4言語混在）
箱ひげ図

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_ アーキテクチャ _1/2/3 が明確なもの
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数） （導出指標）
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6.7.5　プラットフォーム別のSLOC生産性：新規開発
　ここでは、開発対象プラットフォームの種類ごとに、SLOC 生産性の分布を示す。開発対象プラットフォー
ムは収集データでは複数指定可能であるが、開発対象プラットフォーム _1/2/3 のいずれかで該当するものを、
開発対象プラットフォームのグループ （Windows 系と Unix 系）に分類し統計処理している。
　最初にプラットフォームのグループ別の状況を示す。次に、プラットフォームのグループと主開発 4言語と
のクロスで箱ひげ図によって示す。
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図表 6-7-18 ●
プラットフォーム別SLOC生産性（新規開発、主開発 4言
語別） 箱ひげ図

図表 6-7-19 ●プラットフォーム別SLOC生産性の基本統計量（新規開発） （単位 :SLOC/人時）
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Windows系の生産性はUnix 系よりやや高い。言語別では、COBOL、VBでは大きな差異はみられない。

図表 6-7-17 ●
プラットフォーム別SLOC生産性
（新規開発、主開発 4言語混在） 
箱ひげ図

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 309_ 開発対象プラットフォーム _1/2/3 が明確な
もので、Windows 系と Unix 系に分類されるもの
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数） （導出指標）
・ 開発対象プラットフォームのグループ （Windows
系と Unix 系） （導出指標）
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6.7.6　月あたりの要員数とSLOC生産性：新規開発
　ここでは、月あたりの要員数と SLOC 生産性の分布を示す。
　月あたりの要員数は、実績工数（開発5工程）と実績月数（開発5工程）を使って算出した数値である。定義は、
付録 A.4 の導出指標に示す。
　最初に散布図で全体像を示す。次に、要員数の範囲を 10人で区切って箱ひげ図にした。また、要員数の範
囲と主開発 4言語とのクロスで箱ひげ図によって示す。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・実績月数（開発 5工程）＞ 0
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：月あたりの要員数 （導出指標）
・Y軸： SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数） （導

出指標）

4言語共通して、月あたりの要員数が大きいと、SLOC生産性は低目である。

図表 6-7-20 ●月あたりの要員数とSLOC生産性（新規開発、主開発 4言語別）
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図表 6-7-23 ●月あたりの要員数別SLOC生産性の基本統計量（新規開発） （単位 :SLOC/人時）
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図表 6-7-22 ●
月あたりの要員数別SLOC生産性（新規開発、主開発 4
言語別） 箱ひげ図

図表 6-7-21●
月あたりの要員数別SLOC生産性
（新規開発、主開発 4言語混在） 
箱ひげ図
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図表 6-7-25 ●外部委託比率とSLOC生産性（新規開発、主開発 4言語別）
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6.7.7　外部委託比率とSLOC生産性：新規開発
　ここでは、外部委託比率と SLOC 規模の分布、SLOC 生産性の分布を散布図で示す。外部委託比率は、付録 A.4
の導出指標に示す。

■ 層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、h：
VB、q：Java のいずれか
・外部委託比率 ≧ 0
・SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数）＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：外部委託比率 （導出指標）
・Y軸： SLOC 生産性（SLOC ／開発 5工程工数） （導

出指標）

SLOC規模の大きいものは、外部委託比率の高い傾向が見られる。外部委託比率とSLOC生産性には際立った相関は見
られない。
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図表 6-7-24 ●外部委託比率とSLOC規模（新規開発、主開発 4言語別）

N=173
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　この節では、FP規模と SLOC 規模の関係を示す。

6.8.1　FPとSLOC: 新規開発、IFPUGグループ、主開発 4言語別
　ここでは、4つの主開発言語について 1つのグラフで、FP 規模と SLOC 規模の相関図を示す。両軸を対数
表示にしたグラフも示す。

6.8　FP規模とSLOC規模の関係

言語混在で全体としては、FP規模とSLOC規模には正の相関関係が見られる。FP規模 = a × SLOC規模 の形で確認する
と、R2 = 0.605 である。主開発言語の中ではC言語が最もあてはまりが良かった。

図表 6-8-1● FPとSLOC（新規開発、IFPUGグループ、主開発 4言語別）
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■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1/2/3 が b：COBOL、g：C、
　h：VB、q：Java
・ 701_FP 計測手法が a：IFPUG、b：SPR、
　d：NESMA概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実効 SLOC 実績値 ＞ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実効 SLOC 実績値 （導出指標）

図表 6-8-2 ● FPとSLOC（新規開発、IFPUGグループ、主開発 4言語別） 対数表示
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　この章では、稼動後の発生不具合数をもとに、開発したソフトウェアの信頼性について示す。規模と発生不
具合数の関係、および規模と発生不具合密度の関係を示す。規模あたりの発生不具合数を「発生不具合密度」
とする。
　規模との関係に関しては、FP規模と SLOC 規模の両方の場合を掲載する。

　この節では、FP規模の実績データを計測しているプロジェクトを対象に、最初に FP規模と発生不具合数の
関係を、次に FP規模と発生不具合密度の関係を示す。

7.1.1　FP規模と発生不具合数：FP計測手法混在
　ここでは、開発プロジェクト種別全てのものをまとめて、FP計測手法の種類は分けずに、FP規模と発生不
具合数の関係について示す。FP規模と発生不具合数について、分布状況を散布図で示し、次に、開発プロジェ
クト種別ごとに基本統計量を表にまとめる。（図表 7-1-1、7-1-2）

7.1　信頼性：FP規模の場合
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図表 7-1-2 ●発生不具合数の基本統計量（FP計測手法混在） （単位：件）

7　信頼性の分析

■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・701_FP 計測手法は混在（手法名不明を含む）
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：発生不具合数 （導出指標）

このデータでは、規模と発生不具合数に強い相関関係はみられない。

図表 7-1-1● FP 規模と発生不具合数（全開発プロジェクト種別、FP計測手法混在）
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N=206

※ 発生不具合数が300を超えるものが2件あり、それらはグラフに示していない。
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7.1.2　FP規模と発生不具合数：IFPUGグループ
　この節では、FP規模と発生不具合数の関係について、開発プロジェクト種別全てのものをまとめて、FP計
測手法を IFPUG グループ（IFPUG 法、SPR 法、NESMA概算法）に絞った場合の結果を示す。
　FP 規模と発生不具合数について、分布状況を開発プロジェクト種別ごとの系列で散布図に示し、次に、開
発プロジェクト種別ごとに基本統計量を表にまとめる。（図表 7-1-3、7-1-4）

図表 7-1-4 ●発生不具合数の基本統計量（IFPUGグループ） （単位：件）�������������������������� ������ � � � � � � � � � � � � � �������

����������� �� ��� ���� ��� ���� ��� ��� ����

����������� ���� �� ���� ���� ����� ���� ����� �����

������� ���� �� ���� ���� ����� ���� ����� �����

�������� ��� �� ���� ���� ����� ��� ���� �����

������ ��� �� ���� ���� ����� ��� ����� �����

����� ��� �� ���� ���� ���� ��� ���� �����

■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・ 701_FP計測手法が a：IFPUG、b：SPR、d：NESMA
概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：発生不具合数 （導出指標）

このデータでは、規模と発生不具合数に強い相関関係はみられない。

図表 7-1-3 ● FP 規模と発生不具合数（全開発プロジェクト種別、IFPUGグループ）

�

�������������������������������������������

������������������������������������������

�

��

���

���

���

���

���

� ����� ����� ����� ����� ������ ������ ������

����������

�
�
�
�
�
�

����

�����

���

��

�����������������

N=195

※ 発生不具合数が300を超えるものが2件あり、それらはグラフに示していない。
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図表 7-1-6 ● FP 発生不具合密度の基本統計量（FP計測手法混在） （単位：件 /1,000FP）

7.1.3　FP規模と発生不具合密度：FP計測手法混在
　この節では、FP規模あたりの発生不具合数を「発生不具合密度」として、FP規模と発生不具合密度の関係
について、FP計測手法を区別しない場合の結果を示す。
　FP 規模と発生不具合密度について、分布状況を散布図に示し、次に、開発プロジェクト種別ごとに基本統
計量を表にまとめる。（図表 7-1-5、7-1-6）
　なお、発生不具合密度は 1000FP あたりの発生不具合数で示す。
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■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・701_FP 計測手法は混在（手法名不明を含む）
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：1,000FP あたりの発生不具合数 （導出指標）

FP規模が小～中では、発生不具合密度に大きな幅がある。FP規模が大きいプロジェクトでは、発生不具合密度はほぼ
一定以下になっていて、高いものはない。開発プロジェクト種別で分けてみると、中央値はすべて１桁台であるが、平均値
を見ると新規開発や改修・保守は、再開発や拡張よりも高めになっている。

図表 7-1-5 ● FP 規模とFP 発生不具合密度（全開発プロジェクト種別、FP計測手法混在）
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N=206

※1,000FPあたりの発生不具合数が300を超えるものが5件あり、それらはグラフに示していない。
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7. 信頼性の分析

7.1.4　FP規模と発生不具合密度：IFPUGグループ
　この節では、FP規模と発生不具合密度の関係について、FP計測手法を IFPUG グループに絞った場合の結果
を示す。
　FP 規模と発生不具合密度について、分布状況を開発プロジェクト種別ごとの系列で散布図に示し、次に、
開発プロジェクト種別ごとに基本統計量を表にまとめる。（図表 7-1-7、7-1-8）

図表 7-1-7 ● FP 規模とFP 発生不具合密度（全開発プロジェクト種別、IFPUGグループ）
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■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・ 701_FP計測手法が a：IFPUG、b：SPR、d：NESMA
概算のいずれか
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：1,000FP あたりの発生不具合数 （導出指標）

FP規模が小～中では、発生不具合密度に大きな幅がある。FP規模が大きいプロジェクトでは、発生不具合密度はほぼ
一定以下になっていて、高いものはない。開発プロジェクト種別で分けてみると、中央値はすべて１桁台であるが、平均値
を見ると新規開発や改修・保守は、再開発や拡張よりも高めになっている。

※ 1,000FPあたりの発生不具合数が300を超えるものが5件あり、それらはグラフに示していない。
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　この節では、SLOC 規模の実績データを計測しているプロジェクトを対象に、最初に、SLOC 規模と発生不
具合数の関係、次に、SLOC 規模と発生不具合密度の関係を示す。

7.2.1　SLOC規模と発生不具合数：全開発プロジェクト種別、主開発言語混在
　この節では、SLOC規模と発生不具合数の関係について、開発種別と開発言語を区別しない場合の結果を示す。

7.2　信頼性：SLOC規模の場合

図表 7-2-2 ●発生不具合数の基本統計量（主開発言語混在） （単位：件）������������������������������ � � � � � � � � � � � � �������
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※ 発生不具合数が200を越えるものが5件あり、それらはグラフに示していない。

図表 7-2-1● SLOC規模と発生不具合数（全開発プロジェクト種別、主開発言語混在）
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N=261

■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・312_ 主開発言語 _1は混在（不明を含む）
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実効 SLOC 実績値 （導出指標）
・Y軸：発生不具合数 （導出指標）

新規開発の場合、SLOC規模の大きいものには発生不具合数が比較的大きいものがある。
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7. 信頼性の分析

7.2.2　SLOC規模と発生不具合数：新規開発、主開発 4言語別
　この節では、SLOC 規模と発生不具合数の関係について、新規開発で開発言語を主要 4言語（COBOL、C、
VB、Java）に絞った場合の結果を示す。
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図表 7-2-4 ●主開発 4言語別の発生不具合数（新規開発） 箱ひげ図

■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1が b：COBOL、g：C、h：VB、q：
Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実効 SLOC 実績値 （導出指標）
・Y軸：発生不具合数 （導出指標）

SLOC規模と発生不具合数の関係について、言語により差があるかどうかは不明である。

図表 7-2-3 ● SLOC規模と発生不具合数（新規開発、主開発 4言語別）
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※ 発生不具合数が200を越えるものが4件あり、それらはグラフに示していない。

N=113

図表 7-2-5 ●発生不具合数の基本統計量（新規開発、主開発 4言語別）  （単位：件）
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7.2.3　SLOC規模と発生不具合密度：全開発プロジェクト種別、主開発言語混在
　この節では、SLOC規模と発生不具合密度の関係について、開発種別と開発言語を区別しない場合の結果を示す。

小規模開発のときは、発生不具合密度は差が大きい。

■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が明確なもの
・312_ 主開発言語 _1は混在（不明を含む）
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実効 SLOC 実績値 （導出指標）
・Y軸：1KSLOC あたりの発生不具合数 （導出指標）

※ 発生不具合密度が1.4を越えるものが6件あり、それらはグラフに示していない。

図表 7-2-6 ● SLOC規模とSLOC発生不具合密度（全開発プロジェクト種別、主開発言語混在）
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図表 7-2-7 ● SLOC発生不具合密度の基本統計量（主開発言語混在） （単位：件 /KSLOC）
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7. 信頼性の分析

7.2.4　SLOC規模と発生不具合密度：新規開発、主開発 4言語別
　この節では、SLOC 規模と発生不具合密度の関係について、新規開発で開発言語を主要 4言語に絞った場合
の結果を示す。

■ 層別定義
・103_ 開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・ 312_ 主開発言語 _1が b：COBOL、g：C、h：VB、q：
Java のいずれか
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■ 分析・集計対象データ
・X軸：実効 SLOC 実績値 （導出指標）
・Y軸：1KSLOC あたりの発生不具合数 （導出指標）

小規模開発のときは、発生不具合密度はばらつきがある。
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図表 7-2-9 ●主開発 4言語別のSLOC発生不具合密度（新規開発） 箱ひげ図

図表 7-2-8 ● SLOC規模とSLOC発生不具合密度（新規開発、主開発 4言語別）
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※ 発生不具合密度が1.4を越えるものが2件あり、それらはグラフに示していない。

N=113

図表 7-2-10 ● SLOC発生不具合密度の基本統計量（新規開発、主開発 4言語別） （単位：件/KSLOC）
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　この章では、工程別の分析と予実の分析について、その結果を示す。まず 8.1 節において、開発 5工程の工
程ごとの各種指標値（工期、工数、レビュー指摘件数、テストケース数、検出バグ数）の比率を示す。また 8.2
節では、規模、工期、工数についての計画と実績の差に関する分析結果を示す。

　この節では、開発 5工程の工程について、工程ごとの工期、工数の比率に関する分析結果を示す。

8.1.1　工程別工期の比率

　この節では、開発 5工程の工程について、工程ごとの開発期間の比率を示す。この比率は各プロジェクトの

開発 5工程の実績月数の合計を100％としたうえで各々の工程での値を算出している。以下に、層別方法およ
び分析・集計の対象データを説明する。また、工程の実績月数の比率について、箱ひげ図および基本統計量を示す。

■ 層別定義
・開発 5工程がすべて○のもの
・開発 5工程について , 各工程の実績月数がすべてあるもので、各月数が 0より大きいもの
※ 工程別の実績月数： 実績月数 _基本設計、実績月数 _詳細設計、実績月数 _製作、実績月数 _結合テスト、
実績月数 _総合テスト（ベンダ確認）の 5つの値を使用
■ 分析・集計対象データ
・ 実績月数 _基本設計、実績月数 _詳細設計、実績月数 _製作、実績月数 _結合テスト、実績月数 _総合テスト（ベンダ確認）
※ 全て導出指標。工程の開始日、終了日の実績データから算出した月数。開始日、終了日の実績データがない
場合、月数の実績データがあれば、その値で補完する

8.1　工程別の工期、工数

8　工程別と予実の分析

図表 8-1-1●工程別の実績月数の比率の箱ひげ図
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図表 8-1-2 ●工程別の実績月数の比率の基本統計量 （単位：比率）
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8. 工程別と予実の分析

8.1.2　工程別工数の比率

　ここでは、開発 5工程の工程別の実績工数の合計を 100％とした場合の比率を示す。以下、層別方法と分析・
集計の対象データの説明に続けて、工程別の実績工数の比率について、箱ひげ図と基本統計量を掲載する。

■ 層別定義
・開発 5工程がすべて○のもの
・工程別の実績工数がすべてあるもので、各値が 0より大きいもの。
※ 工程別の実績工数： 実績工数（総計人時）_基本設計、実績工数（総計人時）_詳細設計、実績工数（総計人時）
_製作、実績工数（総計人時）_結合テスト、実績工数（総計人時）_総合テスト（ベンダ確認）
■ 分析・集計対象データ
・ 実績工数（総計人時）_基本設計、実績工数（総計人時）_詳細設計、実績工数（総計人時）_製作、実績工
数（総計人時）_結合テスト、実績工数（総計人時）_総合テスト（ベンダ確認）
※全て導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工数合計の人時換算値。

図表 8-1-3 ●工程別の実績工数の比率の箱ひげ図
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図表 8-1-4 ●工程別の実績工数の比率の基本統計量 （単位：比率）
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　この節では、開発 5工程について、工程ごとのレビューとテスト状況に関する分析結果を示す。以下、本節
の図表内の表記において、「総合テスト」は「総合テスト ( ベンダ確認 )」工程を指す。

8.2.1　工程別のレビュー指摘件数

　ここでは、基本設計工程のレビュー指摘件数の密度（FP規模あたりの密度、SLOC 規模あたりの密度、工数
あたりの密度）を示す。他工程のレビュー指摘件数については、回答数が少ないため掲載対象外とした。以下
に、層別方法および分析・集計の対象データの説明に続けて、基本設計工程のレビュー指摘件数の密度につい
て、基本統計量を掲載する。
　工数あたりの密度では、分母は開発 5工程の実績工数である。工数あたりの密度については、1,000 人時あ
たりの密度と、165 人時あたりの密度の 2種類を掲載する。後者の分母の単位の 165 人時は、「902_ 人時換
算係数 _人時 /人月」の収集データの中央値を使用している。

■ 層別定義
・開発 5工程がすべて○のもの
・5249_ 設計フェーズ別レビュー指摘件数（基本設計）の記入があるもの
・FP規模あたりの密度を算出する場合：5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・SLOC 規模あたりの密度を算出する場合：実効 SLOC 実績値＞ 0
・工数あたりの密度を算出する場合：実績工数（開発 5工程）＞ 0
■ 分析・集計対象データ
・5249_ 設計フェーズ別レビュー指摘件数（基本設計）

8.2　工程別のレビューとテスト状況
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図表 8-2-1●基本設計レビュー指摘件数のFP密度の基本統計量 （単位：件 /1,000FP）
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図表 8-2-2 ●基本設計レビュー指摘件数のSLOC密度の基本統計量 （単位：件 /KSLOC）
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図表 8-2-3 ●基本設計レビュー指摘件数の工数密度の基本統計量 （単位：件 /1,000 人時）
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図表 8-2-4 ●基本設計レビュー指摘件数の工数密度の基本統計量 （単位：件 /165 人時）
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8.2.2　テスト工程別のテストケース数と検出バグ数

　ここでは、結合テスト、総合テスト（ベンダ確認）の 2工程について、テストケース数、検出バグ現象数、
検出バグ原因数の密度（FP規模あたりの密度、SLOC 規模あたりの密度、工数あたりの密度）を示す。以下で、
層別方法と分析・集計の対象データの説明に続けて、テスト工程別のテストケース数、検出バグ現象数、検出
バグ原因数の密度について、箱ひげ図と基本統計量を掲載する。
　工数あたりの密度では、分母は開発 5工程の実績工数である。工数あたりの密度については、1,000 人時あ
たりの密度と、165 人時あたりの密度の 2種類の基本統計量を掲載する。後者の分母の単位の 165 人時は、
「902_ 人時換算係数 _人時 /人月」の収集データの中央値を使用している。

■ 層別定義
・開発 5工程がすべて○のもの
※  8.1 節のデータの母集団と似たものを使うため、着目しているテスト 2工程だけでなく、開発 5工程が全
て○のものとした

・FP規模あたりの密度を算出する場合：5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・SLOC 規模あたりの密度を算出する場合：実効 SLOC 実績値＞ 0
・工数あたりの密度を算出する場合：実績工数（開発 5工程）＞ 0
・以下に示す分析・集計対象データの記入があるもの
■ 分析・集計対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

図表 8-2-5 ● FP 規模あたりのテストケース密度、検出バグ密度の箱ひげ図
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図表 8-2-7 ● SLOC規模あたりのテストケース密度、検出バグ密度の箱ひげ図
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◆SLOC規模あたりのテストケース密度、検出バグ密度
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図表 8-2-8 ● SLOC規模あたりのテストケース密度、検出バグ密度の基本統計量　　　（単位：件 /KSLOC）
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図表 8-2-6 ● FP 規模あたりのテストケース密度、検出バグ密度の基本統計量 （単位：件 /1,000FP）



ソフトウェア開発データ白書 2006 ● 151

8. 工程別と予実の分析

� � � � ����������������

� � �� ��� ���� ��� ���� ��� ��� ����

������������� ���� ���� ����� ������ ������ �������� ������ ������

������������� ���� ���� ����� ����� ������ ��������� ������ ������

�������������� ���� ���� ���� ���� ����� ������ ����� �����

�������������� ���� ���� ���� ���� ��� ������ ����� �����

�������������� ���� ���� ���� ���� ����� ����� ����� �����

�������������� ���� ���� ���� ���� ���� ������ ���� �����

図表 8-2-10 ●工数（1,000人時）あたりのテストケース密度、検出バグ密度の基本統計量　　（単位：件/1,000人時）
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図表 8-2-11●工数（165人時）あたりのテストケース密度、検出バグ密度の基本統計量　　　（単位：件 /165人時）

図表 8-2-9 ●工数あたりのテストケース密度、検出バグ密度の箱ひげ図
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　この節では、規模、工数、工期などについて、計画と実績の差を分析する。
　詳細は 8.3.1 ～ 8.3.3 で示すが、結果を先にまとめると、実績は計画と比較して、平均値で規模は 10％増加、
工数は 20％超過、工期は 8％超過の傾向が見られた。
　規模、工数、工期をまとめた考察として、推測ではあるが、現実のプロジェクトでは、規模は開発の進行に
つれて仕様が詳細化するほど膨らみがちになる傾向を示していると考える。また、工期の超過が比較的少ない
点は、一旦決定した日時を守るようにプロジェクトを実行するというビジネス上の制約を表しているととれる。
　また、規模の増加による開発作業増でも期日内に吸収するべくプロジェクトを実行するため、工数増などに
よって対応しているケースもあるのではないかと考えられる。
　なお、上記はあくまでも傾向を示すものであるため、規模の増加や工数、工期の超過をどの程度見込むかと
いうような計画には、そのまま使えないことに留意いただきたい。

　図表 8-3-1 に、規模、工数、工期の超過のイメージを示す。

8.3　計画と実績の分析

8.3.1　規模の計画と実績
　FP 規模データのあるプロジェクトのうち、基本設計時点（無い場合は、詳細設計時点）の計画時の規模見
積り値と、実績の規模があるものを対象として、差を分析する。計画値と実績値の散布図と、実績が計画に対
してどれだけ増加したかを比率（｛実績値－計画値｝÷計画値）％で示す。

図表 8-3-1●規模 , 工数 , 工期の計画と実績の差のイメージ
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図表 8-3-2 ● FP 規模の計画と実績

■ 層別定義
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP 実績値 _調整前（計画値）＞ 0

グラフの対角を結ぶ緑色の線（y＝ x）は、この線より下にある点は計画以内に実績が収まっていることを示している。
線より上の点は実績が計画を上回っている。赤い直線は、FP規模の計画値と実績値の分布の回帰線で、回帰式の係数は
約1.11である。図表8-3-3および図表8-3-4の平均値から、計画規模よりも実績が約10%以上超過していることを示し
ている。

■ 分析・集計対象データ
・X軸：FP実績値 _調整前（計画値）

図表 8-3-3 ● FP 規模の計画と実績の差の比率

�

������������������������

�

�� ��� ���� ��� ���� ��� ��� �����

��� ������� ������ ������ ����� ����� ����� ������

�

図表 8-3-4 ● FP 規模の計画と実績の差の比率の分布������������������������
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8.3.2　工数の計画と実績
　工数データのあるプロジェクトのうち、基本設計時点（無い場合は、詳細設計時点）の計画時の工数の計画
値と、実績値があるものを対象として、差を分析する。ここで分析対象としたプロジェクトの大半では基本設
計時点の計画工数が記入されていた。一部のプロジェクトでは、基本設計時点の工数はないが詳細設計時点で
の記録が提供されていたので、それを使用した。
　計画値と実績値の散布図と、実績が計画に対してどれだけ超過したかを比率（｛実績値－計画値｝÷計画値）％
で示す。

■ 層別定義
・計画工数（プロジェクト全体）＞ 0
・実績工数（プロジェクト全体）＞ 0

グラフの対角を結ぶ緑色の線（ｙ＝ｘ）は、この線より下にある点は計画以内に実績が収まっていることを示している。
線より上にある点は実績が計画を上回っている。赤い直線は、工数の計画値と実績値の分布での回帰線を表す。この線を
表す回帰式の係数は約1.21である。図表8-3-6および図表8-3-7から、計画工数よりも実績が約20％超過していること
を示している。

■ 分析・集計対象データ
・X軸：工数 _計画値 （人時換算後）
・Y軸：工数 _実績値 （人時換算後）

図表 8-3-6 ●工数の計画と実績の差の比率
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図表 8-3-5 ●工数の計画と実績

図表 8-3-7 ●工数の計画と実績の差の比率の分布
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8. 工程別と予実の分析

8.3.3　工期の計画と実績
　ここで分析対象としたプロジェクトは、計画の工期（開発 5工程）が記録されており、かつ実績の工期（開
発 5工程）も記録されているものである。それらの母集団に含まれるプロジェクトは、8.3.1 または 8.3.2 の
規模や工数のプロジェクト群とはすべて一致しているわけではない。理由は、すべてのプロジェクトでFP規模、
工数、工期について、計画と実績のデータを必ず記録していたわけではなく、X軸又は Y軸となるデータが欠
けている（空欄になっている）ものは、対象に含まれないからである。
　計画値と実績値の散布図と、実績が計画に対してどれだけ上回ったかを比率（｛実績値－計画値｝÷計画値）％
で示す。

■ 層別定義
・開発 5工程月数 _実績値＞ 0
・開発 5工程月数 _計画値＞ 0

グラフの対角を結ぶ緑色の線（ｙ＝ｘ）は、この線より下にある点は計画以内に実績が収まっていることを示している。
線より上にある点は実績が計画を上回っている。赤い直線は、工期の計画値と実績値の分布での回帰線を表す。この線を
表す回帰式の係数は約1.05である。図表8-3-9および図表8-3-10から、計画工期よりも実績が平均値では約8％超過し
ていることを示している。

■ 分析・集計対象データ
・X軸：開発 5工程月数 _計画値
・Y軸：開発 5工程月数 _実績値

図表 8-3-9 ●工期の計画と実績の差の比率

図表 8-3-10 ●工期の計画と実績の差の比率の分布

����������������������

�� ��� ���� ��� ���� ��� ��� ����

���� ������� ������ ������ ������ ������ ������ ������

�

�����������������������

��������

�

��

��

��

��

��

��

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
��
�
�

���������������������������������

�
�

�
�

����������������������

�� ��� ���� ��� ���� ��� ��� ����

���� ������� ������ ������ ������ ������ ������ ������

�

�����������������������

��������

�

��

��

��

��

��

��

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
�
��
�

�
��
�
�

���������������������������������

�
�

�
�

��� ������������������� ������������������

�������������������� ������������������ �������

�����������������

�����

����������

�
�
���������

�

�

��

��

��

��

��

��

� � �� �� �� �� �� ��

���������

�
�
��
�
��
�
�

�

����������������������

�� ��� ���� ��� ���� ��� ��� ����

���� ������ ����� ����� ���� ����� ���� ����

�

�����������������������

��������

�

��

��

��

��

��

��

��

�
�

�
�
�� �
�

�
�
�� �
�

�
�
�� �

�
�� �

�
�� �

�
�� �

�
�� �

�
�� �

�
�
�

���������������������������������

�
�

�

�

����������������������� 8.3 - 6

図表 8-3-8 ●工期の計画と実績
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　この章では、統計分析の結果の読み方と多変数データ分析についての解説と事例を示す。

9.1　解説1：統計分析の読み方
9.1.1　統計分析の結果の読み方の解説

　統計分析は、母集団のさまざまな特性を収集データから得るための方法である。統計分析の結果から得られ
るさまざまな統計量の意味を理解することは、大量のデータの分析結果を読み解く上で大切なことである。代
表的な統計量は一般に次の 2 つのことを明らかにすることを目的としている。ひとつは、母集団の「中心」。
言い換えると典型的な特性を示すもので、収集データの広義の「平均」から推定する。もうひとつは母集団の
「ばらつき」を示すもので、収集データの「分散」や「標準偏差」などから推定する。

（1） 統計分析の前提条件とソフトウェアプロジェクトデータ

　多くの統計分析の理論は、対象とする母集団の特性値の分布が左右対称でなだらかな釣鐘状の「正規分布」
をなすことを前提条件にしている。例えば測定誤差は一般に正規分布をなすと言われ、同一条件で繰り返して
測定値を求めるとそのデータの分布は正規分布に従う。
　ソフトウェアプロジェクトにおける規模、工数、工期などの収集データは正の値をとり、その分布は正規分
布ではなく、右裾が長く延びる非対称形をしている。しかし、規模、工数、工期などの収集データを対数変換す
ると変換後の収集データの分布は経験上ほとんどすべての場合、正規分布となる。したがって、このような種
類のソフトウェアプロジェクトデータに対しては、対数変換を行ってからさまざまな統計分析を行うことが多い。

（2） データを概観できるヒストグラムと散布図

　統計量はあくまで、収集データを要約したものである。一般に統計分析では、分析対象データが同質で単一
の母集団からのものであるということを暗黙の前提条件としている。しかし、実際は特性の異なる複数の母
集団からのデータ群が混在していることも少なくない。そのようなデータ群の統計量は本質を捉えていない
ことがある。1 次元データ（変数がひとつ）の場合は、統計量とともにヒストグラムを、2 次元データ（変
数が 2 つ）の場合は散布図を眺めるとよい。

（3） 典型的な特性を表す「平均値」と「中央値」

　ひとくちに「平均」と言っても統計学的にはさまざまなものがある。普通「平均」というと「算術平均」す
なわち、分析対象データの値の合計をデータ数で割った「平均値」を指す。その他に、全データを大きさの順
に並べ替えてその真ん中に位置するデータの値をとる「中央値」も広義の「平均」である。正規分布に従うデー
タでは、「平均値」と「中央値」は同じ値となる。「算術平均」は計算が簡単であるため広く使われているが、
外れ値と呼ばれる異常値の影響を受けやすいという欠点を持っている。それに対して「中央値」は外れ値の影
響をほとんど受けない。異常値を含むデータ群や規模や工数などの非対称の分布をなすデータ群では、「平均値」
より「中央値」の方がより典型的なプロジェクトの特性を示している。

（4） 特性のばらつきの程度を示す「分散」と「標準偏差」

　データ群が「平均値」からデータがどの程度ばらついているかを示す統計量として、「分散」と「標準偏差」
がある。ばらつきの程度を示す量として「分散」が用いられることが多いが、「分散」はもとのデータを二乗
したものが計算のベースとなっていて、もとのデータ群やその「平均値」と単位が異なるため、ばらつきの程
度が直感的にわかりにくいという欠点を持っている。それに対して「分散」の平方根から得られる「標準偏差」
は、もとのデータ群やその「平均値」と同じ単位を持っていてばらつきの程度を理解しやすい。
　標準偏差を用いると、正規分布におけるばらつきの程度を容易に把握できる。例えば、平均μ、標準偏差
σの正規分布をする母集団からのサンプル値がμ－σからμ＋σの間に入る確率は 68.3％、μ－ 2σからμ 
＋ 2σの間に入る確率は 95.4％である。平均値と標準偏差を知ることにより、あるデータの全体における位

9　統計分析についての解説
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9. 統計分析についての解説

置づけやその値が確率的にどの程度起きやすいかを比較的容易に判断できる。

（5） 2 つの変数の関係を示す「相関係数」と「回帰係数」

　相関分析は、2 つの変数間の関係の程度を求める方法である。相関分析の結果得られる「相関係数」は－ 1
から＋ 1までの間の値を取り、相関係数が 0のときは 2つの変数間で関係がないことを示す。「寄与率」は相
関係数を二乗したもので、独立変数の変動が従属変数の変動をどのくらい説明できるかを表している。相関係
数が 1 の場合は寄与率も 1 となり、従属変数の変動を独立変数の変動で 100％説明できることになる。
　回帰分析は、母集団の従属変数（例えば工数）が独立変数（例えば規模）の一次関数であるとの仮定のもと
で、得られたデータから最も確からしい一次関数を求めるというものである。一次関数の式が得られれば、あ
る独立変数の値に対して最も確からしい従属変数の値を推定することができる。
　回帰分析で最も確からしい一次関数を求めるときの前提条件として、誤差の分散が独立変数の値によらない
というものがある。規模に対する工数の誤差は規模が大きくなると大きくなるため、この前提条件を満たさな
い。したがって、ソフトウェアプロジェクトデータでは、データを対数変換して、分布を正規分布にしてから
回帰係数を求めてみるとよい。

（6） 統計量の信頼度を示す「P 値」と「有意水準」

　統計分析の結果得られた統計量は、あくまで母集団からランダムに収集した（という仮定に基づく）データ
に依存している。したがって、分析結果が実際の母集団の特性をどの程度うまく表しているかどうかは確率的
に定まる。例えば、母集団のある特性の平均値と収集データの平均値とは異なる。しかし、その差は収集デー
タ数の平方根の逆数に比例して小さくなるため、ある程度のデータ数があれば普通問題とならない。
　「P 値（有意確率）」は、母集団からのサンプルデータを統計分析した結果の（不）確かさ、つまり統計分析
結果が「真実でない」確率を表す。したがって、P 値が小さいほど分析結果は信頼できる。例えば、相関係数
が 0.3 で P 値が 0.01 であるということは、「母集団の 2 つの変数間に本当は相関がなくても相関係数の絶対
値が 0.3 以上になる確率は 0.01 である」、言い換えると「母集団の 2 つの変数間に相関がある可能性は 99％
である」ということを示している。
　「有意水準」は、統計分析の結果の確かさを共通的な基準で議論できるように設定したものである。危険率
と呼ばれることもあり、普通は 5％または 1％が用いられる。例えば「危険率 5％で相関係数が有意である」
という意味は、「ふたつの変数が独立で本当は相関がない場合でも、計算で求まったような相関係数が得られ
る可能性がありうるが、その確率が最大でも 20 回に 1 回（5％）と小さいから母集団に相関があると言って
もよい」ということである。「有意水準」を設定することにより、P 値が 0.012 でも 0.049 でも「危険率 5％
で有意」というひとつの枠の中で語ることができる。

（7） 偏りのある分布の特性を把握しやすい「箱ひげ図」（図表 9-1-1 参照）

　データの大まかな特性値を示す手段のひとつに「箱ひ
げ図」がある。「箱ひげ図」は文字通り、「箱」とそれに
付随した「ひげ」から構成される。箱の上端は上ヒンジ
と呼ばれ上から全体の 25％に相当するデータの位置（値）
を示す。同様に箱の下端は下ヒンジと呼ばれ、下から
25％に相当するデータの位置（値）を示す。上下 50％
の境目は中央値であり、箱の中のその位置に横線を引い
て示す。ひげの表し方は、単に最大値と最小値までをそ
れぞれひげとして箱から伸ばす方法もあるが、もう少し
複雑な特性値を表す方が有用である。すなわち、外れ値
を除いた最大値と最小値までをひげとして箱から伸ばす
ことにより、異常値の影響を少なくする方法である。外
れ値は、内境界点すなわち上ヒンジ＋箱の長さ× 1.5 と
下ヒンジ＋箱の長さ× 1.5 の外側のデータである。した
がって、ひげの端は内境界点ではなく、内境界点内のデー
タの中で最も外側に位置するデータまでとなる。さらに、
上ヒンジ＋箱の長さ× 3と下ヒンジ＋箱の長さ× 3 のふ
たつの位置を外境界点と呼んで、その外側のデータを極

図表 9-1-1●箱ひげ図の説明
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値とすることにより、外れ値をより細かく分類することができる。
　正規分布に従うデータを箱ひげ図で表すと、上下ヒンジが ± 0.67 σ、内境界点が± 2.7 σとなる。ただし、
σは標準偏差である。内境界点の外側にあるデータは上下それぞれ0.35％ずつで合わせて全体の0.7％となる。

9.1.2　コラム：分析例

　ここでは、2006 年 3月までに収集された SEC のデータ（1,419 件）から抽出したデータを用いた統計分析
の結果の例を示す。抽出したデータは、業種が金融・保険業で、アーキテクチャがイントラネット /インター
ネットの新規開発プロジェクト 27件である。

（1） もとのデータと対数変換後の基本統計量の比較

　抽出したもとのデータの規模（FP）と工数（人時）の平均値と中央値には大きな差があった。一方、対数
変換をしたデータの平均値と中央値はほぼ等しくなった。そのため、「統計分析の結果の読み方」で述べたよ
うに、対数変換後のデータは正規分布に従うことが確認できたため、対数変換後のデータで回帰分析を行う。
　なお、ここで工数は、開発 5工程の実績工数である。FPは調整前の規模である。

（2） 回帰分析

　図表 9-1-2 に回帰分析の結果を示す。図表 9-1-3 に FP 規模と工数の対数変換後の散布図を示す。図表
9-1-3 からはデータ群が 2 つのグループに分かれるなどの異常な散布図にはなっていないことがわかる。回帰
直線の傾きは 1.02（小数点第 3 位を四捨五入）であり、規模の増加の割合に比べて開発工数の増加の割合が
わずかに大きいことを示している。傾きの P値は 6.77E-11 であることから、真の傾きがゼロすなわち「母集
団では、規模の増加が工数の増加に影響を与えることはない」という可能性が 10 のマイナス 10 乗以下であ
ることを示している。図表 9-1-3 の上位 25％と下位 25％により、母集団の傾きと切片の真の値の範囲を推定
できる。例えば、確率が 50％で母集団の傾きは 0.956~1.085 の範囲にある。
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図表 9-1-3 ● FP 規模と工数の関係：対数変換後

� ��� ���

�� ������ ������

� �� ��������� ���������

�� ���� ������ ������

�� ���� ������ ������

図表 9-1-2 ●回帰分析
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（3） もとのデータの信頼幅

　もとのデータでの規模に対する開発工数の標準値、および± 50％信頼幅を図表 9-1-4 に示す。例えば、
2,000FP の規模の金融・保険業でイントラネット /インターネットのプロジェクトの工数は、グラフの上位
25％と下位 25％の値を読み取ることにより、50％のプロジェクトでは 3,000~6,200 人時の範囲であること
がわかる。

図表 9-1-4 ● FP 規模に対する工数の信頼幅�����������������������
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9.2　解説2：多変数データの統計分析
　本書に掲載のソフトウェアプロジェクトの実績データは、図表9-2-1 のような、欠損値を含む＜個体×変数＞
型データであり、1つの個体（プロジェクト）に対して多数の変数が記録されている。本節では、このような
多変数の関連の分析に適した統計解析手法について紹介する。なお、図表 9-2-1 のデータはあくまでも本説明
のために作成した架空のデータであることにご留意いただきたい。また、紙面の都合上、詳細は割愛するが、
図表 9-2-1 のようなデータセットを作成するにあたって、各プロジェクトにおける変数の定義を可能な限りそ
ろえる必要がある。例えば、工期（月数）については、各プロジェクトにおける 1 人月あたりの時間数（例え
ば 1 人月 =160 人時など）の定義をそろえる必要があるし、規模（FP）については、FP の計測手法が同種の
プロジェクトのみを用いることが望ましい。

9.2.1　目的変数と説明変数を決める

　まず、分析に際し、興味のある変数（目的変数）を1 つ決める。例えば、図表9-2-1 において、目的変数として「生
産性」を選ぶこととする。次に、目的変数との関連を調べたい変数（説明変数）を選ぶ。ここでは、説明変数
として「業種」から「外部委託率」までの 7 変数を選んだとする。この場合の興味は、それぞれの説明変数は
生産性との関連があるのか、その関連の強さはどの程度か、またその関連は統計的に有意といえるのか、といっ
たことである。

9.2.2　説明変数の尺度をそろえる

　目的変数である生産性は、値を足したりかけたりすることが可能な量的データである。一方、説明変数に
は、業種、アーキテクチャといった値の演算が不可能な質的データと、規模や工期といった量的データが混在
しているため、統一的に扱うことが困難である。そこで、全ての説明変数を質的データに揃えてから分析する
こととする。ここでは、規模、工期、平均要員数、外部委託率について、値の大きさに応じて下位 25％のデー
タ、上位 25％のデータ、それ以外の中位のデータの 3 つのカテゴリに分けることとする。規模（FP）につい
てこの処理を行った例を図表 9-2-2 に示す。このようにして全ての説明変数を質的データにそろえたものが図
表 9-2-3 である。

図表 9-2-2 ●量的データから質的データへの変換
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図表 9-2-1●＜個体×変数＞型データの例
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2 ������� C 80 8 6 0 0.0970
3 �� C/S COBOL 77 6 1 0 0.1016
4 �� Visual Basic 255 6 0.25 0.1203
5 ��� ������� 349 4 3 0.25 0.1273
6 �� �� C++ 4 11 0.5 0.1835
7 �� C/S COBOL 375 2 2 0 0.2022
8 �� �� Java 271 12 0 0.1551
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9.2.3　分散分析を行い、質的データと量的データの関連を調べる

　図表 9-2-3 のように、目的変数が量的データであり、説明変数が質的データである場合、分散分析が適用で
きる。分散分析にはいくつか種類があるが、ここでは最も簡便な一元配置分散分析に限定して話を進める。（一
元配置の）分散分析は、ある質的データ（例えばアーキテクチャ）のカテゴリ（C/S、スタンドアロン、混合）
の間で、ある量的データ（生産性など）の平均値に差があるかどうかを検定する手法である［2］。分散分析で
は、質的データ（説明変数）と量的データ（目的変数）の間に関連があるか否か（すなわち、カテゴリ間で平
均値に差があるか否か）を統計的に確かめるためのp 値という指標と、その関連の大きさを表す寄与率（効果
量、相関比とも呼ばれる）という指標が算出できる。
　分散分析は Excel や SPSS のようなソフトウェアで行うことができる。例えば、アーキテクチャと生産性に
ついて分散分析する場合、図表 9-2-4 に示すように、アーキテクチャのカテゴリごとにプロジェクトを分類し
た表へと作り直すことで、Excel の分析ツールにかけることが可能となる。寄与率は Excel による分散分析の
結果から、以下の式で求めることができる。

　寄与率は 0 から 1 の実数値をとり、1 に近いほどデータ間の関連が強い（大きい）ことを示す。

9.2.4　分析の事例

　分散分析を試行した事例を紹介する。分析に使用したデータセットは 2005 年度版データ白書 2005 の第 7 
章、図表 7-1-2 の定義に基づき、1009 件のプロジェクトから絞り込んだ 211 件の新規開発プロジェクトであ
る。工数、工期、外部委託率、生産性の定義もデータ白書 2005 に準じる。平均要員数については、開発総工
数÷工期により求めた値を用いている。
　生産性に対する各プロジェクト特性の寄与率とp値を図表9-2-5 に示す。図より、この試行では、平均要員数、
アーキテクチャ、業種、外部委託率、種開発言語、工期、規模 （FP）の順に寄与率が高いことが分かる。この
7変数全てが有意水準 5％で生産性に寄与している（すなわち p値≦ 0.05）といえる。一般に、プロジェクト
の数が少なかったりカテゴリが細かすぎる場合は、p値が大きくなり、統計的に有意でなくなる場合がある。

グループ間変動
グループ内変動＋グループ間変動

寄与率 ＝

図表 9-2-3 ●変換後の説明変数と目的変数
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図表 9-2-4 ●分散分析に用いる表の作り方の例
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このような場合は、プロジェクト数を増やしたり、いくつかのカテゴリを一つにまとめる（例えば、「C」と「C++」
という 2 つのカテゴリを「C/C++」として一つにまとめるなど）ことにより、1 カテゴリあたりのプロジェク
ト数を増やすことが必要となる。

　なお、この結果は、例えば平均要員数が生産性と大きな関連を持つことは示されているが、平均要員数の大
小の違いによって生産性がどの程度変わってくるのかについては、さらなる分析が必要となる。例えば、平均
要員数の「上位」「中位」「下位」のカテゴリごとに生産性の分布を表す箱ひげ図を描いたり、2 つのカテゴリ
間で平均値の差の検定（t検定）を行うことが必要となる。

9.2.5　カイ二乗検定を行い、質的データ間の関連を調べる

　分散分析により、各説明変数と目的変数との関連を知ることができたが、説明変数同士もまた互いに関連を
持っている可能性がある。例えば、アーキテクチャと主開発言語との間には何らかの関連があるかもしれない。
ところが、規模や工期といった量的データ間の関連の大きさや関連の有無は相関係数や無相関検定などにより
調べることができるが、アーキテクチャや言語といった量的データには適用できない。このような場合には、
χ2（カイ二乗）検定が適用できる。
　χ2 検定は、独立性の検定とも呼ばれ、質的データ間に関連があるか否か（独立であるか否か）を検定する
ための手法である［2］。χ2 検定では、質的データ間の関連が統計的に有意であるか否かを確かめるためのp
値と、その関連の大きさを表すクラメールの V（Cramer’ s V）という指標が算出できる。クラメールの V は、
質的データにおける相関係数とも位置づけられる。
　χ2 検定を行うには、図表 9-2-6 に示すようにクロス集計表を作成する必要がある。図中のクロス集計表の
各マスの値は、該当するプロジェクトの個数（ケース数）である。χ2 検定は Excel の分析ツールには含まれ
ていないが、群馬大学の青木繁伸先生のWeb ページ［1］で行うことができ、p 値、クラメールの V ともに
算出できる。クラメールのV は 0 から 1 の値をとり、1 に近いほど変数間の関連が大きいことを表す。

図表 9-2-5 ●分散分析の試行結果（生産性に対する各変数の寄与率とp 値）
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図表 9-2-6 ●χ2 検定に用いるクロス集計表の作り方の例
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　χ2検定を試行した事例を紹介する。図表9-2-7 は、図表9-2-2 と同様のデータセットを用いてχ2検定を行っ
た結果である。表の各マスの上段の数値がクラメールの V であり、下段の数値がp 値である（ここではp 値
をパーセント表示している）。有意水準 5％で関連がある（p 値≦ 5％）と認められた部分についてはクラメー
ルの V の値を太字で示した。なお、クラメールの V の値が大きいからといって統計的に有意となるとは限ら
ない。有意となるか否かは、プロジェクトの数やカテゴリの細かさなどにも影響を受けるためである。
　図表 9-2-7 より、この分析の試行では、平均要員数は他の 6 つの変数と関連が認められることや、規模と工
期は関連が強いことなどが分かる。ただし、分散分析と同様、より詳細に関連を分析するためには、2 変数に絞っ
て散布図や箱ひげ図を描いたり、t検定などを行うことが必要となる。

9.2.6　まとめ

　ここでは、質的データと量的データの関連を調べるための分散分析と、質的データ間の関連を調べるための
χ2 検定について概説し、それぞれ手法の試行の事例を紹介した。紙面の都合上、各手法を適用する際の前提
条件については述べていない点に注意されたい。例えば、（一元配置）分散分析は、各カテゴリの分散が等し
いことを前提にしており、分散の均一性についても予め検定しておく方が望ましい。詳しくは、検定に関する
図書やWeb サイト（［2］など）を参照していただけたらと思う。

参考情報

［1］ 青木繁伸： 統計電卓（CGI） 独立性の検定（カイ二乗検定）, http：//aoki2.si.gunma-u.ac.jp/calculator/
chi_sq_test.html

［2］ 青木繁伸：統計学自習ノート , http：//aoki2.si.gunma-u.ac.jp/lecture/

図表 9-2-7 ●χ2 検定の試行結果（クラメールのV とp 値）
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　各企業が、本書で示したような定量的なデータを自社のマネジメントプロセスに取り込むなど、定量データ
を活用する取り組みは、プロジェクトを成功に導く上で非常に重要である。さらに大切なことは、こうした取
り組みを地道に続けることであり、改善の積み重ねが経営効率を高めることにもつながるであろう。
　この章では、SEC への協力企業の取り組みを、定量データ活用の参考事例として示す。

　まず、定量データの活用を積極的に推進している企業にヒアリングした内容をサマリとして以下に示す。

（1） 定量化の背景と目的（取り組みの動機）について
　定量化の背景と目的については、生産性および品質の向上のためと、見積り精度の向上のためとに大別され
た。各々について次に具体例を示す。
（a）生産性および品質の向上に関する目的
　• 顧客からのコストや期間への要求が厳しくなってきている状況に対応したい。
　• 赤字プロジェクトを撲滅したい。
　• 実績値に裏づけされたプロジェクトの評価が必要と考えている。
　• 部門間のベンチマークをしたい。
　• 社内の生産性や品質の経年変化を把握したい。
（b）見積り精度の向上に関する目的
　• 顧客から見積りの客観的根拠を要求されている。
　• 自社の実績データに基づき、合理的な見積りを行いたい。

（2） 定量化の取り組み内容について
　規模、工数、品質に対する定量化の取り組み内容について、次のような事例があった。
（a）規模の測定
　• システムの特性や顧客の要望により FP計測手法を使い分けている。
　• 上流工程でも FPを計測できるように自社向けにカスタマイズしている。
　• FP 以外に SLOC や画面、帳票数など複数の尺度を併用している。
　• FP と SLOC の換算値を蓄積している。
（b）工数の測定
　• 作業日報から工数を集計している。
　• プロジェクト期間内に定期的にデータを収集している。
　• スケジュール管理ツールの活用している。
（c）品質の測定
　• バグの発生工程ごとの原因分析（どの工程で作りこまれたバグか）をしている。
　• レビュー率、テスト密度、レビュー検出バグ密度等の品質指標を総合的に判断している。
　• 出荷後不具合を影響度合によってランク付け、ランク別の件数を収集している。

（3） 定量データの活用について
 　定量データの活用事例として、次のようなものがあった。
　• 大規模開発など高リスクプロジェクトは、見積内容等について経営を含めた第三者による審査を実施する。
　• リスクに応じて、QA部門が定期的にプロジェクトの進捗状況を監視する。
　• プロジェクト完了時に最終的審査と予実績差異分析を実施する。
　• 見積り・提案内容、技術的課題、工程別、出荷判断等の観点から各種の審査を実施する。

10　組織的な取り組み事例

10.1　取り組みのサマリ
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10. 組織的な取り組み事例

（4） 推進体制と仕組み（教育・啓発含む）について
　定量化の推進体制と仕組みについては、次のような事例があった。
　• 全社レベルの委員会により定量化を推進している。
　• 専任スタッフが現場に出向いてデータを収集している。
　• スタッフ部門が、現場がデータ収集しやすい仕組みを構築している。
　• スタッフ部門により、現場での定量化の浸透状況を把握している。
　• FP 法を普及させるために、専任スタッフが現場を指導しながら計測している。
　•     FP の計測負荷を軽減するためのツール、計測マニュアルを整備している。
（システムの適用分野や標準的処理方式に合わせて FP計測テンプレートを整備している。）

　• QA 部門による定期的研修を実施している。

（5） 定量化推進の障害とその対応策について
　現場への定量化の浸透を阻害する要因とその対応策について、次のような事例があった。
（a）現場で定量化が進まない理由
　• 定量化の必要性や意義が浸透しない。
　• 定量化の必要性は認識していても、短期開発等で負荷が高まり、手が回らない。
　• データ提供に抵抗感がある。
（b）対応策
　• 経営のトップダウンにより推進する。
　• 現場からの支援に応じるヘルプデスクを設置する。
　• 専任スタッフによるデータ収集と分析結果の現場へのフィードバックを実施する。
　• データ収集負荷を軽減するための仕組み（ツール、マニュアル、環境）を整備する。

（6） 定量データの収集・分析方法について
　定量データの収集、精査、分析・フィードバックの各々について、次のような取り組みがなされていた。
（a）収集
　• プロジェクト計画書、プロジェクト完了報告書から計画値と実績値を収集する。
　• 工程の節目で審査会を開催しデータも収集する。
（b）精査
　• データ項目の定義を明確化する
　• データ提供者への教育を実施する。
　• QA 部門や専任スタッフによりデータ収集時の精査を行う。
　• データ収集ツールにより整合性のチェックを行う。
（c）分析とフィードバック
　• 計画値と実績値の差異分析とフィードバックを実施する。
　• プロジェクトの教訓を共有化する。
　• 見積り時の留意点（生産性、工程工数配分、テスト量等）についてのアドバイスをする。
　• 社内で収集したデータを基に定量分析した結果を、社内向けに「白書」形式で公開する。
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　10.1 節のサマリで示した取り組みのうち、いくつかの事例についてより詳細なヒアリングを行った。
以下にその内容を示す。

10.2.1　事例 1: 定量データに基づくプロジェクトの監視
　ここで示す事例は、社員数数千名のシステム・インテグレータにおける、定量データに基づくプロジェクト
監視の取り組みである。突発的なトラブルプロジェクトを防止することを目的とし、約 5年前からプロジェク
トの状況を以下の方法でコンパクトに見えるようにしている。

（1） プロジェクト監視の推進体制について
 QA部門が開発部門から独立した体制となっており、開発部門をモニタリングする仕掛けができている。また、
QA作業工数は、開発部門で持つプロジェクト費用の中に考慮されている。

（2） 定量化に関する社内規定の存在と定量データ収集システムについて
 　開発規模や工程状況など、開発に関する情報を定期的に収集する情報収集システムが社内イントラ上にある。
また、監視対象とするプロジェクトを決定するためのガイドラインを社内規格で規定している。ガイドライン
ではプロジェクトの重要度により監視対象を決めている。

（3） 品質情報の収集と計画時の品質目標値の開発部門への展開について
　全社的に、情報収集システムを通して品質データを収集しており、データを集計する専門部署も設置してい
る。バグ率、不具合の見逃し率（QA部門でどれだけ見つかったか）等のデータをイントラから収集し、分野
別（メインフレーム、Web 等）の全社平均値を算出し、これを考慮して期毎に品質目標値を決定する。この
品質目標値を開発部門へ展開し、プロジェクト計画時の指標とする。

（4） プロジェクト監視の方法について
 開発部門はプロジェクト開始時にプロジェクト計画書を作成する。この計画書には、開発の目的や各工程の
方針等が記載される。展開されている品質目標値も計画書に反映する。
　開発部門では、定期的に情報収集システムに、工程進捗、規模、要員数、品質状況（不良や懸案件数等）、
イベント（リリース日情報等）などの情報を記録する。
　またガイドラインを基に、プロジェクト監視対象となるかどうかを判断し、対象となるプロジェクトはQA
部門と合議し、次の（a）～（d）のプロセスを踏む。

（a）プロジェクト監視
QA部門は対象プロジェクトの情報を情報収集システムから定期的に取得し、プロジェクト計画書等に照
らしてプロジェクトの評価を行う。評価の実施方法は、プロジェクト内で作成されたプロジェクト計画書
に対して、計画が守られているか、計画値に対して実績の推移が監視されているか、問題がある場合は
是正されているか等、総合的に評価する。例えば、バグ率（計画値）に対し、計画値の xx% 以内なら○、
yy%以上なら△、zz%以上なら×といった定量的な判断に、進捗状況やプロセス遵守度などの情報も加味し、
総合的に評価する。

（b）プロダクトチェック
QA部門が評価期間を設けてプロダクトチェックを実施する。

（c）プロジェクト監視とプロダクトチェックの結果を定型の報告書に定期的に記載する。
（d）報告書を基に、上層部へ定期的に報告会を行う。
 

10.2　取り組み詳細
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10. 組織的な取り組み事例

10.2.2　事例 2:ファンクションポイント法による規模見積り
　ここで示す事例は、社員数数千名のシステム・インテグレータにおける、FP 法による規模見積りの取り組
みである。

（1） FP 法による規模見積りの推進体制について
　この企業では、JFPUG（日本ファンクションポイントユーザ会）に加入し、IFPUG 法を導入した。その後、
FP法適用ガイドを作成し、FP計測技術者の育成、生産性データの蓄積と分析、FP法の有効性分析等を行い、
生産効率管理に FP法を採用した。
　さらに、規模見積りの中心手法として FP法を位置付けており、一定の規模サイズ以上の新規プロジェクト
へは原則適用必須としている。また、「FP 概算法」算出ツール（社内ツール）を開発し、FP 法適用時には使
用必須としている他、プロジェクト支援部門に専門グループを設置し、FP 計測・見積り支援 /レビューを実
施している。

（2） 見積り時期と見積り手法について
　プロジェクトの各段階（工程フェーズ）で見積りの前提となる情報は変化するため、それに応じた規模見積
り手法を採用している。具体的には、各工程で以下の測定手法を用いている。

（a ）システム化計画工程（機能が明確化できない段階）での規模見積りにおいて、FP試算法（社内ツール）
を使用している。
要件定義から画面数、帳票数、ファイル数、類似システム規模、予算をパラメータとして試算 FP を算出
し、機能把握が困難な段階から、おおよその規模把握、開発範囲と予算との妥当性チェック、見積りクロ
スチェック等に使用している。ただし、試算 FPは規模の概略把握には使用するが、正式見積りには使用
しない。

（b ）要件定義工程（機能一覧レベルが把握できる段階）での規模見積りにおいて、FP概算法（社内ツール）
を使用している。
機能一覧、および、それを構成する要素機能から IFPUG 法のファンクションタイプ数を決定し、各タイプ
に重み付けすることにより概算 FPを算出する（重みは、自社内実績値より設定）。この方法だと、IFPUG
法に比べて見積り工数がかからない（数分の一程度）というメリットがある。

（c ）設計 / 製作工程（関連ファイル数や入力項目数がほぼ把握できる段階）での規模見積りにおいて、FP
詳細法（IFPUG 法）を使用している。
　精度の高い規模見積りが必要な場合に、IFPUG 法による計測を行なう。

（3） FP 計測の教育と計測支援体制について
　FP計測の浸透と計測技術者の拡充を図るため、FP法による規模見積り技法の社内技術教育（2日間の演習
コース）を期中に 4回、定期的に実施している。この教育コースは、社員の開発者ほぼ全員が受講する。
　FP 計測は原則として開発プロジェクトのメンバで行い、必要に応じて専門グループのスタッフが見積りの
支援とレビューを行うことにより、見積り精度の向上を図っている。

（4） 定量データの活用について
　FP 計測結果のレビュー、生産性の分析と評価（精査）を行ったプロジェクトについて、計測事例情報を蓄
積し、他プロジェクトでの規模見積り時の参考情報として活用できるよう、プロジェクト一覧を社内Web で
公開している。また、言語別、アーキテクチャ別等に層別した生産性指標を社内に公開し、プロジェクト計画
時の工数見積り等の参考情報として活用している。
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10.2.3　事例 3:ファンクションポイントによるプロジェクト定量化の推進
　ここで示す事例は、社員数数千名のシステム・インテグレータにおける、FP によるプロジェクト定量化推
進の取り組みである。約 10年前から着手し、5年前からに本格的に活動している。

（1） FP によるプロジェクトの定量化の推進体制について
　内部設計レビュー、メトリクス管理、標準化などの役割を担う本社の品質管理部門と事業本部内の品質管理
部門で推進している。
　半期に一度、データを事業部・業種・アークテクチャなどで層別化した「社内向け白書」を発行して、フィー
ドバックしている。
　元来、見積り精度向上のために、すべてのプロジェクトは複数の手法を用いて見積もるというルールがある。
その上で、概算規模や経営的観点などからリスクが大きいと判断されたプロジェクトは、ファンクションポイ
ントの測定を義務付けている。その対象となるプロジェクトは年間約 50プロジェクト程度である。
　FP計測においては、NESMA概算法を用いている。

（2） FP の測定時期と測定の体制について
　基本設計（外部設計）終了時に FPを測定している。また、プロジェクト終了時に実績値を測定することを
義務付けている。
　測定は、品質管理本部が支援して、現場と一緒に行う体制になっている。設計文書の標準が整備されており、
基本設計工程の成果物（画面一覧、機能一覧、帳票一覧）の詳細度にばらつきが少ないため、品質管理部門の
スタッフでも測定できる。ただし、計測の精度を高めるために、アプリケーションの機能を理解している現場
の担当者と協同で測定作業を行うことが多い。

（3） FP 計測の教育について
　年間で数十のプロジェクトについて、品質管理部門のスタッフが支援する形式で現場と一緒に測定している。
これにより開発者中、10～ 20%の人数は支援なしで測定できる状況である。
　また、JFPUG（日本ファンクションポイントユーザ会）に参加して、開発スタッフは紹介コースや演習コー
スを受講している。
　さらに、推進部門が講師となり 2、3時間の社内トレーニングコースを開催している。

（4） 定量データの活用について
　最近 5年で 250 ～ 300 件ほどのデータが蓄積されている。
　個々のプロジェクトは、プロジェクト計画時に、規模（ファンクションポイント）と工数の予実乖離率を品
質目標に設定する。
　プロジェクト完了時には、納品一ヶ月以内のバグ数を 1,000FP で正規化して品質を評価している。規模や
工数の予実乖離率が一定の値を超えると、全社の品質マネジメントシステムの規定により、是正対象となり、
原因分析が行われる。
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11. まとめ

本書は、2005 年度の「ソフトウェア開発データ白書 2005」に引き続き、発刊 2年目を迎える。2005 年
度と同様に、複数の企業が保有する開発プロジェクトのデータを収集し集計、分析した結果を公表している。
本書の制作では協力企業数は 2005 年度の 15社から 19社へ、データ件数は 1,000 件から 1,400 件へと拡
大した。収集や分析の方法は大きく変わらないが、その過程においては様々な議論を繰り返したため、有益な
知見が蓄積された。特に、得られた成果の一部を紹介する。

・データ項目定義の明確化
判断基準があいまいな項目について定量データ分析部会で検討を重ね、データ項目定義の改定を実施した。

・層別分析の精度向上
機能規模データは、FP計測手法別（IFPUG 法と同一ソフトウェアモデルの手法で測定したプロジェクト群）
で層別を行った。また、コード行数（SLOC 規模）は、開発言語の記載を必須としてデータを収集し、使用言
語による層別を行った。これにより、分析の精度は向上した。

・未記入項目の対応
必須項目、重要項目を明らかにし、昨年度のデータの見直しも含めたデータ収集を実施した。さらに、収集
したデータで未記入項目が多いプロジェクトデータについては、提供企業に対して再調査を実施し、未記入項
目を極力減らすよう努めた。これにより、昨年度のデータより未記入項目が減少し、分析の土台となるデータ
の品質が向上した。

・分析方法の拡充
2006 年度の白書は、基礎データを単に公表するだけでなく、分析のためのシナリオを十分に練り、クロス
分析、系列別の表示、予実分析なども充実させ結果が理解しやすいような表示を工夫した。

本書に掲載されたメッセージは、産官学の委員が参画するタスクフォース、及び SEC 研究員の活動を通し、
日々議論を重ねて導いたものである。プロジェクトの定量化は、３章の図表 3-1 に示したように様々な要素が
絡んでいて、議論すべき課題も多く、一朝一夕に答えが出るものではない。よって、議論はまだ緒に付いたば
かりと言えるが、継続は力なりであり、続ける意義は大きい。

　SEC では今後も、より実務面で役立つ情報を提供できるよう継続して発行していく。また、書籍に限らず、
定量データ活用のためのセミナーや手段としてのツールなど、活用の場面を想定したアプローチを考えている。
読者におかれては、活動に対するご意見・ご要望、あるいは活動への参画など、積極的な働きかけを期待する
次第である。

ソフトウェア・エンジニアリング・センター連絡先は、IPA　SEC Web サイト http://sec.ipa.go.jp/ を参照
していただきたい。

2.2.1 データ提供企業一覧

11　まとめ
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付録
付録 A　データ項目の定義

　次の表に、本データ項目定義で使用されているソフトウェア開発工程の名称と、SLCP (JIS X 0160 を参照 )
との対応関係を示す。「工程」列には、収集したデータ項目の定義及び本白書で使用している工程名称を示し
ている。「SLCP プロセス /アクティビティ」と「SLCP の定義」列で SLCP との対応で工程の定義を示している。

A.1  工程の呼称とSLCPマッピング
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付録A. データ項目の定義
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（0）事務局内データ

A.2  データ項目定義 Version 2.0

（1）開発プロジェクト全般

　この節では、本白書で使用しているデータ項目の定義を示す。本書で扱ったプロジェクトデータは、この定
義に従って収集し、分析を行った。
　表の「データ名称」列は、データ項目の名称を表す。名称は “項番 _名前” という書式となっている。「定義」
列は、データ項目の定義の説明である。「回答内容、選択肢」列は、付録 Bに掲載するデータ収集フォームで
の回答方法（質問内容）を表しており、選択式の場合は選択肢の一覧を、自由記入の場合は （　　　 ） と記載
している。また、自由記入の場合の回答例や補足説明を記載したものもある。
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A.2 - 3
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（2）利用局面
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（4）開発の進め方
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（5）ユーザ要求管理
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（6）要員等スキル
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（参考） 601_PMスキル に関して、白書のデータ定義 v1.0 の選択肢と、データ定義 v2.0 選択肢の対応付けは、
次の表のようになっている。
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（7）システム規模
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（8）工期



ソフトウェア開発データ白書 2006 ● 185

付録A. データ項目の定義

�����������

������ ��� ���������

���������� ������������������� �����������

���������

��

����������������������

������������
������� � � � ����

������������

��������

���������

�������������������������

�������������������������

���

���������������������

�

��������������

������������������������

��������

����������

�����������������������

����������������������

������

�

�����������������������

����������������������

�����������������������

����������������

�����������������������

���������������������

�����������

��������� �� � � ��

������ �� � � ��

������ �� � � ��

������ �� � � ��

���� �� � � ��

������� �� � � ��

�������������� �� � � ��

�������������� �� � � ��

�������

�����������������������

����

������������������������������

������������������������������

������������������������

��������������������

���������� ������ ���� ������

�����������

�������������������������

�������������������������

�

�� ����������������������

������

�� �����������������������

�����������������

���� �� � � � � � ��

���� �� � � � � � ��

����� �� � � � � � ��

�������� �� � � � � � ��

���������

����������������������

�� ����������������������

�� ���������������������

�� � � � � � ��

���������

��������

�� ����������������������

�� ���������������������

�� � � � � � ���

���������

���������

�� ����������������������������������

�� ����������������������

�� � � � � � ���

�������

��������������������

�� ����������������������

�� ���������������������

�� � � � � � ��

�������

��

��������������

�������

��������������

�����������������������
�������

（9）工数（コスト）



186●ソフトウェア開発データ白書 2006

������ ��� ���������

����������

����

����������������������

�������������
�� � � � � � ���

��������

������������
���������� �� � � � � � ���

���������

������������
�����������

�� � � � � � ���

�������

���

��������������

������������

�� � � � � � ���

��������

���

��������������

�������������

�� � � � � � ���

������������

�������

��������

���

������������������������

���������������
�� � � � � � ��

������������

�������

��������

���

������������������������

���������������
�� � � � � � ��

�



ソフトウェア開発データ白書 2006 ● 187

付録A. データ項目の定義
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A.3  業種の分類
　次の表は、業種の分類を示す。
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付録A. データ項目の定義

A.4  導出指標の名称と定義
　本白書で使用しているデータ項目で、付録 A.2『データ項目の定義』には定義されていないが、付録 A.2 のデー
タ項目から定義又はデータ項目を組み合わせて定義した項目について以下に定義を示す。
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※実績工数（開発 5工程）の図解
　基本設計 ~総合テスト（ベンダ確認）の 5工程が全て実施されたプロジェクトに対して、下表の薄黄色セル
の工数を合算し、さらに人時へ換算した値。

薄い黄色は合算する対象の工数
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付録B. データ収集フォーム Ver.2.0

　本書に収録したプロジェクトデータの収集で使用した入力フォーム Version 2.0 を掲載する。
　各データ項目の定義は、付録 A.2 の定義である。
　項番及びデータ項目名が青字の箇所は、2005 年度版（白書 2005 で掲載）からの変更点を示している。
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付録B　データ収集フォーム Ver.2.0

●データ収集フォーム（1/3）
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●データ収集フォーム（2/3）
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付録B. データ収集フォーム Ver.2.0

●データ収集フォーム（3/3）
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　ここでは、収集データの項目ごとの回答状況を示す。

【表の見方】
●「データ項目」列は、付録 A.2 のデータ項目定義と対応している。
●「記入レベル」列は、データの収集時に、収集の重点とした項目を示すための記号である。記号の見方は次
の通りである。

 ◎ ：記入を「必須」としたもの
 □ ：「条件付き必須」。ある条件下で記入が必須となるもの（例えば、あるデータ項目の選択肢で “そ

の他” を選ぶと、続く具体名称の入力が必須になる場合は、具体名称欄は条件付必須入力の扱
いとなる）

 ○ ：記入を「重要」としたもの
 △ ：記入を「推奨」としたもの
 空欄 ：記入は「任意」としたもの

●「総件数」列は収集件数である。下図に示す例の場合、103_ 開発プロジェクト種別、105_ 開発プロジェク
ト形態、105_ 開発プロジェクト形態 _他名称の収集件数は、各々 1419 件、1419 件、11件となる。
●「選択肢 n」列に総件数の選択肢ごとの内訳を掲載する。下図の例の場合、103_ 開発プロジェクト種別の選
択肢ごとの収集件数の内訳は、
　【第 1選択肢】　a：新規開発  846 件
　【第 2選択肢】　b：改修・保守  381 件
　【第 3選択肢】　c：再開発  69 件
　【第 4選択肢】　d：拡張  123 件
 （合計 1419 件）
となる。

●　 回答状況表において、「データ項目」の欄が “グリーン色” の項目は、そのデータ項目が 2006 年度のデータ
定義 ver.2.0 で新規追加されたデータ項目である。

●「選択肢 n」の欄が “黄色” の箇所は、データ項目がカテゴリカルデータの場合の項目（選択肢）の名称を表す。

　なお、データ項番 126、201、202、203、309、310、312、313 については選択肢の数が多いため、別表（選
択肢ごとの回答状況）に掲載する。

付録 C　データ項目ごとの回答状況
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付録C. データ項目ごとの回答状況
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●データ項目ごとの回答状況（2/7）
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付録C. データ項目ごとの回答状況

●データ項目ごとの回答状況（3/7）�������������������
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●データ項目ごとの回答状況（4/7）�������������������
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付録C. データ項目ごとの回答状況

●データ項目ごとの回答状況（5/7）�������������������
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●データ項目ごとの回答状況（6/7）�������������������
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付録C. データ項目ごとの回答状況

●データ項目ごとの回答状況（7/7）�������������������
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付録C. データ項目ごとの回答状況
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　本白書の分析で使われている用語について概要を記す。統計用語については『統計科学事典』（朝倉書店）
等を参考にした。

・中央値（50パーセンタイル）
与えられたデータを大きさの順に並べたときに、大きいグループと小さいグループに同数ずつに 2分する位
置にあるデータの値をいう。データが偶数個の場合は中間に位置する 2点、すなわち小さいグループの最大
値と大きいグループの最小値の平均をもって中央値とする。特に非対称分布の場合に分布の位置を表すのに
適したものである。また、外れ値の影響を受けることが少ない。

・平均値（算術平均）
データを足し合わせ、データ数で割った値。

・分散
分布 Fからの標本X1、X2、…、Xnについての偏差平方和（個々のデータから平均値を引いた値の 2乗の合計）
をデータ数で割った値。

・標準偏差
分散の平方根（データのばらつきをあらわす）。

・標準誤差
ある統計量 Tの標本分布の標準偏差を Tの標準誤差という。例えば、分散がσ 2に等しい分布から標本X1、
X2、…、Xnから作られる標準平均（X1＋ X2＋…＋ Xn）÷ n の標準誤差はσ÷√ nである。ただし、標
準誤差を標準偏差と同じ意味で（すなわち√分散）使うこともある。

・正規分布 （正規分布曲線）
平均を中心に常に左右対称となる分布形態。曲線は平均値で最も高くなり、左右に広がるにつれて低くなる。
標準偏差の値が大きいほど曲線は扁平になり、小さいほど狭く高くなる。

・ヒストグラム
度数あるいは相対度数を縦軸に、階級値を横軸にとり、度数分布を棒グラフにしたもの。

・歪度
正規分布を基準としたとき、データの集団がどの程度左右に偏っているか、ゆがみの度合い。

・（単）相関係数
二つの変数 xと yについて、両者の間に直線的な関連性が認められるとき、xと yの間には相関関係がある
といい、相関関係の程度を示す数値を単相関係数という。単相関係数は－ 1から＋ 1までの値をとる。単相
関係数が－1もしくは＋1に近いときは二つの変数の関係は直線的で、－1もしくは＋1から遠ざかるに従っ
て直線関係は薄れていき、0に近いときは変数の間にまったく直線的な関係はない。

・箱ひげ図
中央値、4 分位、外れ値に基づく要約図。箱は 4 分位数間の範囲であり、従って箱にはデータの値の 50％ 
が含まれる。各箱から出る線 （ひげ）は外れ値を除いたときの最大値、または最小値に向かって延びる。箱
の中の横線は中央値を示している。

付録D　用語集
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・四分位点 （25、50、75 のパーセンタイル） 
確率分布あるいは頻度分布を 4等分する 3個の値。小さい方から第 1、第 2及び第 3四分位点と呼ぶ。第 2
四分位点は中央値である。

・25 パーセンタイル
観測値の 75％ がそれより上に相当し、観測値の 25％ がそれより下に入る境界の値。

・75 パーセンタイル
変数の観測値の 25％ がそれより上に相当し、観測値の 75％ がそれより下に入る境界の値。

・外れ値
箱ひげ図において箱の上端または下端から箱の長さの 1.5 倍から 3倍の間にある値をもつケース。箱の長さ
は 4分位範囲。

・極値
箱ひげ図において箱の上端または下端から、箱の長さの 3倍より大きい値をもつケース。箱の長さは 4分位
範囲。

・P値
帰無仮説（検定でとりあえず立てる仮説）の下で検定統計量の値が現実値以上に極端な値をとる確率。P値は、
帰無仮説が正しいとき現実値がどの程度出にくいかを確率で表現したものである。P値が小さければ仮説と
データの整合性はないとし、帰無仮説は誤りであると判断する（帰無仮説を棄却する）。

・ファンクションポイント法
ソフトウェアの機能（ファンクション）に注目し、これを数量化することにより、ソフトウェアの規模を獲
得する技術である。JIS X 0135-1:1999 （ISO/IEC 14143-1）では、ファンクションポイント及びファンクショ
ンポイント法は、より一般的に、機能規模及び機能規模測定法と呼ばれている。ファンクションポイントの
計測法は様々な手法が考案されている。参考までに、ビジネスアプリケーション開発に適した手法例では、
IFPUG 法、NESMA概算法、SPR 法などが知られている。

・機能規模
（ソフトウェア測定 - 機能規模測定 -JIS X 0135-1:1999 からの引用に基づく）
利用者機能要件を定量化して得られるソフトウェアの規模。利用者機能要件とは、利用者要件の部分集合で
あり、利用者の要求を満足するためにソフトウェアが実現しなければならない利用者の業務及び手順を表す。
品質要件及び技術要件は除く。

・FP規模
FP の単位で表す規模は FP規模と呼ぶ。

・SLOC 規模、KSLOC
コード行数の単位で表す規模は SLOC 規模と呼び、1,000 行単位で表すものを KSLOC と表記する。

付録D. 用語集
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　E.1 では、本書で参考とした文献、定義などの掲載されている書籍、関連する標準情報を示す。E.2 では、
関連する国内外の情報源、分析に当たって使用したソフトウェアについて示す。

E.1　参考文献

〔1〕　  奥野忠一 , 久米均 , 芳賀敏郎 , 吉澤正 , “多変量解析法” , 日科技連 , 1971 年
〔2〕　  “大辞林 第二版” , 三省堂 , 1998 年
〔3〕　  B.S.Everitt, 清水良一訳 , “統計科学事典” , 朝倉書店 , 2003 年
〔4〕　  日本規格協会 , JIS X 0135-1:1999 ソフトウェア測定－機能規模測定－第 1部 : 概念の定義
　　　  （ISO/IEC 14143-1:1998 Information technology －Software measurement － Functional size 

measurement －  Part 1:Definition of concepts）
〔5〕　  日本規格協会 ,JIS X 0141:2004  ソフトウェア計測プロセス 
　　　 （ISO/IEC 15939:2002 Software engineering －  Software measurement process）
〔6〕　  日本規格協会 ,JIS X 0160:1996  ソフトウェア ライフサイクル プロセス
　　　 （ISO/IEC 12207:1995 Information technology －  Software life cycle processes）
〔7〕　  ISO/IEC 12207:1995/Amd 1:2002
〔8〕　  ISO/IEC 12207:1995/Amd 2:2004
〔9〕　   ISO/IEC 20926:2003 Software engineering －  IFPUG 4.1 Unadjusted functional size measurement 

method －  Counting practices manual
〔10〕　 ISO/IEC 24570:2005 size measurement method version 2.1 －  Definitions and counting guidelines 

for the application of Function Point Analysis  （※ NESMA法）
〔11〕    ISO/IEC 19761:2003 Software engineering －  COSMIC-FFP －  A functional size measurement method
〔12〕    日本ファンクションポイントユーザ会（JFPUG）, “Counting Practice Manual 4.2”
〔13〕     C.J. Lokan, “Function Points. Advances in Computers,” M. Zelkowitz （ed）, Volume 65, Chapter 7, 

Academic Press, 2005
〔14〕    Capers Jones, “Applied Software Measurement,2nd ed,” New York:McGraw-Hill, 1996
            （鶴保 , 富野 監訳 , “ソフトウェア開発の定量化手法 第 2版” , 共立出版）
〔15〕     R. E. Park, “Software Size Measurement: A Framework for Counting Source Statements,” Technical 

Report CMU/SEI-92-TR-020, 1992
〔16〕     Wi. A. Florac, “Software Quality Measurement: A Framework for Counting Problems and Defects, ”

Technical Report CMU/SEI-92-TR-022, 1992
〔17〕     W. B. Goethert, E. K. Bailey, M. B. Busby, “Software Effort & Schedule Measurement: A Framework for 

Counting Staff-hours and Reporting Schedule Information,” Technical Report CMU/SEI-92-TR-021, 
1992

〔18〕    B. W. Boehm, et al., “Software Cost Estimation with COCOMO II,” Prentice Hall PTR, 2000
〔19〕     David Garmus and David Herron, 児玉 監訳 , “ファンクションポイントの計測と分析” , ピアソン・エデュ

ケーション , 2002
〔20〕    S. H. Kan, 古山 , 富野 監訳 , “ソフトウェア品質工学の尺度とモデル” , 共立出版 , 2004
〔21〕    ISBSG, “The Benchmark Release 6,” http://www.isbsg.org.au

付録 E　参考文献・参考情報
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E.2　参考情報

◆国内外の団体
〔1〕　  日本ファンクションポイントユーザ会（JFPUG）, http://www.jfpug.gr.jp
〔2〕　  NESMA （Netherlands Software Metrics Users Association）, 
　　　 http://www.nesma.nl/sectie/home/ , 日本語 http://www.nesma.nl/japanese/index.htm
〔3〕　  ISBSG, http://www.isbsg.org.au

◆ソフトウェア
　本白書のデータ分析においては次のソフトウェアを利用した。
　基本統計量、相関係数、パーセンタイルは、Excel の関数を使用している。
　円グラフ、棒グラフ、ヒストグラムの作成、相関曲線は、Excel を使用している。
　箱ひげ図は SPSS を使用している。
　 信頼幅のグラフ描画のための数値データの算出は、独自開発ツールを用いた。（参考文献をもとに算出を可
能にしている。）

　・Microsoft Office Excel 2003
　・SPSS 13.0J for Windows, SPSS Japan

※ Microsoft Excel は Microsoft Corporation の登録商標です。
※ SPSS は SPSS Inc. の登録商標です。
各製品に関する詳細は各社にお問い合わせ下さい。

付録E. 参考文献・参考情報
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◆2章

図表 2-2-1 ●データ提供件数
図表 2-2-2 ●開始年の分布と終了年の分布
図表 2-2-3 ●データ更新年度
図表 2-2-4 ●提出年度と開始及び終了年度の情報のクロス集計

◆3章

図表 3-1 ●代表的な要素と、要素間の主な関係
図表 3-2 ●基本統計量の表
図表 3-3 ●基本統計量を使用した場合の判断の目安
図表 3-4 ●回帰分析を使用した場合の判断の目安
図表 3-5 ●外れ値の例 
図表 3-6 ●分析結果のサンプルの図 

◆4章

図表 4-2-1 ●開発プロジェクトの種別
図表 4-2-2 ●開発プロジェクトの形態
図表 4-2-3 ●開発プロジェクトの作業概要
図表 4-2-4 ●新規顧客か否か
図表 4-2-5 ●新規業種・業務か否か
図表 4-2-6 ●新技術を利用する開発か否か
図表 4-3-1 ●業種（大分類）

図表 4-3-2 ●業務の種類
図表 4-3-3 ●利用形態
図表 4-4-1 ●システム種別
図表 4-4-2 ●業務パッケージの利用有無
図表 4-4-3 ●処理形態
図表 4-4-4 ●アーキテクチャ
図表 4-4-5 ●開発対象プラットフォーム
図表 4-4-6 ●Web 技術の利用
図表 4-4-7 ●開発言語
図表 4-4-8 ● DBMSの利用
図表 4-5-1 ●開発ライフサイクルモデル
図表 4-5-2 ●類似プロジェクトの参照の有無
図表 4-5-3 ●開発方法論の利用
図表 4-5-4 ●開発フレームワークの利用
図表 4-5-5 ●ツールの利用有無
図表 4-6-1 ●ユーザ要求と関与

図表 4-6-2 ●要求レベル
図表 4-7-1 ● PMスキル
図表 4-7-2 ●要員スキル
図表 4-7-3 ●テストの体制とスキル
図表 4-8-1 ●規模の尺度の種別（プロジェクト件数での集計）

図表 4-8-2 ●規模の尺度の種別（企業数での集計）

図表 4-8-3 ● FP計測手法（プロジェクト件数での集計）

図表 4-8-4 ● FP計測手法（企業数での集計）

図表 4-8-5 ● FP計測手法の純度
図表 4-8-6 ● FP実績値
図表 4-8-7 ● SLOC実績値
図表 4-9-1 ●プロジェクト全体の月数計画値
図表 4-9-2 ●プロジェクト全体の月数実績値
図表 4-9-3 ●開発 5工程の月数計画値
図表 4-9-4 ●開発 5工程の月数実績値
図表 4-10-1 ●プロジェクト全体の工数の計画値（基本設計開
始時点）（人時換算）

図表 4-10-2 ●プロジェクト全体の工数の実績値（人時換算）

図表 4-10-3 ●開発 5工程の工数の実績値（人時換算）

図表 4-10-4 ●プロジェクト全体の工数の計画値（基本設計開
始時点）（人月換算）

図表 4-10-5 ●プロジェクト全体の工数の実績値（人月換算）

図表 4-10-6 ●開発 5工程の工数の実績値（人月換算）

図表 4-10-7 ●工数の単位
図表 4-10-8 ●人月－人時換算係数
図表 4-11-1 ●月あたりの要員数
図表 4-11-2 ●外部委託工数比率
図表 4-11-3 ●外部委託金額比率
図表 4-11-4 ●外部委託先情報
図表 4-11-5 ●新規協力会社か否か
図表 4-12-1 ●稼動後の不具合数
図表 4-12-2 ●稼動後の不具合数（現象数）

図表 4-12-3 ●稼動後の不具合数（原因数）

図表 4-12-4 ●品質保証の体制
図表 4-12-5 ●品質基準、レビューの有無
図表 4-13-1 ●実施工程の組み合わせパターン
図表 4-14-1 ●計画の評価（QCD）

図表 4-14-2 ●実績の評価（QCD）

図表 4-14-3 ●プロジェクト成否の自己評価
図表 4-14-4 ●顧客満足度に対するベンダ側の主観評価

図表一覧
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◆5章

図表 5-1-1 ●件数、分布の掲載対象とその層別の方法
図表 5-1-2 ●基本統計量の表示方法
図表 5-2-1 ●開発プロジェクト種別別の FP規模の件数
図表 5-2-2 ● FP計測手法別の FP規模の件数
図表 5-2-3 ● FP規模の分布（開発プロジェクト種別混在）

図表 5-2-4 ●開発プロジェクト種別別の FP規模の分布
図表 5-2-5 ●開発プロジェクト種別別のFP規模の基本統計量
図表5-2-6 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・
アーキテクチャによる層別後の FP規模の件数
図表 5-2-7 ●層別後の FP規模の分布
図表 5-2-8 ●層別後の業種別 FP規模の件数
図表 5-2-9 ●層別後の業種別 FP規模の分布
図表 5-2-10 ●層別後の業種別 FP規模の基本統計量
図表 5-2-11 ●層別後の業務別 FP規模の件数
図表 5-2-12 ●層別後の業務別 FP規模の分布
図表 5-2-13 ●層別後の業務別 FP規模の基本統計量
図表 5-3-1 ●開発プロジェクト種別別のSLOC規模の件数
図表 5-3-2 ●主開発言語別のSLOC規模の件数
図表 5-3-3 ● SLOC規模の分布（開発プロジェクト種別混在）

図表 5-3-4 ●開発プロジェクト種別別のSLOC規模の分布
図表 5-3-5 ●開発プロジェクト種別別の SLOC規模の基本
統計量
図表 5-3-6 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・
アーキテクチャによる層別後のSLOC規模の件数
図表 5-3-7 ●層別後のSLOC規模の分布
図表 5-3-8 ●層別後の業種別SLOC規模の件数
図表 5-3-9 ●層別後の業種別SLOC規模の分布
図表 5-3-10 ●層別後の業種別SLOC規模の基本統計量
図表 5-3-11 ●層別後の業務別SLOC規模の件数
図表 5-3-12 ●層別後の業務別SLOC規模の分布
図表 5-3-13 ●層別後の業務別SLOC規模の基本統計量
図表 5-4-1 ●開発プロジェクト種別別の工期の件数
図表 5-4-2 ●工期の分布（開発プロジェクト種別混在）

図表 5-4-3 ●開発プロジェクト種別別の工期の分布
図表 5-4-4 ●開発プロジェクト種別別の工期の基本統計量
図表5-4-5 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・
アーキテクチャによる層別後の工期の件数
図表 5-4-6 ●層別後の工期の分布
図表 5-4-7 ●層別後の業種別工期の件数
図表 5-4-8 ●層別後の業種別工期の分布
図表 5-4-9 ●層別後の業種別工期の基本統計量
図表 5-4-10 ●層別後の業務別工期の件数
図表 5-4-11 ●層別後の業務別工期の分布
図表 5-4-12 ●層別後の業務別工期の基本統計量
図表 5-5-1 ●開発プロジェクト種別別の工数の分布

図表 5-5-2 ●工数の分布（開発プロジェクト種別混在）

図表 5-5-3 ●開発プロジェクト種別別の工数の分布
図表 5-5-4 ●開発プロジェクト種別別の工数の基本統計量
図表5-5-5 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・
アーキテクチャによる層別後の工数の件数
図表 5-5-6 ●層別後の工数の分布
図表 5-5-7 ●層別後の業種別工数の件数
図表 5-5-8 ●層別後の業種別工数の分布
図表 5-5-9 ●層別後の業種別工数の基本統計量
図表 5-5-10 ●層別後の業務別工数の件数
図表 5-5-11 ●層別後の業務別工数の分布
図表 5-5-12 ●層別後の業務別工数の基本統計量
図表5-6-1 ●開発プロジェクト種別別の月あたりの要員数の
件数
図表5-6-2●月あたりの要員数の分布（開発プロジェクト種別混在）

図表 5-6-3 ●開発プロジェクト種別別の月あたりの要員数の
分布
図表5-6-4 ●開発プロジェクト種別別の月あたりの要員数の
基本統計量
図表5-6-5 ●開発プロジェクト種別・開発プロジェクト形態・
アーキテクチャによる層別後の月あたりの要員数の件数
図表 5-6-6 ●層別後の月あたりの要員数の分布
図表 5-6-7 ●層別後の業種別月あたりの要員数の件数
図表 5-6-8 ●層別後の業種別月あたりの要員数の分布
図表5-6-9 ●層別後の業種別月あたりの要員数の基本統計量
図表 5-6-10 ●層別後の業務別月あたりの要員数の件数
図表 5-6-11 ●層別後の業務別月あたりの要員数の分布
図表 5-6-12 ●層別後の業務別月あたりの要員数の基本統計量

◆6章

図表 6-1-1 ●関係を分析した要素の組合せ
図表 6-1-2 ●要素間の分析における層別のパターン
図表 6-2-1 ● FP 実績値（調整前）の分布（新規開発、FP計測手法
混在）

図表6-2-2●FP実績値（調整前）の分布（新規開発、IFPUGグループ）

図表 6-2-3 ● FP 実績値（調整前）の基本統計量（新規開発、手法
混在および IFPUGグループ）

図表6-2-4●実効SLOC実績値の分布（新規開発、主開発言語混在）

図表 6-2-5 ●実効 SLOC実績値の基本統計量（新規開発、主開
発 4言語）

図表 6-2-6 ●実績工数（開発 5工程）の分布（新規開発、FP計測手
法混在）

図表 6-2-7 ●実績工数（開発 5工程）の分布（新規開発、IFPUG グ
ループ）

図表 6-2-8 ●実績工数（開発 5工程）の基本統計量（新規開発、規
模が FP）
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図表 6-2-9 ●実績工数（開発 5工程）の分布（新規開発、主開発言語
混在）

図表 6-2-10 ●実績工数（開発 5工程）の基本統計量（新規開発、
規模がSLOC）

図表 6-2-11 ●実績月数（プロジェクト全体）の分布（新規開発）

図表 6-2-12 ●実績月数（プロジェクト全体）の基本統計量（新規
開発）

図表 6-2-13 ●実績月数（開発 5工程）の分布（新規開発）

図表 6-2-14 ●実績月数（開発5工程）の基本統計量（新規開発）

図表 6-3-1 ●プロジェクト全体の工数と工期（新規開発）信頼
幅 50%，95%付き
図表 6-3-2 ●開発 5 工程の工数と工期（新規開発）信頼幅
50%，95%付き
図表 6-3-3 ●業種別の工数と工期（新規開発）

図表 6-3-4 ●アーキテクチャ別の工数と工期（新規開発）

図表 6-3-5 ●主開発 4言語別の工数と工期（新規開発）

図表 6-4-1 ● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、FP計測
手法混在）信頼幅 50%付き
図表 6-4-2 ● FP規模と工数（全開発プロジェクト種別、FP計測手
法混在）信頼幅50%付き　拡大図（FP≦ 2,000 & 工数≦100,000）

図表 6-4-3 ● FP 規模と工数（全開発プロジェクト種別、FP計測
手法混在）対数表示
図表 6-4-4 ● FP規模と工数（全開発プロジェクト種別、IFPUGグ
ループ）

図表 6-4-5 ● FP規模と工数（全開発プロジェクト種別、IFPUGグ
ループ）拡大図（FP≦ 2,000 & 工数≦ 100,000）

図表 6-4-6 ● FP規模と工数（全開発プロジェクト種別、IFPUGグ
ループ）対数表示
図表 6-4-7 ● FP 規模と工数（新規開発、FP 計測手法混在）信頼
幅 50%付き
図表 6-4-8 ● FP 規模と工数（新規開発、FP 計測手法混在）対数
表示
図表 6-4-9 ● FP規模と工数（新規開発、IFPUGグループ）信頼幅
50%付き
図表 6-4-10 ● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ）信頼
幅 50%付き　拡大図（FP≦ 2,000 & 工数≦ 60,000）

図表 6-4-11 ● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ）対数
表示　信頼幅 50%付き
図表6-4-12● FP規模と工数（新規開発、IFPUGグループ、業種別）

図表 6-4-13 ● FP 規模と工数（新規開発、IFPUGグループ、アー
キテクチャ別）

図表 6-5-1 ● FP規模と FP生産性（新規開発、FP計測手法混在）

図表 6-5-2 ● FP規模別 FP生産性（新規開発、FP計測手法混在）

箱ひげ図
図表 6-5-3 ● FP 規模別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、
FP計測手法混在）

図表 6-5-4 ● FP 生産性の分布（新規開発、FP 計測手法混在、
1,000FP 未満）

図表 6-5-5 ● FP 生産性の分布（新規開発、FP 計測手法混在、
1,000FP 以上 3,000FP 未満）

図表 6-5-6 ● FP 生産性の分布（新規開発、FP 計測手法混在、
3,000FP 以上）

図表 6-5-7 ● FP規模と FP生産性（新規開発、IFPUGグループ）

図表 6-5-8 ● FP 規模別 FP生産性（新規開発、IFPUGグループ）

箱ひげ図
図表 6-5-9 ● FP 規模別 FP 生産性の基本統計量（新規開発、
IFPUGグループ）

図表 6-5-10 ●業種（大分類）別 FP生産性（新規開発、IFPUGグル
ープ）箱ひげ図
図表 6-5-11 ●業種（大分類）別 FP生産性の基本統計量（新規開
発、IFPUGグループ）

図表 6-5-12 ●アーキテクチャ別 FP生産性（新規開発、IFPUG
グループ）箱ひげ図
図表6-5-13 ●アーキテクチャ別FP生産性の基本統計量（新規
開発、IFPUGグループ）

図表 6-5-14 ●主開発言語別 FP生産性（新規開発、IFPUGグル
ープ）箱ひげ図
図表 6-5-15 ●主開発言語別 FP生産性の基本統計量（新規開
発、IFPUGグループ）

図表 6-5-16 ●プラットフォーム別 FP 生産性（新規開発、
IFPUGグループ）箱ひげ図
図表 6-5-17 ●プラットフォーム別 FP生産性の基本統計量
（新規開発、IFPUGグループ）

図表 6-5-18 ●月あたりの要員数と FP 生産性（新規開発、FP
計測手法混在）

図表 6-5-19 ●月あたりの要員数別 FP 生産性（新規開発、FP
計測手法混在）箱ひげ図
図表 6-5-20 ●月あたりの要員数別 FP生産性の基本統計量
（新規開発、FP計測手法混在）

図表 6-5-21 ●月あたりの要員数と FP 生産性（新規開発、
IFPUGグループ）

図表 6-5-22 ●月あたりの要員数別 FP 生産性（新規開発、
IFPUGグループ）箱ひげ図
図表 6-5-23 ●月あたりの要員数別 FP生産性の基本統計量
（新規開発、IFPUGグループ）

図表 6-5-24 ●外部委託比率と FP規模（新規開発、FP計測手法
混在）

図表 6-5-25 ●外部委託比率と FP生産性（新規開発、FP計測手
法混在）

図表6-5-26●外部委託比率とFP規模（新規開発、IFPUGグループ）

図表 6-5-27 ●外部委託比率と FP生産性（新規開発、IFPUGグ
ループ）
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図表 6-6-1 ● SLOC規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開
発言語混在）信頼幅 50%付き
図表 6-6-2 ● SLOC規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開
発言語混在）信頼幅 50%付き　拡大図（SLOC 規模≦ 500,000 & 
工数≦ 200,000）

図表 6-6-3 ● SLOC規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開
発言語混在）信頼幅 50%付き　対数表示
図表 6-6-4 ● SLOC規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開
発 4言語混在）

図表 6-6-5 ● SLOC規模と工数（全開発プロジェクト種別、主開
発 4言語混在）対数表示
図表 6-6-6 ● SLOC規模と工数（新規開発、主開発 4言語別）

図表 6-6-7 ● SLOC 規模と工数（新規開発、主開発 4言語別）　
拡大図（SLOC規模≦ 500,000 & 工数≦ 200,000）

図表 6-6-8 ● SLOC 規模と工数（新規開発、主開発 4言語別）対
数表示
図表 6-6-9 ● SLOC規模と工数（新規開発、COBOL）

図表 6-6-10 ● SLOC規模と工数（新規開発、COBOL）対数表示
図表 6-6-11 ● SLOC規模と工数（新規開発、C）

図表 6-6-12 ● SLOC規模と工数（新規開発、C）対数表示
図表 6-6-13 ● SLOC規模と工数（新規開発、VB）

図表 6-6-14 ● SLOC規模と工数（新規開発、VB）対数表示
図表 6-6-15 ● SLOC規模と工数（新規開発、Java）

図表 6-6-16 ● SLOC規模と工数（新規開発、Java）対数表示
図表 6-6-17 ●業種（大分類）別 SLOC規模と工数（新規開発、主
開発 4言語混在）

図表6-6-18●アーキテクチャ別SLOC規模と工数（新規開発、
主開発 4言語混在）

図表 6-7-1 ● SLOC 規模と SLOC 生産性（新規開発、主開発 4
言語別）

図表 6-7-2 ● SLOC規模と SLOC生産性（新規開発、COBOL）

図表 6-7-3 ● SLOC規模と SLOC生産性（新規開発、C）

図表 6-7-4 ● SLOC規模と SLOC生産性（新規開発、VB）

図表 6-7-5 ● SLOC規模と SLOC生産性（新規開発、Java）

図表 6-7-6 ● SLOC規模別 SLOC生産性の基本統計量（新規
開発）

図表 6-7-7 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性（新規開発、主開発 4
言語混在）箱ひげ図
図表 6-7-8 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性（新規開発、主開発 4
言語別）箱ひげ図
図表 6-7-9 ●主開発4言語別 SLOC生産性（新規開発）箱ひげ図
図表6-7-10●主開発4言語別SLOC生産性の基本統計量（新
規開発）

図表 6-7-11 ●業種（大分類）別 SLOC生産性（新規開発、主開発
4言語混在）箱ひげ図
図表 6-7-12 ●業種（大分類）別 SLOC生産性（新規開発、主開発
4言語別）箱ひげ図

図表 6-7-13 ●業種（大分類）別 SLOC生産性の基本統計量（新
規開発）

図表 6-7-14 ●アーキテクチャ別 SLOC生産性（新規開発、主
開発 4言語混在）箱ひげ図
図表 6-7-15 ●アーキテクチャ別 SLOC生産性（新規開発、主
開発 4言語別）箱ひげ図
図表 6-7-16 ●アーキテクチャ別SLOC生産性の基本統計量
（新規開発）

図表 6-7-17 ●プラットフォーム別 SLOC 生産性（新規開発、
主開発 4言語混在）箱ひげ図
図表 6-7-18 ●プラットフォーム別 SLOC 生産性（新規開発、
主開発 4言語別）箱ひげ図
図表 6-7-19 ●プラットフォーム別SLOC生産性の基本統計
量（新規開発）

図表 6-7-20 ●月あたりの要員数と SLOC 生産性（新規開発、
主開発 4言語別）

図表 6-7-21 ●月あたりの要員数別 SLOC 生産性（新規開発、
主開発 4言語混在）箱ひげ図
図表 6-7-22 ●月あたりの要員数別 SLOC 生産性（新規開発、
主開発 4言語別）箱ひげ図
図表 6-7-23 ●月あたりの要員数別SLOC生産性の基本統計
量（新規開発）

図表 6-7-24 ●外部委託比率と SLOC規模（新規開発、主開発 4
言語別）

図表 6-7-25 ●外部委託比率とSLOC生産性（新規開発、主開発
4言語別）

図表 6-8-1 ● FP と SLOC（新規開発、IFPUGグループ、主開発 4
言語別）

図表 6-8-2 ● FP と SLOC（新規開発、IFPUGグループ、主開発 4
言語別）対数表示

◆7章

図表 7-1-1 ● FP規模と発生不具合数（全開発プロジェクト種別、
FP計測手法混在）

図表 7-1-2 ●発生不具合数の基本統計量（FP計測手法混在）

図表 7-1-3 ● FP規模と発生不具合数（全開発プロジェクト種別、
IFPUGグループ）

図表 7-1-4 ●発生不具合数の基本統計量（IFPUGグループ）

図表 7-1-5 ● FP 規模と FP発生不具合密度（全開発プロジェク
ト種別、FP計測手法混在）

図表7-1-6●FP発生不具合密度の基本統計量（FP計測手法混在）

図表 7-1-7 ● FP 規模と FP発生不具合密度（全開発プロジェク
ト種別、IFPUGグループ）

図表7-1-8●FP発生不具合密度の基本統計量（IFPUGグループ）

図表 7-2-1 ● SLOC規模と発生不具合数（全開発プロジェクト種
別、主開発言語混在）
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図表 7-2-2 ●発生不具合数の基本統計量（主開発言語混在）

図表 7-2-3 ● SLOC 規模と発生不具合数（新規開発、主開発 4
言語別）

図表 7-2-4 ●主開発 4言語別の発生不具合数（新規開発）箱ひ
げ図
図表7-2-5●発生不具合数の基本統計量（新規開発、主開発4言語別）

図表 7-2-6 ● SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度（全開発プ
ロジェクト種別、主開発言語混在）

図表 7-2-7 ● SLOC発生不具合密度の基本統計量（主開発言語
混在）

図表 7-2-8 ● SLOC規模と SLOC発生不具合密度（新規開発、
主開発 4言語別）

図表 7-2-9 ●主開発 4言語別の SLOC発生不具合密度（新規
開発）箱ひげ図
図表7-2-10● SLOC発生不具合密度の基本統計量（新規開発、
主開発 4言語別）

◆8章

図表 8-1-1 ●工程別の実績月数の比率の箱ひげ図
図表 8-1-2 ●工程別の実績月数の比率の基本統計量
図表 8-1-3 ●工程別の実績工数の比率の箱ひげ図
図表 8-1-4 ●工程別の実績工数の比率の基本統計量
図表 8-2-1 ●基本設計レビュー指摘件数の FP密度の基本統
計量
図表 8-2-2 ●基本設計レビュー指摘件数の SLOC密度の基
本統計量
図表8-2-3 ●基本設計レビュー指摘件数の工数密度の基本統
計量
図表8-2-4 ●基本設計レビュー指摘件数の工数密度の基本統
計量
図表 8-2-5 ● FP規模あたりのテストケース密度、検出バグ
密度の箱ひげ図
図表 8-2-6 ● FP規模あたりのテストケース密度、検出バグ
密度の基本統計量
図表 8-2-7 ● SLOC 規模あたりのテストケース密度、検出
バグ密度の箱ひげ図
図表 8-2-8 ● SLOC 規模あたりのテストケース密度、検出
バグ密度の基本統計量
図表 8-2-9 ●工数あたりのテストケース密度、検出バグ密度
の箱ひげ図
図表 8-2-10 ●工数（1,000 人時）あたりのテストケース密度、
検出バグ密度の基本統計量
図表 8-2-11 ●工数（165人時）あたりのテストケース密度、検
出バグ密度の基本統計量
図表 8-3-1 ●規模，工数，工期の計画と実績の差のイメージ
図表 8-3-2 ● FP規模の計画と実績

図表 8-3-3 ● FP規模の計画と実績の差の比率
図表 8-3-4 ● FP規模の計画と実績の差の比率の分布
図表 8-3-5 ●工数の計画と実績
図表 8-3-6 ●工数の計画と実績の差の比率
図表 8-3-7 ●工数の計画と実績の差の比率の分布
図表 8-3-8 ●工期の計画と実績
図表 8-3-9 ●工期の計画と実績の差の比率
図表 8-3-10 ●工期の計画と実績の差の比率の分布

◆9章

図表 9-1-1 ●箱ひげ図の説明
図表 9-1-2 ●回帰分析
図表 9-1-3 ● FP規模と工数の関係：対数変換後
図表 9-1-4 ● FP規模に対する工数の信頼幅
図表 9-2-1 ●＜個体×変数＞型データの例
図表 9-2-2 ●量的データから質的データへの変換
図表 9-2-3 ●変換後の説明変数と目的変数
図表 9-2-4 ●分散分析に用いる表の作り方の例
図表 9-2-5 ●分散分析の試行結果（生産性に対する各変数の寄与
率と p値）

図表 9-2-6 ● X2検定に用いるクロス集計表の作り方の例
図表 9-2-7 ● X2検定の試行結果（クラメールのVと p値）
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